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　酒匂さん、有難うございました、安らかにお
休みください。

　私が思い出に残る酒匂さんは本当にこの会の
会員らしい方でした。東京でサロン会や理事会
でお会いする時は周囲の人々とフレンドリーに
優しく穏やかにお話なさる方でした。
　そして私が始めてチェンマイに LS した時に
は東京でお会いした時とまったく変わらず接し
ていただき、初めての訪問だと言うことで一緒
に食事したり、買い物に行ってくださったり、
当地の情報を親切にいろいろ教えていただきま
した。宿泊場所も一緒だということもあり毎日
のように顔を合わせましたがいつも穏やかで退
職後の人生を奥様とロングステイをされて楽し
んでいらっしゃる姿は今でも目に焼きついてい
ます。LS に不慣れな自分には大変お手本にな
りました。南の会に入会して酒匂さんと出会え
たことは大きな喜びに感じております。
　会の理事長としてボランティア精神を発揮さ
れ会の運営にご苦労されている時期も酒匂さん
のスタンスはまったく変わりなく周囲の人に穏
やかで安心感を与えてくれるお人柄でした。
　お亡くなりになられ大変残念ではありますが
会の創立、発展に多大なる功績を残され多くの

会員方々から慕われていた酒匂さんに感謝を申
し上げ、そしてご冥福をお祈り申し上げます。
　

　本年２月５日夕刻元理事長酒匂さんがご逝去
されました。お亡くなりになったその夜いち早
くご連絡を頂きましたが、一瞬何かの間違いで
はないかと耳を疑いました。一週間前の手術が
成功し、回復へ向かったとお聞きしており、お
見舞いに伺おうとしていた矢先です。呆然とし
ながらも、直ぐに身近な会員の方へお知らせを
しましたが、その会話中、親しくかつ頼りにし
ていた方を失った喪失感に、涙が出てまいりま
した。
　あれから早２ヶ月弱過ぎましたが、薩摩訛り
で「酒匂でーす。」というあの独特のイントネ
ーションが、もはや聞けない寂しさと悲しさを
未だに感じております。
　「南の会」に入会以来、１１年以上の深く永
いお付き合いの酒匂さんは私にとって何でも相
談できる「師」であり、「先輩」であり、そし
て会の運営等に於いてはその発展の為に共にい
る「戦友」という存在でした。入会当初、フィ
リッピンの竹内会長（創立者）宅体験訪問の手
配を、当時事務局長であった酒匂さんにして頂
いたことがご縁でお付き合いが始まりました。

元理事長　酒匂景輝氏の逝去を悼む

　　　　　　訃　　報

相談役 元理事長 №２４　酒匂 景輝様 は病気療養中のところ２
月５日に逝去されました。享年７８歳。酒匂様は会の実質創設
者で、熱い情熱をもって会の発展に貢献され、　晩年はご夫妻で
チェンマイ滞在を楽しまれ訪問した会員に温かくお付き合いを
していただきました。
ご冥福をお祈り申し上げます。

合　掌　

酒匂さんの逝去を悼む
理事長　№ 732　馬場　章介

元理事長酒匂景輝大先輩を悼む
相談役　№ 163　宮嵜　哲郎
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　そのとき、酒匂さんから本当に懇切丁寧な対
応をして頂き、その好印象から「南の会」の入
会はベストの選択であったと確信。第二の人生
をこの会と共に歩もうと決心しました。
　寒さが嫌いな同氏は定年後、ハワイの土地
を購入されロングステイ（ＬＳ）を目指すな
ど、早い時期から暖かな「南国で暮らす」こ
とを夢見ておられました。あるとき、ラジオで
竹内会長と竹村健一氏とロングステイに関する
対談を偶然視聴していた事がきっかけで（会報
VOL46,50 号をご参照下さい）お仲間と会を立
ち上げられました。その当時、持ち前の誠実さ
とエンジニア出身の綿密、正確な頭脳と猛烈な
バイタリティで会計、総務、広報、会報発行を
ほとんどお一人でこなされていたようですが、
その能力と頑張りには驚きを禁じ得ません。
　「南の会」はその後順調に育ち、ＮＰＯ法人
として社会的認知を得て会員も大幅に増加しま
したが、酒匂さんは残念ながらその途中、重い
血液の病いに冒されました。しかし、それを克
服され、平成１６年２代目の理事長にご就任、
生活の殆どをお役目に費やし、会をより一層の
発展へと導き大変な貢献をされました。
　現在、「南の会」は数あるＬＳ団体のトップ
に位置する立派な会になりましたが、もしも酒
匂さんと創立者竹内会長との偶然の出会いのチ
ャンスが無く、且つ会の成立と発展への同氏の
必死の努力が無かったならば、「南国暮らしの
会」は存在しなかったでしょう。さらに、会員
の方々がそれぞれの滞在地でロングステイを現
在のようにエンジョイすることも出来なかった
でしょう。そういう見地から、酒匂さんは会に
とって最大の功労者であり貢献者でした。会員
の皆様には、今自分が楽しめるのはこうした先
人が存在したからこそだと言う事を是非知って
頂きたいと思います。
　省みれば、酒匂氏は会員の皆さんのお世話を
するだけで、ご本人が自分だけで楽しむ時間が
なく、会の創立から理事長役を終えるまで約
１０年間、短期のＬＳ地探しの旅はあったよう
ですが殆どお世話役ばかりでした。私が同氏か
ら理事長継承の打診を受けた時、自己犠牲と苦

労ばかりするこの役目だけは受けたくなかった
のですが、難しい健康問題を抱えた酒匂さんの
ご苦労に報い、僭越ながらご本人の楽しい「Ｌ
Ｓの夢」を実現させてあげなければとの強い思
いでお引き受け致しました。
　同氏には理事長退任後お亡くなりなるまで約
５年間弱の時間がありましたが、その間約３年
間は大変不都合な時間があり、晴れ晴れとした、
憂いの無い楽しい充実した時間を「愛するチェ
ンマイ」で過ごすことが出来たのは無情にもわ
ずか２年間という短い間でした。もう少し永く
楽しんで頂きたかった云う痛恨の思いで一杯で
す。
　「チェンマイ」という理想の地を見つけそこ
へ到達するまでには、ハワイ、ダバオ、ペナン、
ホアヒン、などを探し歩き、ついにチェンマイ
という最適地を見つけられました。その誠実で
徳のあるお人柄故に、多くの会員の方々に囲ま
れ、常宿のアマリリンカムホテルで酒匂さん流
「スローライフ」をエンジョイされました。特
筆すべきは、チェンマイで「ご夫婦の金婚式」「喜
寿」の為に多くの会員が集まりお祝いしたこと
です。このことは如何に皆さんに愛されていた
かの証左だと思います。このようなことは恐ら
く「南の会」においては今後二度と無いことで
しょう。
　生前、常々酒匂さんは「この会があったから
退職後も元気で生活ができたんだよ。」と言わ
れていたそうです。
　私はこの素晴しい方との出会いと、人生の後
半において身近なお付き合いできたことを大変
幸せに思うと共にこれこそが会のコンセプトで
ある「友達作り」の真髄ではないかと思います。
　今年の７月には酒匂さんがこよなく愛したピ
ン川への散骨とご供養のため、愛妻の愛子様が
チェンマイを訪ねられるそうです。お別れの日
に奥様が酒匂さんに贈られた「大きな夢を貫く
ことが出来て幸せな人生でしたね。」という哀
悼の言葉と共に、そこで安らかにお眠りなられ
んことを願い、ここに心からご冥福をお祈り申
し上げる次第です。

合掌　　　　　

14

☆天国で、いかにおわす酒匂様
この原稿を書いている只今は３月２０日。
元理事長・酒匂氏が永眠されたのは２月５日、
月日が経つのは速いもので、あれから早やひと
月以上経ちました。そんなこの時期、酒匂氏と
の出会い等もろもろの事が、走馬灯の如く思い
浮かんでまいります。

☆カリブ海クルーズで
去る２００３年１１月のこと「カリブ海クルー
ズ」がありました。主催のワールドステイクラ
ブからの呼びかけで、わが南の会からも大勢参
加しました。このクルーズ船に乗るには、各自
でアメリカはフロリダまで行く必要があり、日
本からユナイテッド航空を利用したわけです
が、そのユナイテッド航空のマイレージをうま
く貯める方法について、世話好きで研究好きの
酒匂氏が参加者に熱心に情報を流してくれたも
のです。クルーズ参加者の中には、酒匂夫妻を
筆頭に当時の木村ペナン支部長夫妻・鈴木チェ
ンマイ支部長夫妻など南の会の発展に携わった
そうそうたる方達がおり、みんな和気あいあい
で楽しく過ごしたものです。

☆名うてのおしどり夫婦
酒匂夫妻は無類の ‘ おしどり夫婦 ’ で、常に行
動はご一緒。　奥様は上品で和服姿がとてもお
似合い、ご主人の酒匂氏は奥様のその装いが大
変お気に召していたようで、いつもニコニコと

夫人に寄り添い、サポートしていたのが大変印
象的でした。

☆氏より支部長委嘱状を拝受
年明けて２００４年のこと、引退した前チェン
マイ支部長・鈴木氏の後を私伊澤が引き継ぐこ
とになり、４月１日付けで当時の理事長・酒匂
氏より委嘱状を拝受しました。以後数年間チェ
ンマイ支部長を務めさせて頂きましたが、その
間大過なく務めを果たす事が出来たのも氏のサ
ポートのお陰だと、今も深く感謝しているとこ
ろであります。

☆氏は無類のチェンマイ好き
知る人ぞ知るで、酒匂氏のチェンマイ好きは有
名で、毎年奥様を伴い訪チェすると、きまって
アマリリンカムホテルに投宿、２～３か月滞在
するのが常でした。氏はゴルフはやりませんで
したが探究心が強いお方だけあり足を使っての
情報集めにご熱心で、チェンマイの ‘ 医療情報 ’
や ‘ 食べ処紹介 ’ などは逸品だったと記憶して
います。‘ 食べ処 ’ の中でも最たる物は大衆的
なところで「ムラキ食堂」・高級な処では「カ
オマン カオファン」と言ったところでしょうか。

∴氏は去る２月５日に逝去されましたが、昨年
８月には大好きなチェンマイで「喜寿の祝い」
をしたことでもあり、悔いはないものと思いま
す。よって、今頃は「千の風」になってチェン
マイの空を喜々として飛び回っているのではな
いでしょうか。

故酒匂氏を偲んで
関西支部　№ 558　伊澤　豊



13

　そのとき、酒匂さんから本当に懇切丁寧な対
応をして頂き、その好印象から「南の会」の入
会はベストの選択であったと確信。第二の人生
をこの会と共に歩もうと決心しました。
　寒さが嫌いな同氏は定年後、ハワイの土地
を購入されロングステイ（ＬＳ）を目指すな
ど、早い時期から暖かな「南国で暮らす」こ
とを夢見ておられました。あるとき、ラジオで
竹内会長と竹村健一氏とロングステイに関する
対談を偶然視聴していた事がきっかけで（会報
VOL46,50 号をご参照下さい）お仲間と会を立
ち上げられました。その当時、持ち前の誠実さ
とエンジニア出身の綿密、正確な頭脳と猛烈な
バイタリティで会計、総務、広報、会報発行を
ほとんどお一人でこなされていたようですが、
その能力と頑張りには驚きを禁じ得ません。
　「南の会」はその後順調に育ち、ＮＰＯ法人
として社会的認知を得て会員も大幅に増加しま
したが、酒匂さんは残念ながらその途中、重い
血液の病いに冒されました。しかし、それを克
服され、平成１６年２代目の理事長にご就任、
生活の殆どをお役目に費やし、会をより一層の
発展へと導き大変な貢献をされました。
　現在、「南の会」は数あるＬＳ団体のトップ
に位置する立派な会になりましたが、もしも酒
匂さんと創立者竹内会長との偶然の出会いのチ
ャンスが無く、且つ会の成立と発展への同氏の
必死の努力が無かったならば、「南国暮らしの
会」は存在しなかったでしょう。さらに、会員
の方々がそれぞれの滞在地でロングステイを現
在のようにエンジョイすることも出来なかった
でしょう。そういう見地から、酒匂さんは会に
とって最大の功労者であり貢献者でした。会員
の皆様には、今自分が楽しめるのはこうした先
人が存在したからこそだと言う事を是非知って
頂きたいと思います。
　省みれば、酒匂氏は会員の皆さんのお世話を
するだけで、ご本人が自分だけで楽しむ時間が
なく、会の創立から理事長役を終えるまで約
１０年間、短期のＬＳ地探しの旅はあったよう
ですが殆どお世話役ばかりでした。私が同氏か
ら理事長継承の打診を受けた時、自己犠牲と苦

労ばかりするこの役目だけは受けたくなかった
のですが、難しい健康問題を抱えた酒匂さんの
ご苦労に報い、僭越ながらご本人の楽しい「Ｌ
Ｓの夢」を実現させてあげなければとの強い思
いでお引き受け致しました。
　同氏には理事長退任後お亡くなりなるまで約
５年間弱の時間がありましたが、その間約３年
間は大変不都合な時間があり、晴れ晴れとした、
憂いの無い楽しい充実した時間を「愛するチェ
ンマイ」で過ごすことが出来たのは無情にもわ
ずか２年間という短い間でした。もう少し永く
楽しんで頂きたかった云う痛恨の思いで一杯で
す。
　「チェンマイ」という理想の地を見つけそこ
へ到達するまでには、ハワイ、ダバオ、ペナン、
ホアヒン、などを探し歩き、ついにチェンマイ
という最適地を見つけられました。その誠実で
徳のあるお人柄故に、多くの会員の方々に囲ま
れ、常宿のアマリリンカムホテルで酒匂さん流
「スローライフ」をエンジョイされました。特
筆すべきは、チェンマイで「ご夫婦の金婚式」「喜
寿」の為に多くの会員が集まりお祝いしたこと
です。このことは如何に皆さんに愛されていた
かの証左だと思います。このようなことは恐ら
く「南の会」においては今後二度と無いことで
しょう。
　生前、常々酒匂さんは「この会があったから
退職後も元気で生活ができたんだよ。」と言わ
れていたそうです。
　私はこの素晴しい方との出会いと、人生の後
半において身近なお付き合いできたことを大変
幸せに思うと共にこれこそが会のコンセプトで
ある「友達作り」の真髄ではないかと思います。
　今年の７月には酒匂さんがこよなく愛したピ
ン川への散骨とご供養のため、愛妻の愛子様が
チェンマイを訪ねられるそうです。お別れの日
に奥様が酒匂さんに贈られた「大きな夢を貫く
ことが出来て幸せな人生でしたね。」という哀
悼の言葉と共に、そこで安らかにお眠りなられ
んことを願い、ここに心からご冥福をお祈り申
し上げる次第です。

合掌　　　　　

14

☆天国で、いかにおわす酒匂様
この原稿を書いている只今は３月２０日。
元理事長・酒匂氏が永眠されたのは２月５日、
月日が経つのは速いもので、あれから早やひと
月以上経ちました。そんなこの時期、酒匂氏と
の出会い等もろもろの事が、走馬灯の如く思い
浮かんでまいります。

☆カリブ海クルーズで
去る２００３年１１月のこと「カリブ海クルー
ズ」がありました。主催のワールドステイクラ
ブからの呼びかけで、わが南の会からも大勢参
加しました。このクルーズ船に乗るには、各自
でアメリカはフロリダまで行く必要があり、日
本からユナイテッド航空を利用したわけです
が、そのユナイテッド航空のマイレージをうま
く貯める方法について、世話好きで研究好きの
酒匂氏が参加者に熱心に情報を流してくれたも
のです。クルーズ参加者の中には、酒匂夫妻を
筆頭に当時の木村ペナン支部長夫妻・鈴木チェ
ンマイ支部長夫妻など南の会の発展に携わった
そうそうたる方達がおり、みんな和気あいあい
で楽しく過ごしたものです。

☆名うてのおしどり夫婦
酒匂夫妻は無類の ‘ おしどり夫婦 ’ で、常に行
動はご一緒。　奥様は上品で和服姿がとてもお
似合い、ご主人の酒匂氏は奥様のその装いが大
変お気に召していたようで、いつもニコニコと

夫人に寄り添い、サポートしていたのが大変印
象的でした。

☆氏より支部長委嘱状を拝受
年明けて２００４年のこと、引退した前チェン
マイ支部長・鈴木氏の後を私伊澤が引き継ぐこ
とになり、４月１日付けで当時の理事長・酒匂
氏より委嘱状を拝受しました。以後数年間チェ
ンマイ支部長を務めさせて頂きましたが、その
間大過なく務めを果たす事が出来たのも氏のサ
ポートのお陰だと、今も深く感謝しているとこ
ろであります。

☆氏は無類のチェンマイ好き
知る人ぞ知るで、酒匂氏のチェンマイ好きは有
名で、毎年奥様を伴い訪チェすると、きまって
アマリリンカムホテルに投宿、２～３か月滞在
するのが常でした。氏はゴルフはやりませんで
したが探究心が強いお方だけあり足を使っての
情報集めにご熱心で、チェンマイの ‘ 医療情報 ’
や ‘ 食べ処紹介 ’ などは逸品だったと記憶して
います。‘ 食べ処 ’ の中でも最たる物は大衆的
なところで「ムラキ食堂」・高級な処では「カ
オマン カオファン」と言ったところでしょうか。

∴氏は去る２月５日に逝去されましたが、昨年
８月には大好きなチェンマイで「喜寿の祝い」
をしたことでもあり、悔いはないものと思いま
す。よって、今頃は「千の風」になってチェン
マイの空を喜々として飛び回っているのではな
いでしょうか。
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関西支部　№ 558　伊澤　豊
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発見と刺激。非日常性 
松本 私はロングステイをしようと思ってはいなか
ったんですよ。まったく選択肢には無かったですね。
偶々、友人に誘われて付いて海外へ行ったことが、
そもそものきっかけです。 
ですから、最初は人の過ごし方を見よう見まねで始
めたんですね。始めてみると、それが凄く性に合っ
て面白くなり嵌まってしまって・・・ 
永島 僕の場合は、以前からアメリカン･ドリームと
言う考え方なんです。米国人は20歳代か30歳代に
起業し、発展させて大きな会社にして、40歳代半ば
には売払って、後は自分の好きなことをして過ごす
という夢があります。僕も仕事で米国社会と付き合
いが多かったので、彼等はサラリーマンをやってい
ても、それに近い夢・考え方を持っていると思うん
です。 
そういう考え方を見聞きしていて、自分も同じよう
な生き方が出来れば良いと思いました。只、残念な
がら夢を十分に実現できる資産は無いので、定年に
なったら自分の好きな生き方をするにはどうすれば
良いかを50歳代の頃から考えてきました。 
例えば、当時ロングステイでハワイとかスペインと
いう話もありましたし、そういう意味では定年にな
ってロングステイをして、自分のやりたかった自分
の生き方･生活の仕方をやってみたいという気持ち
が強かったですね。 
松本 私はチェンマイへ行くと、次はハワイ、ニュ
ージーランド、オーストラリア、マレーシア等へ行
くようになりました。何処でも大体一ヶ月位のステ
イですが、日本に居る時と違って、ロングステイは
言葉も文化も違うし、物価もそれぞれ違う、現地で
付き合う人達との交流を含めて発見ばかり。大変な
刺激で一ヶ月があっと言う間に過ぎていく感じです。
毎日の生活に変化がありボーッとしている間がない

ですね。 
橋本 ロングステイで何故、海外へ行くかというと
日本で生活するのとは違った非日常性と言うことが
先ず挙げられると思います。刺激的であったり好奇
心を満足させてくれたりとか。そして「冬場」ね！
日本に居ると冬は運動量が少なくなるでしょう。私
の所は山梨県だから春から秋は畑仕事など結構、身
体を動かしてやることがあるんです。処が冬になる
とコタツに入ってテレビを見るスタイルになってし
まうから、その時期にチェンマイに行けばゴルフな
どして一日に10ｋｍ近くは歩いている訳だから、一
年を通してよい健康状態を保てるということがロン
グステイの大きな理由ですね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋本氏 
 
永島 やっぱり暖かい所って違いますよね。気候的
に外に出やすい。日本で住んでいる時の人間関係の
しがらみがありません。それと金銭的に安いことで
外に出掛けることに何のこだわりもない。出掛ける
ことに躊躇もないので壁になりませんし、直ぐ行動
に移せるので余計なストレスがありません。 
橋本 ロングステイを楽しめる条件を挙げると、肉
親から自由になれるという条件が揃っていないとね。

 
 

 
 
 
 

 
 
 

ロングステイの魅力について

永島　和雄　（関東甲信越支部　No.1161）
松本　都志重　　　（関西支部　No. 754）
橋本　慧　　（関東甲信越支部　No. 465）
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親の面倒を看るとか色々なケースがあるから・・・、
それとやっぱり経済的な条件だろうね。私も過って
スペインのコスタデルソルとかハワイなど考えまし
たが、コスタデルソルといってもスペインがＥＵに
加盟してしまっていると滞在費の安さという魅力が
無くなってしまいました。もうとても我々の年金を
ベースにした経済レベルでは生活を楽しむことは難
しくなってしまいました。そうすると身近な東南ア
ジアにロングステイ先が絞られてきます。 
お金のことを気にしながら楽しむことは出来ません。
楽しむという事は余りお金のことを気にしなくても
大丈夫ということだからね。 
松本 全くそうですね。私の妻はアメリカやヨーロ
ッパに行くことが夢だったので私も妻の企画に乗っ
て出掛ることが多かったですね。妻は学生の頃から
英語を勉強していて、外国人と会話をして交流した
いということで、ロングステイは妻の方が積極的で
した。お陰でロングステイすることに慣れてきまし
た。最初の頃は関空に行くだけでおっくうだったの
が、今は隣の国にちょっと出掛けてくるという感じ
になりました。現地の人から声を掛けられ、徐々に
付き合いの輪が広がってコミュニケーションが取れ
るようになると、彼等が日本をどう見ているかなど
面白いですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永島氏 
 
チェンマイは経済的で気候が良い 
永島 ロングステイを実際にやってみると、ロング
ステイの定義って難しいですね。ロングステイと言
う言葉が使われるようになって 18 年経つそうです
が、南の会の会員の多くはロングステイでは無いと

思うんです。まあ、ミドルステイかな、適当にステ
イを楽しんでいる。僕も南の会的な考え方で二ヶ月
から三ヶ月位で、チェンマイで過ごしたりしていま
す。チェンマイは気候、治安、食事のほかに経済的
に安くて済むし、遊びでもゴルフ、テニス、卓球な
ども出来るので、此処に長く居て後は一ヶ月位で他
の所も行ければ良いと思っています。ツアー旅行に
も参加して世界のあちらこちらを楽しんでみたい。 
橋本 ロングステイへの行動を起したきっかけは多
種多様だと思うんです。例えば、現役の時代に仕事
上、海外勤務とか海外経験があった人もいるでしょ
う。退職したので暇になったのでインターネットを
やる時間が増えて面白い情報が目に付くようになる。
面白そうだということで、チャレンジしてみようと
した人も居るでしょう。ゴルフがとにかく飯より好
きだという人も居るでしょう。ロングステイをする
人が行動を起すきっかけは様々ですね。 
永島 定年になってから世界三大瀑布を見に行くよ
うな、ロングステイが目的ではなくて、自分がやり
たいけどやれなかったことをするというアメリカン
ドリーム的な考え方に共感し、60歳以降は自分の時
間があるのだからチャレンジしたいという気持ちが
あります。そして、海外旅行を経験するなかでロン
グステイをしてもっと楽しみたいと思うようになり
ました。 
橋本 海外でロングステイを楽しむ南の会の会員は
年々多くなっているけど、今居るチェンマイもロン
グステイを楽しませてくれる条件に恵まれています
ね。何よりライフコストである物価、交通手段、治
安、気候などが良い。自分達の趣味を経済的に楽し
める色々な方法があり、食生活も比較的無理なくタ
イ料理にも馴染めますね。日本食レストランがタイ
の人にも受け入れられて店の数も増えているし、タ
イ人のお客さんも多くなりました。 
また、近隣諸国へ行き易くて足場としては好条件が
あります。三大瀑布には遠いけど！代わりにアンコ
ールワット、ボロブドール、チャンパなど行くとこ
ろに事欠きません。 
永島 私もロングステイを初めて四年になり、今の
ところまあまあ目指していた生活が出来ているので
すが、お金があればハワイが良いなーと思っていま
す。「海がある」というのは大きな魅力の一つですよ
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ね！海があって暖かくて治安が良くて食べ物が美味
しくて、更にゴルフも楽しめる。しかし、高いのと
暑いので長期は無理かなと・・・ 
その点からするとチェンマイは満足できる度合いが
かなり高いと思っています。 
橋本 それと何よりチェンマイの良さは冬場の気候
だろうね。夏場も快適だけれど・・・永島さんが海
という言い方をしたけど、ここには海は無いけれど
快適な場所ですね。 
永島 今でも妻は国内のほうが良いと思っています。
妻は子供を育て地域社会に確固とした足場を築いて
いる。生活のバックボーンを持っているわけです。
親族や友達などの交流を楽しみながら生活すること
は何の痛痒も無いわけです。日本に住んでいるのが
安心で居心地が良いと思います。片や、我々サラリ
ーマン族は会社を定年退職して家に居るようになっ
ても居場所が無いんですね。地域社会との関わりも
無い！じっと家で逼塞しているよりも、それだった
らもっと違ったところで自分のやりたいことをやれ
るところに行った方が良い。そこに夫と妻の立場の
違いがありますね。 
日本に居ると行く場所が私には無いんです。スーパ
ーに行く位でゴルフは料金が高いので、多く行けて
も週に一回程度しか行けません。週一のゴルフでも
かなりお金が掛かります。そうそうは行けない、そ
うすると家から出る機会が凄く減りますよね。段々、
濡れ落ち葉になってします。 
松本 確かに、「何か趣味を！」といってもこれまで
やっていないことを無理にやっても楽しくないです
ね、長続きしません。 
永島 それよりもチェンマイでもハワイでも、どこ
か暖かい海外へ行った方が楽しい。何かやるにもそ
れほどお金も掛からない。 
日本に居ると結局飽きて来るのと何もしない生活を
過ごしてて良いのかと思う。ロングステイも一ヶ月
は良いけど二ヶ月過ぎると飽きが来るという習性が
私にはあります。三ヶ月経ったら、小旅行等でアク
セントを付けないと飽きてくる。これは何処でも同
じことだと思うけど、例えばチェンマイに居ても二
ヶ月位でペナンとかＫＬとか国外へ一週間位行って
来る。そういうのを入れていかないと飽きちゃうん
ですね。 

退職後の楽しみ方 
橋本 定年退職後の自分なりの楽しみ方で国内か海
外かの選択だけど、私は現役時代から60歳代は海外
で70歳代は国内という風にイメージしてきました。
処が 70 歳が目前に迫ってくる年齢になって、後 5
年位は延長しても大丈夫かと思うようになりました。 
永島 60歳代で海外、70歳代で国内温泉巡り、それ
が此処に来ているとお元気な方が多くて、そうでな
くなる。 
橋本 ソーソーソー 
永島 少し計画を変えなくちゃいけない。 
橋本 その通り！75 歳までは海外！まあ 75 歳過ぎ
たら国内に軸足を移そうかと・・・ 
考えてみると、我々は丁度良い時代に退職を迎えて
自由の身になったから、このように海外生活を楽し
めるのであって、これからの10年経ったらとか先を
考えると難しいね。 
松本 50 歳過ぎの現職に時間格差だと言われたけ
ど、格差社会の時間軸の問題で確かに恵まれた時代
に生活を楽しませて貰ってますね。 
橋本 円高と通貨の交換比率、その国の経済レベル
の違いによる物価の安さが大きいと思います。アジ
アの国の成長が高くなれば物価も上がります。それ
に引き換え日本は少子高齢化と借金でこの先の円の
実力は予測不可能ですが、我々が定年を迎えた時に
円が強く年金もそれなりに貰えるという環境はロン
グステイの大きな支援材料ですね。老後を迎えた時
に、偶々このような状況に恵まれていたことに感謝
しますね。又、この恵まれた環境を活かさないと・・・ 
永島 ロングステイで何をしたいのかを持っていな
いとロングステイ先に行って困ることになります。
ただ来てもどうしたらいいんでしょうと言うことに
なちゃう。ロングステイ先で自分が何をしたいか、
目的をはっきりさせて来ることは大事ですね。 
やりたいことは人によって様々ですから何でも良い
んです。ゴルフをやる人は多いですね！女性は卓球
をやる人が増えていますが、他のスポーツをする選
択肢も広がっています。 
橋本 皆それぞれの現職時代に自分の持ち時間をど
う使うかは、余り苦労なく過ごして来たことと思い
ます。それが定年になって仕事から解放され自由に
なった時に、多くの人が朝起きて何をしようかとい
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う現実に陥るじゃない！ 
永島 今日は会社へ行かなくて良い！明日も行かな
くて良い！ 
橋本 そういう日々の連続が精神衛生上、まことに
宜しくない！それが海外へ来ていると、新しい視界
の中で気持ちをリセットして挑戦しようかというも
のが見つかるかもしれない。そのことは国内でも一
緒ではあるけれど、リセットのしやすさは海外の方
がしやすいと思う。 
私が退職した時に11人いた仲間のうち、私だけが再
就職しなかった。明日から自由です。処が他の 10
人の多くは自由になって何をして良いか分からない
から再就職するんです。これが再就職を選択する理
由の多いパターンですね。 
松本 趣味など何か目的を持っているのでないと、
退職後の生活がイメージ出来ないでしょうね。 
橋本 後輩から退職が近くなると相談されることが
あります。「先輩！辞めた後、どうしたら良いか？」
と言われる。「朝起きて、新聞読み終わったら何しよ
うかなという日々の連続は辛いよ！」と言う。アク
ティブに動ける人には色々とアドバイスするが、そ
うでない人には再就職を勧めますね。自分で何かを
切り拓こうという人は相談なんかに来ない。 
永島 働くのはなかなか大変だよね。身体は元気だ
けれど、3 歩も歩くと何をするか忘れる。段々、年
齢を感じることが多くなるけど、身体が元気なら未
だ出来ることもある。 
松本 私はＤＩＹが好きで創りたい物はあるんだけ
れど寒いのが苦手！だから、布団から出られないと
いうのは辛いね！ロングステイと言う場を与えられ
て喜んでいます。次は、花粉の時期に入って来ると、
毎年チェンマイの次はマレーシア、ハワイに逃げる
というパターンで過ごしています。自分はそれほど
何しようかと困る方ではないですね。 
だから、むしろ自分はボーッとしていたい方なんで
す。変な話なんですが、明日がゴルフだなーと思う
としんどいですよ。明日、ゴルフが無いとほっとす
る時が多かったですね。 
予定が無いというと前の晩のんびりしますね。 
永島 何か予定が無いと予定を作りたくなる。予定
が詰まっていないと寂しい。スケジュールが無いと
不安な人も多いですけど・・・ 

松本 家の妻はそれですね！何かと急き立てる。じ
っとしていると何かさせようとする。どうぞ自由に
させて下さい。 
チェンマイに来ている人も朝から晩まで動いていな
いと楽しめないと思うとしんどいと思いますね。欧
米人のようにプールサイドで日光浴しながら、本を
読んだり、昼寝をしたりは日本人には向かないかも
しれませんが、何よりも暖かいのが良いですね、人
生の至福ですね。 
橋本 ロングステイを始めて２・３年と、ある程度
経験を積んでくると腰の落ち着け方も時間の過ごし
方も変わってきます。 
永島 のんびり出来るというのは貴重なんですね。
家の中でコタツに入ってのんびりするのじゃなくて、
それこそプールサイドでのんびり出来るとか、公園
の暖かい所でのんびり出来るのは良いですね。 
橋本 年中！ 
永島 朝から晩まで自由ですから・・・。息子とか
家族からうじゃうじゃ言われることも無いし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松本氏 
 
女性も家事から解放 
橋本 主婦は日常の買い物、三度三度の食事の用意、
家の掃除など一日の仕事が沢山ありますが、ロング
ステイで此処に来ると食事を作ってもそんなに時間
は掛からないし、キッチンも小さいから歩く距離も
２･３歩で済む。妻を見ているとこんなに読書好きだ
ったかと思う位、本を読めるわけ。これは女性にと
っても大きなメリットだね。 
永島 コンドミニアムは狭いし、庭も無いし、余計
な雑用がありませんね。 
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外食が安くて自炊するより安上がりになりますし、
そういう点から女性は助かりますね。 
松本 女性から見ても家事労働から解放されるとい
うのもロングステイの大きな魅力じゃないですか。
特に、タイなどは外食が盛んな所ですから、その点
でも良い所ですね。 
ハワイやオーストラリアなどは外食費が高いので、
ロングステイで外食はしんどいでしょうね。 
橋本 食生活から考えると安くて美味いと言えると
思います。更に、タイの場合は治安の面でも良いけ
れど気質、これが特にチェンマイでは凄く良いと思
うね。周辺国の中では「こすからい」「付きまとわれ
る」など煩わしいことがある。そういうことがチェ
ンマイでは無い。そのような点でメンタリティが
我々に凄く合うという気がします。 
永島 やっぱり柔らかい、のんびりしてる。周辺国
の中で貧しい人が住んでいる所などに行くと見るか
らに怖いですね。顔つきが、そういう点からもタイ
は安全で暮らしやすいと感じます。 
橋本 確かに、タイは犬からして穏やかだね！ 
永島 偶に怖いのもいるけど・・・（笑） 
橋本 ゴルフをしててハーフを回ると、バナナや菓
子等をどうぞ何てくれる国は無いと思うよ！ 
永島 バナナとお菓子は此処だけじゃないですか。
他は無いですね。 
橋本 人間との関わりの中で嫌な思いをすることは
本当に無いね。 
永島 嫌なことは日本人社会とは有ってもタイ人と
の間では聞きませんね。マイペンライで済まされて
しまうことはあるけど・・・（笑） 
ロングステイヤーは変人？ 
処で、ロングステイをしてみようと思って出掛けて
行くのは一つの大きな決断ですね。 
それと自分の周りの状況が整わないと出れないと思
うんですよ。 
ただ出掛ける人って、どこか「変わってる！」（爆笑）。
何時も言うんですけど、やっぱりある種の壁を越え
ないと中々出来ないですよ。勿論、親･兄弟･子供等
のしがらみもクリアしなければ出掛けられません。 
そういうのが無くても一つの山を越えるのは大変だ
と思います。先程の話で海外駐在･経験されていた人
は、そんなに壁は無いと思いますが、そうでない人

はやっぱり大変だと思います。 
松本 ご近所も変人やと思ってますね。これ程、海
外暮らしがテレビなどで放映されているにも関わら
ず、海外で生活したい人は変わってる人と見ている
風です。近所の人の雰囲気からそう感じます。知ら
ない人から声を掛けられることも多いです。「何で知
っとんや、どうして？」と聞くと「車にカバーかけ
られていますから。今度は何時ですか？」何か変人
を見る目で見ているような感じはあります。まだま
だ変わった人じゃないですか。 
永島 海外ツアー旅行に行くのは普通で、其処を超
えると変人ですよ。何で其処までして行きたいの！ 
松本 「何でそこまでして！」と言う感覚ですね。 
橋本 南の会は首都圏の会員が多いけど、山梨から
は私一人でしょう。これは変わっていると言う形容
は仕方ないね。謹んで甘受します！ 
永島 ロングステイされている方でも奥さんが来ら
れない方が沢山いるじゃないですか。ヨーロッパや
アメリカなど文化程度が高い国なら行くけれど東南
アジアは嫌いだと・・・ 
松本 それは実際ありますね。偏見ですかね。 
橋本 そこで生活をしたり生活もどきをすると、多
分、アメリカやヨーロッパの方が生活していくプレ
ッシャーが多いと思うよ。むしろチェンマイの方が
ストレス無く楽に生活出来るのじゃないかな。 
永島 生活するなら欧米で生活してみたいというの
は当然ありますね。それに引き換え東南アジアは「何
で暑い汚らしい所に私が行かなければいけない
の？」これはちょっと言い過ぎにしても、東南アジ
アに行ってみたいという夢が有る人は少ないか
も・・・ 
松本 私は特別な人は除いて、チェンマイでロング
ステイをしている人は、経済的な条件は同じような
レベルだと思います。そして、この風土、生活に憧
れて来た人達だと思います。自分が過ごしたいよう
に過ごせば良いと思います。但し、タイの人に迷惑
掛けること無く、又、日本人の矜持を持って欲しい
ですね。 
これからのロングステイ 
橋本 折角、日本を離れてロングステイを楽しんで
いるのですから、近隣諸国への小旅行も良いよね。
私はアンコールワットへ汽車で行きましたが・・・ 
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永島 汽車で行ったんですか？ 
橋本 バンコクからカンボジアとの国境の町アラン
ヤプラティットまで、汽車に乗って行きました。初
めてチェンマイに来た時は一週間後にマレー鉄道に
乗ろうということで、バンコクからマレーシアのイ
ポーまで行きました。このような旅行もロングステ
イを始めて２･３年だったと思います。今なら面倒く
さい！（笑） 
永島 飛行機で行った方が早い！ 
橋本 私はツアーで行くのは好きでないので、やっ
ぱりホテルをネットで予約しバウチャーをプリント
アウトして持って行く、これが遥かに経済的で且つ
旅の面白さがあります。 
松本 まあ、そのエネルギー、行ってみよう、行っ
てやろう、気合が何時まで続くか。私も70歳を超え
て、段々にパワーが落ちてきました。果たして、汽
車でイポーまでいけるかしら、気力があるか？ 
橋本 否！、松本さん75才までを目標に頑張りまし
ょう！ 
永島 先輩方を見ていると本当に体調が悪くなるま
では、ロングステイしながら色々な楽しみを実践出
来ると思います。チェンマイは気候的にも身体に優
しいし、医療機関も揃っていますから安心して過ご
せますね。 
そういう意味では年齢制限というのは無いのかな。
自分が何処かで決めてソロソロ良いかなと思うとき
がロングステイ卒業の年齢なのかという気がします。 
松本 人から言われるものでは無いので、自分で決
めたら宜しい。 
橋本 自分で区切りを付けることですね。 
永島 後は、何歳になるまでに何をするかを決め、
生活する過程で諸条件を考えながら自己責任で修正
し、先延ばしするだけの話ですね。 
その場合、余りロングステイを先延ばしすると、国
内での温泉巡りをする時間が無くなることが問題か
も・・・ 
松本 ロングステイも楽しみながら、国内旅行を楽
しんでいる人も多くおりますね。冬はチェンマイ、
ペナン、セブなどにロングステイ。夏はキャンピン
グカーで温泉巡りしながら、北海道から南下し、九 
 
 

州・沖縄までなど、楽しみ方は多様で人それぞれの
楽しみ方があって良いと思います。 
北海道では短期滞在者向けの賃貸住宅の斡旋を利用
した体験談が会報にも載ってました。 
橋本 各支部の会員が国内でも旅行等を通じて交流
があるのも南の会の良さですね。私は庭が雑草に埋
もれてしまうので近くしか行けませんけど・・・ 
松本 家を売って駅近くのマンションを買って残っ
たお金でロングステイを楽しむ人もいます。徐々に、
身辺整理をしながらというのもこれから増えるので
しょうか。 
永島 南の会は利用価値があると言うと語弊があり
ますが、南の会は良い会ですよね！ 
ハワイに行っても、ＫＬ・ペナン・セブなどへ行っ
ても、支部でお世話してくれる。何はともあれロン
グステイの導入部はそれほど難しくなく入れる。こ
れが全く無いと仮定した場合、自分でやるのは大変
です。 
南の会は面倒見が良いから、何かと相談に乗ってく
れる人がいる。これだけ面倒見の良い会は他にあり
ませんね。 
橋本 この会が発足した時の助走段階で運営･音頭
を取って作り上げてくれた人達が上手く立ち上げて
くれたからです。新会員が各支部のサロン会に参加
しても、直ぐに旧知の間柄のように溶け込めるのは、
南の会の先輩諸氏の人柄だと思います。 
松本 私はその人達への感謝の気持ちが大切だと思
うのです。そのお礼・お返しを忘れてはいけないと
思います。 
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外食が安くて自炊するより安上がりになりますし、
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日本人男性の平均寿命は８０歳（79.59 歳を四
捨五入）です。６０歳の男性の余命は８０歳－６０
歳＝２０歳になるでしょうか？ 
 
平均寿命は、生まれたばかりの子供が何もな

ければ、ここまで生きられたであろうと予測さ
れた年月のことです。 
戦後、平均寿命は延び続けて世界に冠たる長

寿国になっています。 
 
◎男性が５年刻みに平均寿命が延びたデータ 

平均寿命の推移表 
年 号 男 女 

昭和 23 年  55.60 歳  59 .40 歳  
昭和 26 年  60.80 歳  64 .90 歳  
昭和 34 年  65.21 歳  69 .88 歳  
昭和 46 年  70.17 歳  75 .58 歳  
昭和 61 年  75.23 歳  80 .93 歳  
平成 21 年  79.59 歳  86 .44 歳  

 
上記のデータから、昭和２３年から３年で平

均寿命が５年伸びています。その後は平均寿命
が５年延びるのには８年、１２年、１５年、２３年
かけて延び続け、今は８０歳です。急速に進む
高齢化社会が裏づけられます。 
私たちは定年後の人生を過ごす時間が沢山あ

るということになります。 
 
平均余命とは、「ある年齢の人があと何年生き

られるか」で、厚生労働省が毎年「簡易生命表」
としてデータを公表しています。簡易生命表に
よりますと、６０歳の人の平均余命は男性２３歳、
女性２８歳です。 
最初の問いの答えは２３歳が正解となります。

つまり、平均寿命から計算した２０年よりも３
年長生きできそうだということです。 
 

◎平均余命表です。 

年 齢 
男 女 

平均余命 
年 数 

平均余命 
年 数 

60 歳  23 年  28 年  
61 歳  22 年  28 年  
62 歳  21 年  27 年  
63 歳  20 年  26 年  
64 歳  20 年  25 年  
65 歳  19 年  24 年  
66 歳  18 年  23 年  
67 歳  17 年  22 年  
68 歳  17 年  21 年  
69 歳  16 年  20 年  
70 歳  15 年  20 年  
71 歳  14 年  19 年  
72 歳  14 年  18 年  
73 歳  13 年  17 年  
74 歳  12 年  16 年  
75 歳  12 年  15 年  

「第 21 回生命表」 
 
更に、健康で生活できる残りの年数のことを

「健康余命」と言います。自立した状態で健康
に暮らせる期間を示す指標です。このことから、
一人ひとりが自分の健康を自分で守るノウハウ
を身に付けることが必要になります。運動や食
事を含めた生活の中で、そのノウハウを活かし
習慣化することです。その意味では、精神的に
も肉体的にも良い刺激となるようなロングステ
イは素晴らしいことです。 
世界保健機関（ＷＨＯ）が発表した２０１０年

版「世界保健統計」には、２００８年時点の日本
人の健康余命は７６歳で単独一位でした。 
１００歳以上の長生きの人は昭和３８年に１５
３人でした。昭和５６年に１０７２人と４桁にな
り、平成１０年に１０,１５８人と５桁になりまし
た。そして平成２２年に４４,４４９人となり、そ
の内訳は女性が８６.８％を占めています。 
 

 
データから見た長～い人生 

会報部会 
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① なぜ　チェンマイ
　私の場合海外ステイの最大の目的は避寒であ
る。一つ歳をとるごとに日本の冬の寒さと乾燥
のダメージが大きくなってきていると感じてい
る。贅沢は言わない、どこか暖かい所に逃げ出
したい。毎年冬が近くなると悩ましい日々であ
る。「南の会」入会の動機もこれにつきる。
　その南の会から聞こえてくる情報は「チェン
マイは日中は暑いけれど朝夕は涼しい」、「食べ
物は旨い」、「住居費はハワイの半分以下で十分」、
それに「南の会のメンバーが大勢滞在していて
安心、しかもゴルフも一緒にやってくれる」だ
という。
　数年前ペナンで一人４０日間のステイをした
が、最初の経験でもあり情報不足もありで、わ
びしく孤独な毎日であった。今回はそんなこと
もなく過ごせそうな期待も持てた。ただ予想し
たとおり妻には最初反対されたが、関東甲信越
のサロン会で数名のご夫婦の滞在経験を聞くこ
とができたおかげで最終的には同意し、２人で
出発することになった。

②　チェンマイでやったこと
＊　ソンテウに乗る
　チェンマイ到着後３日間はアマリホテルであ
った。セントラル近辺に出るのに自分の脚で行
くのはちょっと遠い。まして妻は左足の膝の調
子が良くないので、あのデコボコの歩道を歩く
のは無理である。
　ソンテウを利用するしかない。しかし、これ
まであの赤いトラックを改造した変な乗り物が
街中を走り回っているのは知っていたが、自分
で実際に乗ったことは無い。料金の交渉？言葉
も運賃の相場も分からないのにどうやって？不
安があったが利用しないわけにはいかない。そ

　

こで自分ひとりでセンタンからアマリホテルま
で試してみた。指を２本立てて『アマリリンカ
ムホテルＯＫ？』とやったら、ドライバーのお
兄さんがにっこり肯いて「乗れ乗れ」とあごで
合図をする。もうちょっとあれこれ交渉ごとを
するのかな？と思っていたがほとんど何事も無
く、荷台の座席に座ってたった３～４分でホテ
ル横に着いてしまった。『案ずるより生むは易し』
だなやっぱりと納得、これ以降は何処へ行くに
もソンテウは無くてはならない大事な足になっ
てくれた。
　自分なりに気付いた乗り方のコツは、下手に
料金の交渉をしないこと、お釣りをもらわなく
て済むように小額のバーツを用意しておくこと、
ちょっと込み入った場所まで行ってほしいとき
には＋１０バーツでたいていＯＫだというこ
と、年配のドライバーより若いドライバーの方
が少々の無理は聞いてくれるということなどで
ある。利用し始めてから２週間もたった頃には、
自分から助手席を指してＯＫ？とやって乗り込
んでいたから、ずいぶん図々しくなったもので
ある。
＊　パスタにはまる
　チェンマイに来て２週間たち、妻は帰国して
いった。それからの２週間は気ままな一人暮ら
しとは言いながらまず食べなくてはならない。
自分は元来一人で外食するのは好きではない。
センターの近辺にはいくらでも食べるところは
あるのだが、いまひとつ言葉が通じないので、
本当に自分が食べたいものにありつけないもど
かしさもある。そんなこんなで、自炊に挑戦し
てみた。妻が帰国前に教育？してくれたおかげ
で調理器具などの扱いも大体分かっていた。と
いってもＩＨの卓上レンジと大きなフライパン、
小鍋、電子レンジ、トースター、冷蔵庫ぐらい
である。まず手始めに自宅でも手伝ったことが
あるパスタを作ってみることにした。肝心のソ
ースはセンターのｔｏｐｓにある１パックで

パスタ　デ　ソンテウ
関東甲信越支部　№ 1418　川原　千里

初めてのロングステイ
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日本人男性の平均寿命は８０歳（79.59 歳を四
捨五入）です。６０歳の男性の余命は８０歳－６０
歳＝２０歳になるでしょうか？ 
 
平均寿命は、生まれたばかりの子供が何もな

ければ、ここまで生きられたであろうと予測さ
れた年月のことです。 
戦後、平均寿命は延び続けて世界に冠たる長

寿国になっています。 
 
◎男性が５年刻みに平均寿命が延びたデータ 

平均寿命の推移表 
年 号 男 女 

昭和 23 年  55.60 歳  59 .40 歳  
昭和 26 年  60.80 歳  64 .90 歳  
昭和 34 年  65.21 歳  69 .88 歳  
昭和 46 年  70.17 歳  75 .58 歳  
昭和 61 年  75.23 歳  80 .93 歳  
平成 21 年  79.59 歳  86 .44 歳  

 
上記のデータから、昭和２３年から３年で平

均寿命が５年伸びています。その後は平均寿命
が５年延びるのには８年、１２年、１５年、２３年
かけて延び続け、今は８０歳です。急速に進む
高齢化社会が裏づけられます。 
私たちは定年後の人生を過ごす時間が沢山あ

るということになります。 
 
平均余命とは、「ある年齢の人があと何年生き

られるか」で、厚生労働省が毎年「簡易生命表」
としてデータを公表しています。簡易生命表に
よりますと、６０歳の人の平均余命は男性２３歳、
女性２８歳です。 
最初の問いの答えは２３歳が正解となります。

つまり、平均寿命から計算した２０年よりも３
年長生きできそうだということです。 
 

◎平均余命表です。 

年 齢 
男 女 

平均余命 
年 数 

平均余命 
年 数 

60 歳  23 年  28 年  
61 歳  22 年  28 年  
62 歳  21 年  27 年  
63 歳  20 年  26 年  
64 歳  20 年  25 年  
65 歳  19 年  24 年  
66 歳  18 年  23 年  
67 歳  17 年  22 年  
68 歳  17 年  21 年  
69 歳  16 年  20 年  
70 歳  15 年  20 年  
71 歳  14 年  19 年  
72 歳  14 年  18 年  
73 歳  13 年  17 年  
74 歳  12 年  16 年  
75 歳  12 年  15 年  

「第 21 回生命表」 
 
更に、健康で生活できる残りの年数のことを

「健康余命」と言います。自立した状態で健康
に暮らせる期間を示す指標です。このことから、
一人ひとりが自分の健康を自分で守るノウハウ
を身に付けることが必要になります。運動や食
事を含めた生活の中で、そのノウハウを活かし
習慣化することです。その意味では、精神的に
も肉体的にも良い刺激となるようなロングステ
イは素晴らしいことです。 
世界保健機関（ＷＨＯ）が発表した２０１０年

版「世界保健統計」には、２００８年時点の日本
人の健康余命は７６歳で単独一位でした。 
１００歳以上の長生きの人は昭和３８年に１５
３人でした。昭和５６年に１０７２人と４桁にな
り、平成１０年に１０,１５８人と５桁になりまし
た。そして平成２２年に４４,４４９人となり、そ
の内訳は女性が８６.８％を占めています。 
 

 
データから見た長～い人生 

会報部会 
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① なぜ　チェンマイ
　私の場合海外ステイの最大の目的は避寒であ
る。一つ歳をとるごとに日本の冬の寒さと乾燥
のダメージが大きくなってきていると感じてい
る。贅沢は言わない、どこか暖かい所に逃げ出
したい。毎年冬が近くなると悩ましい日々であ
る。「南の会」入会の動機もこれにつきる。
　その南の会から聞こえてくる情報は「チェン
マイは日中は暑いけれど朝夕は涼しい」、「食べ
物は旨い」、「住居費はハワイの半分以下で十分」、
それに「南の会のメンバーが大勢滞在していて
安心、しかもゴルフも一緒にやってくれる」だ
という。
　数年前ペナンで一人４０日間のステイをした
が、最初の経験でもあり情報不足もありで、わ
びしく孤独な毎日であった。今回はそんなこと
もなく過ごせそうな期待も持てた。ただ予想し
たとおり妻には最初反対されたが、関東甲信越
のサロン会で数名のご夫婦の滞在経験を聞くこ
とができたおかげで最終的には同意し、２人で
出発することになった。

②　チェンマイでやったこと
＊　ソンテウに乗る
　チェンマイ到着後３日間はアマリホテルであ
った。セントラル近辺に出るのに自分の脚で行
くのはちょっと遠い。まして妻は左足の膝の調
子が良くないので、あのデコボコの歩道を歩く
のは無理である。
　ソンテウを利用するしかない。しかし、これ
まであの赤いトラックを改造した変な乗り物が
街中を走り回っているのは知っていたが、自分
で実際に乗ったことは無い。料金の交渉？言葉
も運賃の相場も分からないのにどうやって？不
安があったが利用しないわけにはいかない。そ

　

こで自分ひとりでセンタンからアマリホテルま
で試してみた。指を２本立てて『アマリリンカ
ムホテルＯＫ？』とやったら、ドライバーのお
兄さんがにっこり肯いて「乗れ乗れ」とあごで
合図をする。もうちょっとあれこれ交渉ごとを
するのかな？と思っていたがほとんど何事も無
く、荷台の座席に座ってたった３～４分でホテ
ル横に着いてしまった。『案ずるより生むは易し』
だなやっぱりと納得、これ以降は何処へ行くに
もソンテウは無くてはならない大事な足になっ
てくれた。
　自分なりに気付いた乗り方のコツは、下手に
料金の交渉をしないこと、お釣りをもらわなく
て済むように小額のバーツを用意しておくこと、
ちょっと込み入った場所まで行ってほしいとき
には＋１０バーツでたいていＯＫだというこ
と、年配のドライバーより若いドライバーの方
が少々の無理は聞いてくれるということなどで
ある。利用し始めてから２週間もたった頃には、
自分から助手席を指してＯＫ？とやって乗り込
んでいたから、ずいぶん図々しくなったもので
ある。
＊　パスタにはまる
　チェンマイに来て２週間たち、妻は帰国して
いった。それからの２週間は気ままな一人暮ら
しとは言いながらまず食べなくてはならない。
自分は元来一人で外食するのは好きではない。
センターの近辺にはいくらでも食べるところは
あるのだが、いまひとつ言葉が通じないので、
本当に自分が食べたいものにありつけないもど
かしさもある。そんなこんなで、自炊に挑戦し
てみた。妻が帰国前に教育？してくれたおかげ
で調理器具などの扱いも大体分かっていた。と
いってもＩＨの卓上レンジと大きなフライパン、
小鍋、電子レンジ、トースター、冷蔵庫ぐらい
である。まず手始めに自宅でも手伝ったことが
あるパスタを作ってみることにした。肝心のソ
ースはセンターのｔｏｐｓにある１パックで

パスタ　デ　ソンテウ
関東甲信越支部　№ 1418　川原　千里

初めてのロングステイ
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院は立派だよ、というお話を伺っていた。また
サロン会で知り合ったＩさんが、今回訪チェ翌
日怪我をしてラーム病院で手術を受け、経過は
良好だというお話を聞いた。ラーム病院は私が
借りているナコンピンコンドの近くである。2
月１２日に、後学のためにそのラーム病院を見
学しに行った。青木さんという日本人のスタッ
フの女性も勤務されているという、もしかした
ら少しぐらい話ができるかもしれない位の軽い
ノリである。
　ところが、フロントで案内を頼んだ瞬間から、
完全に患者扱いになってしまい、最終的には内
科の診察を受けるところまで、あれよあれよと
いう間に事態が進んでしまったのである。結局
背中のおできを診てもらい、薬まで処方しても
らった。出かけるときに念のために海外旅行保
険の証書とパスポートのコピーを持参したのも
結果的に役に立ち、支払いについての保険の適
用まで一連の経験をすることができた。
　病院を出るとき、「おかげさまで貴重な経験が
できました」とお礼を言ったら、「あんまり経験
したくないことですよね」と言われてしまった。

③ ステイを終えて
　わずか１ヶ月足らずのステイであったが、私
にとって今回のチェンマイは出発から帰国まで
いろいろなことが次々にあって、楽しくも刺激
的な日々であった。妻も旅行前に膝を故障した
ため、車椅子で空港内を押して貰いリフトで飛
行機の横腹から搭乗するなどという経験をさせ
てもらった。住居も３つのホテル、１つのコン
ドを移り住んだ。２人でステイ中の話がつきな
いこの頃である。
　帰国してからパスタを作ったが、残念ながら
ｔ oｐｓの惣菜に匹敵するソースが手に入らな
いので、満足できる『パスタ　デ　ソンテウ』
を家族に披露するに至っていない。　

３９バーツの出来上がり惣菜である。全部使う
と一人分には多すぎるので今日は半分だけ、残
りは明日の分である。そのソースにオリーブオ
イルで炒めたオニオンとミニトマトを加えると、
これが予想外に旨い。スパイスがもともと効い
ているので、大人の味である。翌日残りの半分
には、安い赤ワインを買ってきて加え、さらに
味付けを工夫した。それからというもの夕食は
パスタ、パスタの毎日である。何しろ惣菜パッ
クは４種類もある。1食で半分しか使わないか
らほぼ連日のパスタとなってしまったわけであ
る。このパスタ、私の滞在を支えてくれる必須
のものとなったことから『パスタ　デ　ソンテ
ウ』と呼ぶことにした。
＊　ゴルフのこと
　南の会のみなさんとランナーＧＣで 4回、ロ
イヤルＣで1回、スタードームで2回プレーした。
妻が帰国してから２週間の間のことだから日本
では考えられない回数である。
　スタードームにはこれ以外に 2回練習に行っ
た。リーズナブルということもあるし、近いと
いうこともあるし、他にすることもないからと
言ってもいいかもしれないが、とにかくゴルフ
好きには天国と言っていいだろう。スタードー
ムで韓国人の 3人連れとプレーすることがあっ
たが終始賑やかで楽しく、しかもすこぶる上手
な人たちだった。
　それにつけても南の会でゴルフの世話をして
くださる方々には感謝したい。予約、送迎組み
合わせ等々本当によくシステム化されていて無
理が無く、無駄が無いのに感心した。
「実は大変苦労しているんだ」とのお話も伺った
が、私のような初心者・ビジターにはたいへん
ありがたい。世話人の方、メンバーの方々には
申し訳ないけれど、どうか少しでも長く今のよ
うなシステムが続いてほしい。
＊　初めて病院に行ったこと
　サロン会でＫさんからチェンマイのラーム病
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　「何故チェンマイなの？」日本にいる時はよく
こう聞かれた。それがチェンマイへ来ると、「ゴ
ルフをしないのにチェンマイに来て一体毎日ど
うやって過ごすの？」と会員仲間からたびたび
聞かれた。
　今朝は滞在型旅行ならではの、ゆっくりとし
た時間を過ごそうと思い、ホテルのベッドに寝
転んで「今、何故こうしてチェンマイにいるのか」
改めて考えてみた。
　日本の冬の寒さは、脚・腰に神経痛をかかえ
る我が身にはピリピリとこたえるようになった。
そのうえ我が家では老々介護がまもなく問題に
なってくる。肉体的にも経済的にも負担がのし
かかってくる。日本の財政悪化がそれに輪をか
けるだろう。日本国の借金の膨張は将来急激な
円安を招くかもしれない。一方で、近所付き合
いが疎遠になり、人間関係がギスギスしてきた。
そんなことからこの先日本だけで暮らし続ける
ことへの漠然とした不安を感じるようになって
きていた。
　それらの不安を解消する手段の一つが、年中
暖かくて、物価が安く、国民が優しくて治安が
良い国、日本人滞在者が多くて、安心して医療
が受けられる国（実際に、のどを痛めたとき日
本人スタッフが３人もいるチェンマイ・ラム病
院で治療を受けた）、野菜・果実が豊富で料理の
おいしい国、で暮らすことだと考えるようにな
り、探した結果がタイのチェンマイだった。
　幸い今は円高だ。そのうえタイの物価は今の
ところ日本に比べると非常に安い。しかしタイ
の物価は毎年上がり続けていて、日本との差は
縮小しつつある。だから今がチャンスなのだ。
チェンマイなら外国人滞在者にも人気があり、
日本人滞在者も多い。それでチェンマイに会員
の多い南の会に入会した。仲間がおれば異国に
滞在するにしても心強い。
　チェンマイに出発する直前のうまいタイミン
グで南の会においてパソコン講習会があり、海
外生活におけるパソコンの活用法を教えていた

だいた。ロングステイ用にとモバイル・パソコ
ンを新たに購入してチェンマイに持って行った。
チェンマイでの情報収集、仲間との連絡、日本
の家族との連絡と大変重宝した。
　チェンマイに着いた翌日、チェンマイ滞在経
験のある会員の方が、これからのチェンマイ生
活を快適に過ごせるようにと、いろいろと案内
してくれた。交換レートの有利な両替屋（１か
月滞在するとなるとこの交換レートの差は大き
い）、銀行口座の開設とATMカードの作成（タ
イでは外国人旅行者は銀行口座を開設できなく
なったと聞いていたので驚き）、ＡＴＭはチェン
マイのいたるところにあるので大金を持ち歩く
ことの不安が解消された。通信費が格安な携帯
電話の購入（仲間との連絡や日本へかける場合、
ドコモの携帯の１０分の１の費用で済むとは驚
き。おかげでドコモから海外通話用にとレンタ
ルした携帯電話は不要となった）、ソンテウの利
用の仕方（１０人ぐらい乗れる乗合型タクシー
とでも言えばいいのか、市内を移動するのにこ
れほど安くて便利なものはない、ほとんどのと
ころが６０円で行く事ができた）、安くて安心な
マッサージ店（２時間チップ込みで９００円）
とフードセンター（一品９０円から１００円）、
日本人の溜り場の食堂（情報交換の場としても
活用できる。ソーメンがとてもおいしかった）
等次々に案内してくれ、以後のチェンマイ生活
がどれだけ快適になったか計り知れない。　
　チェンマイへ長期滞在に来る人の多くはゴル
フが目的であると、南の会に入会したときから
分かっていたが、実際にチェンマイにやってき
て、何度か誘ってもらった食事会の席で、「今日
で１週間連続ゴルフをした」とかが当たり前の
ように話されるには改めて驚いた。皆さん６０
歳を超えておられるのにゴルフ三昧ができる体
力がすごい。
　ゴルフをされるほとんどの方の滞在先がコン
ドミニアムで、当然食事は自炊である。「私は朝
食付きのホテル滞在です」と言うと、「なんと贅
沢な」と口ぐちに言われてしまった。　
　チェンマイに来る直前に、南の会に、「チェン
マイではゴルフはしませんが、卓球をやりたい

何故チェンマイなの？
関西支部　№ 1436　森　定信
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院は立派だよ、というお話を伺っていた。また
サロン会で知り合ったＩさんが、今回訪チェ翌
日怪我をしてラーム病院で手術を受け、経過は
良好だというお話を聞いた。ラーム病院は私が
借りているナコンピンコンドの近くである。2
月１２日に、後学のためにそのラーム病院を見
学しに行った。青木さんという日本人のスタッ
フの女性も勤務されているという、もしかした
ら少しぐらい話ができるかもしれない位の軽い
ノリである。
　ところが、フロントで案内を頼んだ瞬間から、
完全に患者扱いになってしまい、最終的には内
科の診察を受けるところまで、あれよあれよと
いう間に事態が進んでしまったのである。結局
背中のおできを診てもらい、薬まで処方しても
らった。出かけるときに念のために海外旅行保
険の証書とパスポートのコピーを持参したのも
結果的に役に立ち、支払いについての保険の適
用まで一連の経験をすることができた。
　病院を出るとき、「おかげさまで貴重な経験が
できました」とお礼を言ったら、「あんまり経験
したくないことですよね」と言われてしまった。

③ ステイを終えて
　わずか１ヶ月足らずのステイであったが、私
にとって今回のチェンマイは出発から帰国まで
いろいろなことが次々にあって、楽しくも刺激
的な日々であった。妻も旅行前に膝を故障した
ため、車椅子で空港内を押して貰いリフトで飛
行機の横腹から搭乗するなどという経験をさせ
てもらった。住居も３つのホテル、１つのコン
ドを移り住んだ。２人でステイ中の話がつきな
いこの頃である。
　帰国してからパスタを作ったが、残念ながら
ｔ oｐｓの惣菜に匹敵するソースが手に入らな
いので、満足できる『パスタ　デ　ソンテウ』
を家族に披露するに至っていない。　

３９バーツの出来上がり惣菜である。全部使う
と一人分には多すぎるので今日は半分だけ、残
りは明日の分である。そのソースにオリーブオ
イルで炒めたオニオンとミニトマトを加えると、
これが予想外に旨い。スパイスがもともと効い
ているので、大人の味である。翌日残りの半分
には、安い赤ワインを買ってきて加え、さらに
味付けを工夫した。それからというもの夕食は
パスタ、パスタの毎日である。何しろ惣菜パッ
クは４種類もある。1食で半分しか使わないか
らほぼ連日のパスタとなってしまったわけであ
る。このパスタ、私の滞在を支えてくれる必須
のものとなったことから『パスタ　デ　ソンテ
ウ』と呼ぶことにした。
＊　ゴルフのこと
　南の会のみなさんとランナーＧＣで 4回、ロ
イヤルＣで1回、スタードームで2回プレーした。
妻が帰国してから２週間の間のことだから日本
では考えられない回数である。
　スタードームにはこれ以外に 2回練習に行っ
た。リーズナブルということもあるし、近いと
いうこともあるし、他にすることもないからと
言ってもいいかもしれないが、とにかくゴルフ
好きには天国と言っていいだろう。スタードー
ムで韓国人の 3人連れとプレーすることがあっ
たが終始賑やかで楽しく、しかもすこぶる上手
な人たちだった。
　それにつけても南の会でゴルフの世話をして
くださる方々には感謝したい。予約、送迎組み
合わせ等々本当によくシステム化されていて無
理が無く、無駄が無いのに感心した。
「実は大変苦労しているんだ」とのお話も伺った
が、私のような初心者・ビジターにはたいへん
ありがたい。世話人の方、メンバーの方々には
申し訳ないけれど、どうか少しでも長く今のよ
うなシステムが続いてほしい。
＊　初めて病院に行ったこと
　サロン会でＫさんからチェンマイのラーム病
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　「何故チェンマイなの？」日本にいる時はよく
こう聞かれた。それがチェンマイへ来ると、「ゴ
ルフをしないのにチェンマイに来て一体毎日ど
うやって過ごすの？」と会員仲間からたびたび
聞かれた。
　今朝は滞在型旅行ならではの、ゆっくりとし
た時間を過ごそうと思い、ホテルのベッドに寝
転んで「今、何故こうしてチェンマイにいるのか」
改めて考えてみた。
　日本の冬の寒さは、脚・腰に神経痛をかかえ
る我が身にはピリピリとこたえるようになった。
そのうえ我が家では老々介護がまもなく問題に
なってくる。肉体的にも経済的にも負担がのし
かかってくる。日本の財政悪化がそれに輪をか
けるだろう。日本国の借金の膨張は将来急激な
円安を招くかもしれない。一方で、近所付き合
いが疎遠になり、人間関係がギスギスしてきた。
そんなことからこの先日本だけで暮らし続ける
ことへの漠然とした不安を感じるようになって
きていた。
　それらの不安を解消する手段の一つが、年中
暖かくて、物価が安く、国民が優しくて治安が
良い国、日本人滞在者が多くて、安心して医療
が受けられる国（実際に、のどを痛めたとき日
本人スタッフが３人もいるチェンマイ・ラム病
院で治療を受けた）、野菜・果実が豊富で料理の
おいしい国、で暮らすことだと考えるようにな
り、探した結果がタイのチェンマイだった。
　幸い今は円高だ。そのうえタイの物価は今の
ところ日本に比べると非常に安い。しかしタイ
の物価は毎年上がり続けていて、日本との差は
縮小しつつある。だから今がチャンスなのだ。
チェンマイなら外国人滞在者にも人気があり、
日本人滞在者も多い。それでチェンマイに会員
の多い南の会に入会した。仲間がおれば異国に
滞在するにしても心強い。
　チェンマイに出発する直前のうまいタイミン
グで南の会においてパソコン講習会があり、海
外生活におけるパソコンの活用法を教えていた

だいた。ロングステイ用にとモバイル・パソコ
ンを新たに購入してチェンマイに持って行った。
チェンマイでの情報収集、仲間との連絡、日本
の家族との連絡と大変重宝した。
　チェンマイに着いた翌日、チェンマイ滞在経
験のある会員の方が、これからのチェンマイ生
活を快適に過ごせるようにと、いろいろと案内
してくれた。交換レートの有利な両替屋（１か
月滞在するとなるとこの交換レートの差は大き
い）、銀行口座の開設とATMカードの作成（タ
イでは外国人旅行者は銀行口座を開設できなく
なったと聞いていたので驚き）、ＡＴＭはチェン
マイのいたるところにあるので大金を持ち歩く
ことの不安が解消された。通信費が格安な携帯
電話の購入（仲間との連絡や日本へかける場合、
ドコモの携帯の１０分の１の費用で済むとは驚
き。おかげでドコモから海外通話用にとレンタ
ルした携帯電話は不要となった）、ソンテウの利
用の仕方（１０人ぐらい乗れる乗合型タクシー
とでも言えばいいのか、市内を移動するのにこ
れほど安くて便利なものはない、ほとんどのと
ころが６０円で行く事ができた）、安くて安心な
マッサージ店（２時間チップ込みで９００円）
とフードセンター（一品９０円から１００円）、
日本人の溜り場の食堂（情報交換の場としても
活用できる。ソーメンがとてもおいしかった）
等次々に案内してくれ、以後のチェンマイ生活
がどれだけ快適になったか計り知れない。　
　チェンマイへ長期滞在に来る人の多くはゴル
フが目的であると、南の会に入会したときから
分かっていたが、実際にチェンマイにやってき
て、何度か誘ってもらった食事会の席で、「今日
で１週間連続ゴルフをした」とかが当たり前の
ように話されるには改めて驚いた。皆さん６０
歳を超えておられるのにゴルフ三昧ができる体
力がすごい。
　ゴルフをされるほとんどの方の滞在先がコン
ドミニアムで、当然食事は自炊である。「私は朝
食付きのホテル滞在です」と言うと、「なんと贅
沢な」と口ぐちに言われてしまった。　
　チェンマイに来る直前に、南の会に、「チェン
マイではゴルフはしませんが、卓球をやりたい

何故チェンマイなの？
関西支部　№ 1436　森　定信
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たが、足を痛めていてはやむをえない選択。
　なるほどバイクは道路を群がるように列をな
して走っているし、車道の左端は傷んで、でこ
ぼこだらけ。おまけに車の路上駐車も多い。自
転車で走りながらの街の見学なんてこわくてと
てもできない状態である。
　街のどこを走っても自転車はほとんど見かけ
ない。たくさんあるレンタルショップも圧倒的
にバイクが多い。道を走るとバイクがすぐ脇を
すり抜けて追い抜いていく。バイクから見れば
前をトロトロ走る自転車は目障りに違いない。
しかし不思議なことにクラクションを鳴らされ
て邪魔者扱いされたことは１度もない。逆にこ
ちらが道を譲ると何とも言えない微笑を返して
くれる若者が多い。
　途中立ち寄った食堂や喫茶店の店員、ホテル
前のいかめしそうなガードマン、ソンテウの運
転手、ホテルのハウスキーパー、クリーニング
屋の受付の人、銀行の事務員、カメラのシャッ
ターを押してくれた多くの人たち等、自転車で
行く先々で出会ったタイの人達が、僕に返して
くれたなんとも言えない微笑。この微笑に出会
うと気分が実に良くなる。
　シャッターを押してくれと頼むと、タイ人は
一様に微笑みながら「１、２，３」と声を出し、
必ず２枚撮ってくれる気遣い。こちらが片言で
もタイ語を話すと、すかさず「タイ語が上手で
すね」と本当に嬉しそうな顔でお世辞を言って
くれる優しさ。いつもよく行くクリーニング屋
とネットカフェの女性店員も優しいタイ人の一
人。こちらが分かるまで何度もタイ語でゆっく
　

からよろしくお願いします」とメールをしてお
いた。南の会紹介の旅行社を通じて予約してお
いたチェンマイのアマリリンカムホテルに着い
てメールを開くと、卓球をされる会員の方から
メールが届いていた。
　ホテルでのインターネットの利用は有料で
ある。その料金はまた超割高である。（４時間
７５０円）だからインターネットの利用は極
力ホテル近くのネット喫茶を利用した。一杯
１００円のコーヒーで何時間でも利用できた。
ホテルのクリーニング代も超割高なので、近く
のクリーニング屋に通うことにした。（１０枚ぐ
らいで２４０円。ホテルの１０分の１）
　ホテルに着いた翌々日に、その方がホテルま
で迎えにきてくれ、ソンテウに乗って市営競技
場内にある卓球場まで連れて行ってくれた。
　そこは冷房もない、更衣室もない卓球場だっ
たが、そこではなんと私の予想以上の２０名近
くの日本人の方が卓球を楽しまれていた。女性
の方が多く、また初心者の方も大勢おられた。
初心者の方でタイ人コーチの指導を受けておら
れる方も何人かいた。いろんな人たちが卓球の
練習相手になってくれた。練習の後、一緒に練
習した人達と食べた昼食のタイ風焼き飯の、そ
のおいしかったこと。ここで一週間に５回卓球
できることも分かった。
　さあこれからチェンマイでの運動は卓球を中
心にやっていこうと思った矢先に、チェンマイ
に来てから歩き過ぎたのと、足を痛めたので２
ヶ月ほど止めていた卓球を急に再開したのが悪
かったのか、古傷の足裏の神経をまた痛めてし
まった。医者からは痛みを感じたらすぐに運動
をやめるようにと言われていたので、卓球を断
念せざるを得なくなってしまった。
　しかしチェンマイへ来たのは日本で暮らすよ
うに毎日を過ごすことにあるので、足の痛み
が取れるまでは自転車でチェンマイの街を散
策することにした。新しい自転車を１日借りて
２２０円。
　先輩会員の方からはチェンマイは車とバイク
がやたらに多いうえに歩道も整備されていない
から自転車に乗るのは危ないよと忠告されてい 森 定信氏
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　タイに来て３週間経った。まだ日本にいる家
族のことを思い出して考えることがほとんどな
い。妻にはすまないと思うが、どうしてなのか。
心配してもしようがないと思うようになったか
らなのか、タイで暮らしていると先のことをあ
まり考えなくなってしまうからなのか。先のこ
とを考えない生活が快適なのか。日本へ帰るま
での１週間考えてみよう。

　１月２６日から２月２３日までチェンマイに
滞在いたしました。その間、南国暮らしの会の
皆様に大変お世話になりこの場をお借りしてお
礼を申し上げます。
　昨年、タイのチェンマイの虜になっている友
人から「またチェンマイに行くけど一緒にどう」
と誘われて、以前からその素晴らしさを聞かさ
れていたのでその場でお願いしました。定年退
職して近くの比良山系の山々へトレッキングし
たり、琵琶湖でヨットに乗って遊んでおりまし
たが、何か新しい遊びを探していたこともあり
まして、かの地はゴルフをやらないと面白さが
半減するよと云われて、６２歳からの手習いで
「よし、やってみるか」と一念発起して彼から借
りたゴルフクラブと云うものを初めて手にしま
した。最初はレッスンプロに学ぶべしとの忠告
で、近くの練習場へ行って申し込んだら何と一
か月以上待ちと宣言され、１２月の初めから教
えてもらいゴルフのなんたるかもわからないま
ま日本ではコースへも出ずにぶっつけ本番でチ
ェンマイへ飛びました。
　チェンマイに行くについて３つの事をしてや
ろうと出発前に考えておりました。一つはゴル
フ、二つ目は日本と同じ仏教国での寺院巡り、
三つ目は日本では体験できない事です。そして
寒い日本を離れ温暖な過ごしやすい気候でなん
とこの地は天国かと感じましたが、現地の人の
ほほ笑みや優しさでさらにその感を強めました。
その上物価が安く日本では考えられないような
価格でサービスや飲食が出来るのですからこれ

りと話しかけてくれる。やっとこちらが理解し
たと分かった時のなんとも言えない微笑。
　ランパーンという町にタイ国鉄に乗って行っ
た。乗った列車は特別急行列車だったが、それ
は名前だけ。約１００キロの距離だったが、予
定の時刻よりも３０分も遅れて、２時間４０分
もかかってランパーンに到着。この間、車内放
送は全然なし。遅れたことのお詫びもなし。そ
のことに怒るタイ人もなし。いいなあ長閑で。
　これに懲りて帰りはバスにしたが、これがま
た大変だった。バスターミナルは２０番線まで
あったが、半分ぐらいのバス標識にチェンマイ
の文字があり、どのバスに乗ればいいのか分か
らない。止まっているバスの車掌（ワンマンカ
ーではない）に切符を見せるが違うと言う。切
符売り場で確認した乗り場には時間になっても
バスは来ない。それで騒ぐ人がいないのが不思
議。定刻より４０分遅れて聞いていた番線の隣
にバスが到着。そのバスの車掌に切符を見せる
と乗れと言う。やれやれ。
　ランパーンの町ではソンテウのドライバーに
行きたい所の地図をみせたが、地図の見方が分
からないらしい。チェンマイでも地図の見方が
わからないソンテウのドライバーに何回か出会
った。結局、目的地とかなり離れた場所に降ろ
されてしまった。暫く歩くと交通警官がいたの
で花馬車の乗り場を聞いた。すると携帯電話を
取り出し、なんと花馬車を呼び寄せてくれたのだ。
　「ありがとう」とお礼を言うと、その警官から
またあの微笑みが返ってきた。
　これなのだ。この微笑みなのだ。私をタイに
引きつけてやまないのは。日本では長く続く不
況や、将来不安もあってか笑顔が失われつつあ
る。しかしタイは豊かなのだ。心が豊かなのだ
と思う。心豊かな優しいタイ人に接してこれか
らは暮らせたらといいなあ。そのためにはタイ
語をもっと勉強しなくちゃ。早速、語学学校へ
行った。
　タイに来てタイ語を習うのは楽しい。習いた
てのタイ語をすぐに実践できるのだから。そし
て「お上手ねえ」とすぐにほめてくれる優しい
タイ人が多いから。

チェンマイ訪問記
関西支部　№ 1473　名倉　孝
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たが、足を痛めていてはやむをえない選択。
　なるほどバイクは道路を群がるように列をな
して走っているし、車道の左端は傷んで、でこ
ぼこだらけ。おまけに車の路上駐車も多い。自
転車で走りながらの街の見学なんてこわくてと
てもできない状態である。
　街のどこを走っても自転車はほとんど見かけ
ない。たくさんあるレンタルショップも圧倒的
にバイクが多い。道を走るとバイクがすぐ脇を
すり抜けて追い抜いていく。バイクから見れば
前をトロトロ走る自転車は目障りに違いない。
しかし不思議なことにクラクションを鳴らされ
て邪魔者扱いされたことは１度もない。逆にこ
ちらが道を譲ると何とも言えない微笑を返して
くれる若者が多い。
　途中立ち寄った食堂や喫茶店の店員、ホテル
前のいかめしそうなガードマン、ソンテウの運
転手、ホテルのハウスキーパー、クリーニング
屋の受付の人、銀行の事務員、カメラのシャッ
ターを押してくれた多くの人たち等、自転車で
行く先々で出会ったタイの人達が、僕に返して
くれたなんとも言えない微笑。この微笑に出会
うと気分が実に良くなる。
　シャッターを押してくれと頼むと、タイ人は
一様に微笑みながら「１、２，３」と声を出し、
必ず２枚撮ってくれる気遣い。こちらが片言で
もタイ語を話すと、すかさず「タイ語が上手で
すね」と本当に嬉しそうな顔でお世辞を言って
くれる優しさ。いつもよく行くクリーニング屋
とネットカフェの女性店員も優しいタイ人の一
人。こちらが分かるまで何度もタイ語でゆっく
　

からよろしくお願いします」とメールをしてお
いた。南の会紹介の旅行社を通じて予約してお
いたチェンマイのアマリリンカムホテルに着い
てメールを開くと、卓球をされる会員の方から
メールが届いていた。
　ホテルでのインターネットの利用は有料で
ある。その料金はまた超割高である。（４時間
７５０円）だからインターネットの利用は極
力ホテル近くのネット喫茶を利用した。一杯
１００円のコーヒーで何時間でも利用できた。
ホテルのクリーニング代も超割高なので、近く
のクリーニング屋に通うことにした。（１０枚ぐ
らいで２４０円。ホテルの１０分の１）
　ホテルに着いた翌々日に、その方がホテルま
で迎えにきてくれ、ソンテウに乗って市営競技
場内にある卓球場まで連れて行ってくれた。
　そこは冷房もない、更衣室もない卓球場だっ
たが、そこではなんと私の予想以上の２０名近
くの日本人の方が卓球を楽しまれていた。女性
の方が多く、また初心者の方も大勢おられた。
初心者の方でタイ人コーチの指導を受けておら
れる方も何人かいた。いろんな人たちが卓球の
練習相手になってくれた。練習の後、一緒に練
習した人達と食べた昼食のタイ風焼き飯の、そ
のおいしかったこと。ここで一週間に５回卓球
できることも分かった。
　さあこれからチェンマイでの運動は卓球を中
心にやっていこうと思った矢先に、チェンマイ
に来てから歩き過ぎたのと、足を痛めたので２
ヶ月ほど止めていた卓球を急に再開したのが悪
かったのか、古傷の足裏の神経をまた痛めてし
まった。医者からは痛みを感じたらすぐに運動
をやめるようにと言われていたので、卓球を断
念せざるを得なくなってしまった。
　しかしチェンマイへ来たのは日本で暮らすよ
うに毎日を過ごすことにあるので、足の痛み
が取れるまでは自転車でチェンマイの街を散
策することにした。新しい自転車を１日借りて
２２０円。
　先輩会員の方からはチェンマイは車とバイク
がやたらに多いうえに歩道も整備されていない
から自転車に乗るのは危ないよと忠告されてい 森 定信氏
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　タイに来て３週間経った。まだ日本にいる家
族のことを思い出して考えることがほとんどな
い。妻にはすまないと思うが、どうしてなのか。
心配してもしようがないと思うようになったか
らなのか、タイで暮らしていると先のことをあ
まり考えなくなってしまうからなのか。先のこ
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か仏様に近づけない等々、目に見える現象だけ
見ても違う宗教のように感じました。勿論これ
は全くの個人的な感想で、自分の理解不足や的
外れはご容赦をいただきたいと思います。お墓
がなかった（気付かなかった）ので次はそのあ
たりを調べて巡りたい。
　そして日本の日常生活では体験できない事、
それはプールのある生活でした。投宿先にプー
ルがあると聞いていたので楽しみにしておりま
したが、予想以上に素晴らしい体験でした。昼
からは毎日のようにプールサイドの長いすで横
になりながら本を読んで暑くなるとプールに浸
かり（泳ぐわけではありません）疲れると昼寝
して優雅な気分を味わいました。旅行者にとっ
て滞在先での楽しみ方はそれぞれですが、私は
これに嵌まり大いにリッチな雰囲気を体験でき
たのが何よりでした。そんなこと別にたいした
ことではないよと言われそうですが、日本で毎
日プールのある生活なんてこの歳になるまで体
験は出来なかったのでこれはほんとによかった
です。日常の憂さを晴らすにはこれが一番だ。
　家庭内パスポートが取れて資金の確保が出来
ればすぐにでも飛んで行きたい。その節はチェ
ンマイ山口支部長様はじめ南国暮らしの会の皆
様よろしくお願いいたします。

は何とも嬉しい限りでした。このような点が日
本人をはじめとする多くの観光客を集めている
のでしょうか。
　ゴルフは何度かコースに誘っていただきまし
たが、日本での準備不足がたたってゴルフにな
りませんでした。しかし、一緒にラウンドして
いただいた人達に親切にして頂きキャディさん
にも手助けしてもらって、曲がりなりにも途中
ギブアップすることもなく、「あ～これがゴルフ
と云うものか」を体験しました。沢山たくさん
ゴルフ場でボールを買いました。そして日本で
の練習を決意しました。練習の成果を発揮する
場はやはりこの地で、池ポチャなしに挑戦するぞ。
　お寺はたくさん参拝しました。インドでお釈
迦様がはじめられた仏教と云うものが、伝播す
るルートが色々とあった中でその国での吸収の
仕方や政治的利用など様々な理由があるにせよ
たどり着いた現在の姿は、日本の現実と比べて
これほど違うのかと云うのが実感です。以前訪
れた中国や韓国ではそれほど感じなかったので
すが、今回訪れたチェンマイにおける仏教寺院
は誰にとっても開かれた開放的な体制で、日常
に根差した宗教であるとの印象を強く受けまし
た。
　日本における秘仏とか写真を撮ってはだめと

ワット・チュディ・ルアン
（チェンマイ）

名倉 孝氏
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「奥様のチェンマイ暮らし」
覆面座談会 

 
 
 
○チェンマイに来たきっかけは？ 
Ａ 主人は現役の頃から、ハワイへ行きたい！
ハワイへ行きたい！「ハワイでロングステイ」
などの本をいっぱい買って、行きたくてしょう
がなかった。私は一度は体験させてあげなくち
ゃと思い、主人が会社を退職して直ぐにチェン
マイに来ました。 
私は来る気が無かったのですが、一ヶ月も滞在
すれば気が済むだろうと思いました。しかし、
主人はやる気満々で直ぐにゴルフ会員権を買っ
てしまった。その上、帰る際に主人はコンドミ
ニアムを探して一年契約し、既成事実が積みあ
がってしまったんです。 
コンドミニアムを一年契約すると長いこと居な
いと「もったいない！」。最初のきっかけは主人
のペースに引っ張られてという感じです。 
日本にいると、ゴルフは自腹でやるのも大変だ
し、更に、都心から高速を使わないでゴルフ場
にはまず行けない。そうすると行くのも月に
精々1 回か２回程度なのに、ここでは安くプレ
ー出来ます。東京で何もすることが無い男の人
は日本に居るよりは、チェンマイのほうが凄く
楽しそうだし・・・ 
Ｂ それは皆共通だと思う。夫は皆こっちが良
い。 
全員 そうそう、多分そうだと思う！ 
Ｂ 男の人はこっちチェンマイが良い！友達も
多いし、ゴルフを何回も出来る。そんなの日本
じゃ考えられないから・・・。特に、チェンマ
イの場合は夫婦の方が多いし、それが一番！み
んな活き活きしている。 
Ｃ うちは「ロングステイやります」という記
事を見つけて南の会に入りました。その頃はフ
ィリピンがロングステイの候補でした。地方に
いたのでサロン会には出席できず、送られてく
る会報を見ながら、退職したら絶対にロングス
テイと言っていました。その内、フィリピンよ
りチェンマイと言う声が大きくなってきました。 

 
 
 
 
結局、その後にチェンマイにロングステイする
ことになりました。何もしないで生活するのは
退屈だろうと、子供達がゴルフ道具を送ってく
れたのでゴルフをするようになりました。 
でも、私は「なんで外国まで来て！」という気
持ちは少しありましたね。 
Ｄ 私は主人が定年まで頑張って働いてくれた
ので、海外で暮らしたいという願いを叶えさせ
てあげたいと思っていました。それと年金生活
なので、日本で暮らすと生活費も高くつくし、
ちょっと大変かな？しかし、私が頻繁に日本に
帰っているので、結局は大変です。 
全員 日本に帰る交通費は大変よね！ 
Ｄ もう少しで私の年金が入るので、ちょっと
マシになります。年金の問題はロングステイの
きっかけとして大きいと思う。 
Ａ やっぱり経済的にも生活が楽ですね。チェ
ンマイではあまり節約しないでも、まあまあの
生活が出来ます。日本に帰れば節約して外食は
ほとんどしないでゴルフもほとんど行かない。 
Ｅ 私は死ぬ前に一度海外でロングステイをし
たいと思ってあちこち探しました。探した末に
チェンマイに決めました。気に入っているのは
気候の良さと治安です。治安は外国に居るにし
ては良いと思います。一度も怖い思いもしたこ
とは無いし、物価も安いし過ごしやすいところ
だと思っています。 
主人はここが気に入って、最期はここで遂げた
いと思うほど気に入っています。病院も良いで
すね。サービスが良いし親身になってくれまし
た。病院代もそこそこで変わりませんし、元気
でいるうちはチェンマイにお世話になろうと話
しています。 
Ｃ ７年前に来ましたが、その頃は男性一人の
人が多かったのですが、徐々に夫婦の人が多く
なりました。今はシーズンステイの方は夫婦連
れが非常に多くなり健全な方向になって来まし
た。（笑） 
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○チェンマイの暮らしは如何ですか？ 
Ｂ 私がロングステイを始めたのは１０年前で
すが、夫婦でステイは本当に少なかった。 
Ａ 南の会の存在は大きくて、もし会に入って
いない人がロングステイしようと思ったら自分
たちで行かなければなりません。知らない所に
行くのは勇気のいることですね。私たちがアマ
リ・リンカム・ホテルに初めて宿泊した時も、
亡くなられた酒匂さんが全く面識がないのにお
食事に誘って下さいました。ゴルフでも自分で
ビジター料金でやるしかない場合に会員の方か
ら誘って頂いたりして南の会の存在はとても大
きいと思います。 
Ｃ 海外に行くと、特に心細いことも多くあり
ますよね。 
Ｂ 南の会ってものすごく良いと思うよ。少人
数から立ち上げて皆いい人が多くて！皆親切だ
ものねー！ 
Ｄ 慣れている人は何回も来るので、新しく来
る人に色々と教えてあげられる。 
Ｃ 何回か来れば、後は大体自分たちで出来る
ようになるしね。 
Ａ ゴルフをしたいから会に入る人も多いです
ね。 
Ｂ 男の人はゴルフを楽しみにして来ている人
が多いよね。 
Ｃ 会に関係なく、チェンマイに来る人はゴル
フをする人が多い。安いし、ゴルフ場は近いで
すから・・・ 
Ｂ 日本にいると高速に乗って行かなければな
らないし、プレー代も高いから「月に１･２回」
がチェンマイは週に３回も４回も行けちゃうも
ねー！それも夫婦でプレー出来るんだから！チ
ェンマイは気候も良いし、友達も沢山でき
る・・・ゴルフ友達ね！ 
Ａ 女性の側からいうと食事もね！外で割りと
安く食べられ、美味しいところが多い！ 
Ｃ それとタイ料理ばかりでなく、色々な料理
がある。中華も、イタリアンも、韓国料理も食
べれる。 
Ａ その点は助かるし、家で食べたい時には、
家で作るという感じになります。 

Ｂ それにチェンマイの良さは「程よい狭さ！」。
どこへ行くにも、食べに行くにもソンテウで行
ける。他ではそうはいかない。 
Ｄ 程よい狭さだよね！日本から知人が来ても、
直ぐに迎えに行って、直ぐにホテルに案内出来
る。 
Ｅ 生活圏が狭いから、どこへ行くのも便利で
すね。タイの人は歩かないけど、日本人は歩い
てどこへでも行ってしまう。市場でもセンタン
（デパート）でも歩いちゃいますね。そしてミ
マンヘミン通りやホイケウ通りを歩いていると、
沢山の南の会の人に会いますね。 
Ａ 車が無くても生活できる。車があれば便利だ
けれど、チェンマイでは無くてもやっていける。 
Ｂ ソンテウはすごい重宝というのを感じる。
だって、違う国に行ったらタクシーをチャータ
ーしたり、料金交渉したりが面倒くさい！やっ
ぱり、ソンテウがあるのはすごく楽。チェンマ
イでは車の運転はこわくて出来ないもの。 
Ｃ ソンテウは行き先を言えれば全然問題ない
ですからね。 
Ａ 最初の頃はすごく怖くて、どこに連れて行
かれるかと思った。今は地理も分かって来たの
で不安はなくなりましたが、最初はドキドキし
てました。 
 
○食事はどうしていますか？ 
Ｄ 私のところは台所が使いにくいのね。電気
だから、火力が弱くて料理をするのに大変。時
間が掛かります。 
Ｃ いま住んでいるコンドミニアムはＩＨに変
えたのよ。良いよーＩＨ！日本と変わらない。 
Ａ ＩＨは楽よね！一つ口で充分。 
Ｃ あっという間に出来るから！電熱ヒーター
の温まるまでの時間、あれが無いから凄く楽ち
ん！ 
Ａ 今の所はＩＨが付いてないから自分で買い
ましたけど、そんなに高くない。 
Ｃ 私、この間買ったのが１７５０バーツ（４
８００円位）でした。 
Ａ ＩＨ用の鍋はまだ高いのよ。 
Ｃ 鍋は替えなきゃならないから替えたけど、
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でも凄く楽！ 
Ｂ Ｃさんはほとんど自宅できちんと日本食を
作っているから・・・。そういう方もいるし、
それぞれね！ 
Ｃ たまにホテルに食べに行くのを楽しみにし
ています。 
 
○楽しみは？ 
Ａ 私は学生時代から運動を全くしなかったの
ですが、ここに来てゴルフを始め、テニスをや
って、自分の一生のなかで一番スポーツしてま
す。 
Ｃ 私も同じです。スポーツをする時間的な余
裕もありますね。 
Ａ 卓球がチェンマイではブームになっていま
すね。 
Ｂ ここに来なかったら卓球はしてませんね！
ゴルフは涼しいうちにプレーしてしまおうと朝
早く行くので行けません。卓球しましょうと言
われて今はまっています。卓球等は日本でも費
用は高くない、ゴルフは高いからゴルフをした
ほうが「良いなー」と思うけど、朝早いから！ 
Ｃ 私は運動をしなかったのですが、こちらに
来てジムも安いからフィットネスに行ったりし
ています。 
 
○日本に居る時の煩わしさから解放されること
はありますか？ 
Ｃ 私は転勤族だったので元々近所との付き合
いは薄いから、あまり煩わしさなどは感じたこ
とは無いけど、こちらは隣近所と特別な付き合
いが無いだけ楽かもしれませんね。 
Ｄ 私は地方に住んでいるので、近所ではうわ
さの人になってしまった。 
Ｂ 私は無いと思うけど、何か言われているか
もしれない・・・ 
Ｄ 親族は誰もチェンマイでのロングステイに
賛成はしなかった。 
Ｂ 親族に聞いたの？ 
Ｄ 聞いたというか「行きます！」「行って来ま
す！」。賛成は無かったけど、子供夫婦と住んで
いるので法事や町内会行事などは子供に私たち

の役割を任せています。 
Ａ うちは町内会が無く、それに関連すること
はないので日本にいても煩わしいと思ったこと
はありません。 
誰も何も言わないけれど、「あら、良いわねー」
と言われることがあると、その言葉の裏側を考
えてしまうこともあります。 
Ｂ 私も一度言われた。「Ｂさん、すごい大金持
ちね！海外に長期で行けて！」。長期の方が安い
と言ってやりたい。 
Ａ やっぱり、ちょっと行きたいなーと思って
も本当に海外に行ける人は中々居ない。 
Ｃ 一歩が出ない人が多いですね。 
Ａ 一歩出る人は変わりもんと言うか・・・（笑） 
Ｃ 変わりもんよ！ 
Ｂ それはあるかもしれない。 
Ａ 多少我ままというか、踏ん切りがつかない
と難しいですね。色々なしがらみがあるから出
られない人も多いのでしょう。 
Ｂ お父さん、お母さん、孫の面倒をみる。大
体がそういう理由ですね。家族の面倒を色々な
形でみなければという気持ちは女性に強いです
ね。 
 
○チェンマイでの対人関係は？ 
Ｃ こちらに来て知り合った方々ばかりだから、
目的が一緒で付き合いやすいし、割り切って付
き合える良さがあります。 
Ｅ 人間関係はあまり深入りせずにお互い様！
適当にそこそこで適度な距離感で付き合ってい
るので良い関係です。生活する上で分からない
ことはサロン会などで他の人や支部長に聞いて
解決しているので困ることはありません。 
 
○困ることは？ 
Ｂ 車が増えて渋滞がチェンマイのあちこちで
発生していますね。ミマンヘミン通りは夕方動
かないよ。 
Ｃ チェンマイで交通事故に遭った日本人は横
断歩道を渡っていて、もう少しで渡りきるとこ
ろで跳ねられてしまった。 
Ｅ 怖いねー 
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○チェンマイの暮らしは如何ですか？ 
Ｂ 私がロングステイを始めたのは１０年前で
すが、夫婦でステイは本当に少なかった。 
Ａ 南の会の存在は大きくて、もし会に入って
いない人がロングステイしようと思ったら自分
たちで行かなければなりません。知らない所に
行くのは勇気のいることですね。私たちがアマ
リ・リンカム・ホテルに初めて宿泊した時も、
亡くなられた酒匂さんが全く面識がないのにお
食事に誘って下さいました。ゴルフでも自分で
ビジター料金でやるしかない場合に会員の方か
ら誘って頂いたりして南の会の存在はとても大
きいと思います。 
Ｃ 海外に行くと、特に心細いことも多くあり
ますよね。 
Ｂ 南の会ってものすごく良いと思うよ。少人
数から立ち上げて皆いい人が多くて！皆親切だ
ものねー！ 
Ｄ 慣れている人は何回も来るので、新しく来
る人に色々と教えてあげられる。 
Ｃ 何回か来れば、後は大体自分たちで出来る
ようになるしね。 
Ａ ゴルフをしたいから会に入る人も多いです
ね。 
Ｂ 男の人はゴルフを楽しみにして来ている人
が多いよね。 
Ｃ 会に関係なく、チェンマイに来る人はゴル
フをする人が多い。安いし、ゴルフ場は近いで
すから・・・ 
Ｂ 日本にいると高速に乗って行かなければな
らないし、プレー代も高いから「月に１･２回」
がチェンマイは週に３回も４回も行けちゃうも
ねー！それも夫婦でプレー出来るんだから！チ
ェンマイは気候も良いし、友達も沢山でき
る・・・ゴルフ友達ね！ 
Ａ 女性の側からいうと食事もね！外で割りと
安く食べられ、美味しいところが多い！ 
Ｃ それとタイ料理ばかりでなく、色々な料理
がある。中華も、イタリアンも、韓国料理も食
べれる。 
Ａ その点は助かるし、家で食べたい時には、
家で作るという感じになります。 

Ｂ それにチェンマイの良さは「程よい狭さ！」。
どこへ行くにも、食べに行くにもソンテウで行
ける。他ではそうはいかない。 
Ｄ 程よい狭さだよね！日本から知人が来ても、
直ぐに迎えに行って、直ぐにホテルに案内出来
る。 
Ｅ 生活圏が狭いから、どこへ行くのも便利で
すね。タイの人は歩かないけど、日本人は歩い
てどこへでも行ってしまう。市場でもセンタン
（デパート）でも歩いちゃいますね。そしてミ
マンヘミン通りやホイケウ通りを歩いていると、
沢山の南の会の人に会いますね。 
Ａ 車が無くても生活できる。車があれば便利だ
けれど、チェンマイでは無くてもやっていける。 
Ｂ ソンテウはすごい重宝というのを感じる。
だって、違う国に行ったらタクシーをチャータ
ーしたり、料金交渉したりが面倒くさい！やっ
ぱり、ソンテウがあるのはすごく楽。チェンマ
イでは車の運転はこわくて出来ないもの。 
Ｃ ソンテウは行き先を言えれば全然問題ない
ですからね。 
Ａ 最初の頃はすごく怖くて、どこに連れて行
かれるかと思った。今は地理も分かって来たの
で不安はなくなりましたが、最初はドキドキし
てました。 
 
○食事はどうしていますか？ 
Ｄ 私のところは台所が使いにくいのね。電気
だから、火力が弱くて料理をするのに大変。時
間が掛かります。 
Ｃ いま住んでいるコンドミニアムはＩＨに変
えたのよ。良いよーＩＨ！日本と変わらない。 
Ａ ＩＨは楽よね！一つ口で充分。 
Ｃ あっという間に出来るから！電熱ヒーター
の温まるまでの時間、あれが無いから凄く楽ち
ん！ 
Ａ 今の所はＩＨが付いてないから自分で買い
ましたけど、そんなに高くない。 
Ｃ 私、この間買ったのが１７５０バーツ（４
８００円位）でした。 
Ａ ＩＨ用の鍋はまだ高いのよ。 
Ｃ 鍋は替えなきゃならないから替えたけど、
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でも凄く楽！ 
Ｂ Ｃさんはほとんど自宅できちんと日本食を
作っているから・・・。そういう方もいるし、
それぞれね！ 
Ｃ たまにホテルに食べに行くのを楽しみにし
ています。 
 
○楽しみは？ 
Ａ 私は学生時代から運動を全くしなかったの
ですが、ここに来てゴルフを始め、テニスをや
って、自分の一生のなかで一番スポーツしてま
す。 
Ｃ 私も同じです。スポーツをする時間的な余
裕もありますね。 
Ａ 卓球がチェンマイではブームになっていま
すね。 
Ｂ ここに来なかったら卓球はしてませんね！
ゴルフは涼しいうちにプレーしてしまおうと朝
早く行くので行けません。卓球しましょうと言
われて今はまっています。卓球等は日本でも費
用は高くない、ゴルフは高いからゴルフをした
ほうが「良いなー」と思うけど、朝早いから！ 
Ｃ 私は運動をしなかったのですが、こちらに
来てジムも安いからフィットネスに行ったりし
ています。 
 
○日本に居る時の煩わしさから解放されること
はありますか？ 
Ｃ 私は転勤族だったので元々近所との付き合
いは薄いから、あまり煩わしさなどは感じたこ
とは無いけど、こちらは隣近所と特別な付き合
いが無いだけ楽かもしれませんね。 
Ｄ 私は地方に住んでいるので、近所ではうわ
さの人になってしまった。 
Ｂ 私は無いと思うけど、何か言われているか
もしれない・・・ 
Ｄ 親族は誰もチェンマイでのロングステイに
賛成はしなかった。 
Ｂ 親族に聞いたの？ 
Ｄ 聞いたというか「行きます！」「行って来ま
す！」。賛成は無かったけど、子供夫婦と住んで
いるので法事や町内会行事などは子供に私たち

の役割を任せています。 
Ａ うちは町内会が無く、それに関連すること
はないので日本にいても煩わしいと思ったこと
はありません。 
誰も何も言わないけれど、「あら、良いわねー」
と言われることがあると、その言葉の裏側を考
えてしまうこともあります。 
Ｂ 私も一度言われた。「Ｂさん、すごい大金持
ちね！海外に長期で行けて！」。長期の方が安い
と言ってやりたい。 
Ａ やっぱり、ちょっと行きたいなーと思って
も本当に海外に行ける人は中々居ない。 
Ｃ 一歩が出ない人が多いですね。 
Ａ 一歩出る人は変わりもんと言うか・・・（笑） 
Ｃ 変わりもんよ！ 
Ｂ それはあるかもしれない。 
Ａ 多少我ままというか、踏ん切りがつかない
と難しいですね。色々なしがらみがあるから出
られない人も多いのでしょう。 
Ｂ お父さん、お母さん、孫の面倒をみる。大
体がそういう理由ですね。家族の面倒を色々な
形でみなければという気持ちは女性に強いです
ね。 
 
○チェンマイでの対人関係は？ 
Ｃ こちらに来て知り合った方々ばかりだから、
目的が一緒で付き合いやすいし、割り切って付
き合える良さがあります。 
Ｅ 人間関係はあまり深入りせずにお互い様！
適当にそこそこで適度な距離感で付き合ってい
るので良い関係です。生活する上で分からない
ことはサロン会などで他の人や支部長に聞いて
解決しているので困ることはありません。 
 
○困ることは？ 
Ｂ 車が増えて渋滞がチェンマイのあちこちで
発生していますね。ミマンヘミン通りは夕方動
かないよ。 
Ｃ チェンマイで交通事故に遭った日本人は横
断歩道を渡っていて、もう少しで渡りきるとこ
ろで跳ねられてしまった。 
Ｅ 怖いねー 
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Ａ 横断歩道や信号は信用できないから・・・ 
Ｃ 私は２回怖い思いをしています。道路を横
断しようとしていて車が止まってくれたので渡
ったら、停車していた車の横から別の車が来て
あと数センチのところで跳ねられそうになりヒ
ヤッとしました。 
Ｅ 特に、バイクに気を付けないと・・・ 
Ｃ チェンマイは車社会で車中心に動いていま
す。しかも、歩道が整備されていなくて、その
歩道に車が駐車していますからね。 
Ｄ 歩いていて何で歩道に車が置いてあるん
だ！歩道いっぱいに置いてあるので、歩いて邪
魔だし、歩道が車で通れないから車道を歩かな
ければならない。これってヘンよね！ 
Ａ 歩道の段差が大きいので３回くらい転んで
います。 
Ｅ エー、本当！ 
Ａ 歩道だから目的に向かって、サッサカサッ
サカ歩いていて、足の上がりが足りなくて転ん
でしまった。 
Ｃ 歩道の真ん中に木を植えてあったりして、
年配の人は歩くの大変ですね。 
Ａ 下向いて上向いて、前見て左右見て！ 
Ｃ 後ろも！後ろからパーと来られることもあ
るから怖いね。あとは犬！ 
Ｅ 犬は怖いね！ 
Ｃ 犬がいたので遠回りしたのにワンワンと追
いかけて来たのよ！あれは怖いです。 
主人がお菓子をやればいいじゃないかと言った
けど、毎回この人はお菓子をくれると待ってい
たら困る、そんなの嫌よ！ 
Ｂ ３月に入ると空気が汚れてくる。 
Ａ 今年はそんなに汚れていないみたい。ドイ
ステープが見えるし、最近は以前ほどひどくな
い感じがします。 
Ｂ 家の中にアリ来ない？今まで全然平気だっ
たのよ。ところが、パンを冷蔵庫の上にポンと
置いておいたの。それを夕方食べようと袋を開
けたら「びっくり！」中はアリだらけ！ 
Ａ すごいね！ 
Ｃ アリの巣は探しても分からない。 
Ｂ ここのアリはコンドミニアムの高いところ

まで入って来るし、噛まれるとしこりが残っ 
たりして大変ね。 
そして、蚊もすごい！外食に出掛けたりすると
屋外の方が風が通るし気持ちがいいけど蚊に刺
されてしまう。家の中でもきちんと網戸をして
おかないと入ってくるしね。 
Ｃ デング熱が怖い！おととし流行ったじゃな
い。 
Ｅ うちは一軒家に住んでいた時に毒蛇！こっ
ちは８割が毒蛇だそうです。毒蛇は奇麗なんで
すよ。黒とか黄色とかキレイなグリーンだとか。 
Ｃ 鮮やかなのね。 
Ｅ その鮮やかなのが出ました！大きいので１
メートル位で犬が追い詰めて主人が処分した。
あと、４･５０センチ位が結構出ましたね。草む
らにいるんで洗濯物を干す時は物干し台の下に
いないことを確認して干さないと危ないです。 
Ａ それは大変ね。太陽の下に危険がいっぱい
じゃない！ 
Ｅ もし咬まれると手足を切断することもある
ので、南国での一軒家に住む時は毒蛇対策が必
要ね。蛇が出たら主人は蛇が他にいってよそ様
に危害を与えると大変なので必ず処分します。 
 
○生活の利点は？ 
Ａ 日本にいると否が応でも、これまでの人間
関係や社会生活を引きずった生活になってしま
う。それはそれで良いけれど、ロングステイは
リセットし気分を変えることが出来る点が良い
ですね。 
Ｅ こっちで暮らすと家財はそんなに要らない
し、日本での物に溢れた生活から離れてシンプ
ルな生活を送れますね。 
Ｂ 物に溢れた生活から、シンプルライフをす
るのも悪くないわ！日本にいると捨てきれない
物が多いけど、チェンマイでシンプルライフを
経験すれば日本での生活も変える自信が付く良
い機会ということね。ロングステイで「シンプ
ルライフを楽しもう！」ですね。 
 
注：「ソンテウ」は小型トラックの荷台にベンチ
を縦に備えた作りの乗り合い自動車です。 
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◎換算レート：マレーシア１ＲＭ＝28円、チェンマイ1バーツ＝2.75円、フィリピン1ペソ＝1.8円　

ズレはあります。
物価が安いアジアの５都市を比較してみました。調査時のタイミングで多少の上下の

◎ＫＬコメント：日本人が買うようなものを調査、もっと安いものもあります。
　日本食材・オーガニックは日本と変わらないと思います。　　　　　　　　　
◎チェンマイコメント：野菜・果物は市場で買うともっと安く買えます。

KL・ペナン・チェンマイ・マニラ・セブの物価事情
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Ａ 横断歩道や信号は信用できないから・・・ 
Ｃ 私は２回怖い思いをしています。道路を横
断しようとしていて車が止まってくれたので渡
ったら、停車していた車の横から別の車が来て
あと数センチのところで跳ねられそうになりヒ
ヤッとしました。 
Ｅ 特に、バイクに気を付けないと・・・ 
Ｃ チェンマイは車社会で車中心に動いていま
す。しかも、歩道が整備されていなくて、その
歩道に車が駐車していますからね。 
Ｄ 歩いていて何で歩道に車が置いてあるん
だ！歩道いっぱいに置いてあるので、歩いて邪
魔だし、歩道が車で通れないから車道を歩かな
ければならない。これってヘンよね！ 
Ａ 歩道の段差が大きいので３回くらい転んで
います。 
Ｅ エー、本当！ 
Ａ 歩道だから目的に向かって、サッサカサッ
サカ歩いていて、足の上がりが足りなくて転ん
でしまった。 
Ｃ 歩道の真ん中に木を植えてあったりして、
年配の人は歩くの大変ですね。 
Ａ 下向いて上向いて、前見て左右見て！ 
Ｃ 後ろも！後ろからパーと来られることもあ
るから怖いね。あとは犬！ 
Ｅ 犬は怖いね！ 
Ｃ 犬がいたので遠回りしたのにワンワンと追
いかけて来たのよ！あれは怖いです。 
主人がお菓子をやればいいじゃないかと言った
けど、毎回この人はお菓子をくれると待ってい
たら困る、そんなの嫌よ！ 
Ｂ ３月に入ると空気が汚れてくる。 
Ａ 今年はそんなに汚れていないみたい。ドイ
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○生活の利点は？ 
Ａ 日本にいると否が応でも、これまでの人間
関係や社会生活を引きずった生活になってしま
う。それはそれで良いけれど、ロングステイは
リセットし気分を変えることが出来る点が良い
ですね。 
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注：「ソンテウ」は小型トラックの荷台にベンチ
を縦に備えた作りの乗り合い自動車です。 
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◎換算レート：マレーシア１ＲＭ＝28円、チェンマイ1バーツ＝2.75円、フィリピン1ペソ＝1.8円　

ズレはあります。
物価が安いアジアの５都市を比較してみました。調査時のタイミングで多少の上下の

◎ＫＬコメント：日本人が買うようなものを調査、もっと安いものもあります。
　日本食材・オーガニックは日本と変わらないと思います。　　　　　　　　　
◎チェンマイコメント：野菜・果物は市場で買うともっと安く買えます。

KL・ペナン・チェンマイ・マニラ・セブの物価事情
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Air Asia の本拠地マレーシア・クアラルンプ

ール（KL）の LCCT（ローコストキャリアター
ミナル）は、いつ行っても人、人で一杯です。
Air Asia のほとんどの機体には赤地に白抜きで
大きく  NOW  EVERYONE  CAN  FLY  
と書かれています。Air Asia の企業理念、創業
の理念でしょうか、東南アジアの人々に安い航
空運賃を提供し業容を拡大しています。昨年も
赤字が多い航空会社の中で増収増益との新聞記
事を読みました。最近では KL から羽田にまた
韓国のインチョンにも乗り入れています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Air Asia 機 

 
 
 
 
今年２月中旬からマレーシア・イポー市に滞

在していますが、KL から Air Asia で２月には
ベトナム・ホーチミンへ、３月にはインドネシ
ア・バリ島へ出かけました。ホーチミンへは昨
年 7 月に 1 人往復２０４RM（５６５２円）、バ
リ島へは昨年１１月に１５６RM（4１８０円）
のチケットを Air Asia のホームページから購
入しました。いずれも約 2 時間のフライト時間
でこの値段です。２つともプロモーションでホ
ーチミンへもバリへも１人片道４４RM（１２
２０円）でした。これに空港税と座席指定料な
どを加算したのが上記の値段です。他の航空会 
社にあるオイルサーチャージや航空保険料の請
求は Air Asia にはありません。このオイルサー
チャージと航空保険にはどうも納得がいきませ
ん。オイルサーチャージはオイル代が上がるた
びに利用者に転嫁されていますが、同じオイル
を大量に使っているトラック業界は荷主の理解
が得られないからと言ってやっていません。ま
た航空保険も然りです。保険料が高くなった分
を利用者に転嫁しています。航空業界は政治力
で利用者に負担を転嫁したのでしょうか。その
点でも Air Asia は企業努力でやり繰りしてい
るようで立派だと思います。 
一方ではコストの引き下げを図っていますの

で、多少の不便は辛抱しなければなりません。 
チェックインは出発５０分前にキッチリ終了

します。これはチェックインを終えた後に同じ
社員が搭乗口の業務に就くのが理由のようです。
1 人でいくつもの仕事を兼務しているようで、
スチュワーデスは機内の清掃もするとのことで
す。KL の LCCT では搭乗する飛行機まで空港
の建物から外に出て暑い中を歩いていき、蛇腹
ではなくタラップで乗り降りします。 
搭乗券はスーパーのレシートのような薄くペ

ラペラの紙です。もっとも LCCT 以外の空港で
は蛇腹での乗り降りでしたし、搭乗券は紙質の
良いものでした。座席は通常１５０人乗りを１
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会員からの投稿
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８０人乗りに増やしており前後の座席は少し狭
くなっていますので体格のいい人にとっては窮
屈かもしれません。機内サービスは無料のもの
はなく全て有料です。 
安いから安全性に問題があるのではとの懸念

については、マレーシア政府が他の航空会社と
同じ基準で監督しているので特に問題はないと
何かで読んだことがあります。 
私たち夫婦は赤いボディの Air Asia のファ

ンです。これからも早め早めにスケジュールを
たてて安いチケットをゲットしようと思ってい
ます。それと関西国際空港にも Air Asia が 1 日
も早く就航してくれることを願っています。 

2011 年 3 月 1 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Air Asia のチケット 
 
 
 
 
 
私は入会した翌年の６年前からチェンマイに

ほぼ毎年滞在しています。 
当初から２ヶ月、最近は３ヶ月です。最初は

会報や南国メールで先輩方が下見でも最低２ヶ
月は必要と言うアドバイスに従ったわけです。    
２ヶ月の場合はノービザで、３ヶ月の場合はツ
ーリストビザでということになります。 
ノービザで２ヶ月滞在の場合、最近は空路国

外に出て再入国が必要になります。ツーリスト
ビザの場合チェンマイのイミグレーションで３
０日の延長をして９０日の滞在が出来ますが、

折角なら外国に出れば旅行も出来るということ
で、この２年ほどはツーリストビザの６０日の
期限までにタイ国外に出ています。 
ルアンパバン（ラオス） 
６年前は、ノービザで２ヶ月でした。陸路メ

ーサイからミャンマーのタチレックにするか、
それとも空路国外に出るか迷っていました。チ
ャイマンションの部屋でＴＶを見ていたところ
ＮＨＫワールドの「世界遺産１００」でラオス
のルアンパバンをやっていました。これだと思
いました。 
隣のナコンピンコンドの１Ｆにはラオス航空

の事務所があります。早速行って切符を買いま
した。ゲストハウスの情報を聞きました。スタ
ッフの女性は７月の今はオフ・シーズンだから、
行けばいくらでもあると言うのです。 
まあ何とかなるだろうと７月末のある日チェ

ンマイ空港からラオス航空のＡＴＲ７２という
定員７０名程のターボプロップ機に搭乗しまし
た。乗客は全員が欧米人で東洋人は私だけでし
た。満席です。チェンマイとルアンパバン間は
毎日１便運航されています。 
飛行時間は１時間足らず。着陸前下を見ると

緑の木々の中に建物の赤や青の鮮やかな屋根が
点在する美しい街です。しかしラオス第２の都
会とはとても思えませんでした。 
空港は３、４０年前の日本のローカル空港並

みで、これでも国際空港かと驚きました。平屋
の空港ビルの向かい側にこれも平屋の免税店も
ありますが、品物もろくなものがありません。      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラオス航空機 
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チェンマイのツクツクと同じようなものを捕ま 
えました。５０ｃｃの原付バイク改造であると
ころが違います。 
町の中心で降ろされ、バックパックを担いで

宿を探すことになりました。メコン川沿いにゲ
ストハウスがあると情報を得ていたので歩き回
ります。暑いだろうとエアコンのついたゲスト
ハウスを探しますが、見当たりません。１時間
も歩き回ったでしょうか、やっと見つけて聞く
と今日は満室、明日は空いていると言います。
では明日から２泊するのでと予約し、今夜の宿
を紹介してくれるよう頼みました。 
紹介された近所のゲストハウスはエアコンな

し、ファンのみでした。しかし実際は、メコン
河沿いは、夜は涼しくエアコンは要らなかった
のです。又ゲストハウスには貸し自転車があり、
１日１ドルでした。貸し自転車屋は他にもある
ので、２ドルのマウンテンバイクを借りればよ
かったと思いました。メコン河沿いから街の目
抜き通りまでは登りになるからです。 
通貨はキップですが、ほとんどドルなので、

１ドル札にして持って行ったほうがいいかもし
れません。ゲストハウスの支払いはバーツでも
ＯＫでした。 
宿で自転車を借りて街にある旅行代理店に行

きツアーを申し込みました。メコン河を遡り、
パクオウ洞窟の中に４，０００体もの仏像を見
に行くツアーと、クワンシーの滝に行くものが
あります。お勧めだと言うのでクワンシーの滝
に行ったのですが、パクオウ洞窟のほうが良か
ったと思いました。欧米人は水着を取り出し、
早速滝つぼに入り泳ぎ始め、中には滝をよじ登
る人もいます。水はメコンと同じで茶褐色で見
た目では日本人には気乗りがしません。私は、
水着はないので、一緒になったカナダ人の荷物
の番をしながらビールを飲んでいました。ラオ
ス唯一のビア・ラオはタイのシンハーより上だ
と思います。 
１２人乗りのマイクロバスは砂利道を街に帰

ります。舗装があるのは市内だけです。 
次の日は王宮跡の博物館見学とメコン川に落

ちる日没を眺めるためにプーシーの丘に登りま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プーシーの丘から見たルアンパバン市街 

 
した。丘の上からルアンパバンの箱庭のような
街並みが見渡せ絶景です。王宮は革命が起こっ
たとき王と家族は着の身着のままで逃げ出した
らしく、その時そのままが博物館になっている
のでした。日本の皇室から贈られた磁器も飾ら
れています。一人のガイドがフランス語で説明
しており、ここはかって仏領だったことを思い
出しました。 
目抜き通りの建物はヨーロッパ風です。白壁

には１９３７などと書かれています。建造年を
示すもので私と同年齢です。シロアリの被害に
苦慮していると聞きました。 
２泊したゲストハウスは、オフシーズン料金

で１泊１５ドル（オン・シーズン２０ドル）、清
潔でした。１泊目のファン付ゲストハウスは５
ドルです。英語カレッジの学生の息子が夏休み
で手伝っており、他の欧米人ではなくもっぱら
私に話しかけて来ました。 
ここの人たちも親日であることがはっきり分

かりました。先の戦争でアジアの人達は反日だ
と左翼の人達は宣伝して来ましたが、嘘である
ことが分かります。相変わらずの反日は東アジ
アの２又は３カ国だけです。 
たまたま首都ビエンチャンでアジアサミット

が開催されてＴＶで実況をしておりました。彼
は私に小泉首相を指差し Japanese President と
言います。私は No, he is the prime minister.
と訂正しました。又 I like Japanese girls be-
cause they are pretty.と言います。Someday I 
want to go to Japan.と彼を訪ねてきた友人と共
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に私に言いました。友人のほうは日本語を勉強
していて、日本の建設会社の仕事をしたことが
あると言っていました。私はそれだけ熱心だっ
たら必ず日本にいけるだろうと励ましました。
ともかく３泊した間、何時も話し相手になって
くれた彼は今どうしているかと時々思い出しま
す。 
中国の進出が著しく、かつ上流のやはり中国

での取水でメコンの水位の低下などの悪影響を
受けていると聞いています。 
夕食はメコン川沿いの椰子の木を利用して設

えられたオープンレストランでゆったり流れる
メコンを眺めながら摂りました。ある夜、ショ
ートステイしているイギリス人と食事を共にし
ました。 
タイを経由してきたが、ここが１番ゆったり

出来ると言います。私がこれからチェンマイに
帰ると言うと、自分が滞在した、チェンマイか
ら３時間ほどのパーイに行ってみないかとゲス
トハウスも教えてくれました。その後実際にア
ーケード、バスセンターからバスに乗ってパー
イ、メーホンソンに行ってきました。 
ルアンパバンもあるいは最近様変わりかもし

れませんが、ラオ人の優しさはタイ人以上なの
で変わって欲しくないと今も思っています。 
ルアンパバンに行くには、北タイのチェンコ

ーに行き、川を渡ってフエサイからボートに乗
ってメコンを下る方法もあります。スピードボ
ートと途中１泊のスローボートがあります。ス
ピードボートは危険だと聞いています。 
私が撮ったルアンパバンの写真がありません。

デジカメのメモリ・メディアをチェンマイに帰
ってネットカフェでＣＤにコピーを依頼したの
ですが、店員がミスをして、ＣＤは空だったこ
とは帰国してから分かったのでした。後の祭り
とはこのことです。この時ＰＣは持参して行か
なかったのです。再訪するしかありませんが、
未だ果たしておりません。 
６年前のこの時は、今はマッサージ店になっ

ているセンタン前のネットカフェにほぼ毎日通
い、ブログのアップと１０日間滞在で帰国した
妻へスカイプ電話をかけたものでした。ソンテ

オもネットカフェも１０バーツの時代でした。 
アンコールワット、バリ（ウブド）往復 
１昨年はカンボジアのアンコールワット、昨

年はバリ（ウブド）を往復しました。アンコー
ルワットはアジア随一の噂に違わず一見の価値
がある所でした。 
ウブドでは日本人のロングステイヤーに偶然

お会いしお住まいに行き話を伺う機会がありま
した。ロングステイ適地かと言うと住まいと滞
在ビザの点で疑問が残ります。しかし観光旅行
にはうってつけだと思いました。又９月のウブ
ドは涼しいことが嬉しいことでした。 
いずれもＬＣＣエア・アジアの切符を日本出

発前にプロモーションを利用して購入して行き
ました。エア・アジアは６年前以来１０フライ
ト以上飛んでおり、私はお得意様です。今年も
羽田→クアラルンプール→チェンマイと飛び、
チェンマイからプーケット往復しようと思って
います。 
いずれにしても海外（東南アジア）滞在中に

その国内、あるいは海外へ旅行するのは、旅費
と宿泊費が大変安いと言う大きなメリットがあ
ります。例えばチェンマイからバリを往復した
場合、日本から格安ツアーで行く場合の半額以
下で可能です。 
アンコールワットとバリは行った人も多いと

思ったので、ルアンパバンを中心にしました。 
 
 
 
 

 
ゴルフばかの私はリタイヤーしたら夫婦そろ

っていろいろな所でゴルフをするのが夢でした。
それには、まず私がコンスタントに 100 が切れ
て、練習嫌いの幸子が皆と一緒に回れるように
成ることが出来れば・・・・ゆったりとコース
を回りながら、スキルアップが出来れば良いな
あと思っていました。 
2010 年 1 月、8 月末のリタイヤーにむけて準

備を始めました。数年前にチェンマイで鈴木通
弘さん（南国・会員番号 909）から聞いた「ゴ
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チェンマイのツクツクと同じようなものを捕ま 
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アの２又は３カ国だけです。 
たまたま首都ビエンチャンでアジアサミット

が開催されてＴＶで実況をしておりました。彼
は私に小泉首相を指差し Japanese President と
言います。私は No, he is the prime minister.
と訂正しました。又 I like Japanese girls be-
cause they are pretty.と言います。Someday I 
want to go to Japan.と彼を訪ねてきた友人と共
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ともかく３泊した間、何時も話し相手になって
くれた彼は今どうしているかと時々思い出しま
す。 
中国の進出が著しく、かつ上流のやはり中国

での取水でメコンの水位の低下などの悪影響を
受けていると聞いています。 
夕食はメコン川沿いの椰子の木を利用して設

えられたオープンレストランでゆったり流れる
メコンを眺めながら摂りました。ある夜、ショ
ートステイしているイギリス人と食事を共にし
ました。 
タイを経由してきたが、ここが１番ゆったり

出来ると言います。私がこれからチェンマイに
帰ると言うと、自分が滞在した、チェンマイか
ら３時間ほどのパーイに行ってみないかとゲス
トハウスも教えてくれました。その後実際にア
ーケード、バスセンターからバスに乗ってパー
イ、メーホンソンに行ってきました。 
ルアンパバンもあるいは最近様変わりかもし

れませんが、ラオ人の優しさはタイ人以上なの
で変わって欲しくないと今も思っています。 
ルアンパバンに行くには、北タイのチェンコ

ーに行き、川を渡ってフエサイからボートに乗
ってメコンを下る方法もあります。スピードボ
ートと途中１泊のスローボートがあります。ス
ピードボートは危険だと聞いています。 
私が撮ったルアンパバンの写真がありません。

デジカメのメモリ・メディアをチェンマイに帰
ってネットカフェでＣＤにコピーを依頼したの
ですが、店員がミスをして、ＣＤは空だったこ
とは帰国してから分かったのでした。後の祭り
とはこのことです。この時ＰＣは持参して行か
なかったのです。再訪するしかありませんが、
未だ果たしておりません。 
６年前のこの時は、今はマッサージ店になっ

ているセンタン前のネットカフェにほぼ毎日通
い、ブログのアップと１０日間滞在で帰国した
妻へスカイプ電話をかけたものでした。ソンテ

オもネットカフェも１０バーツの時代でした。 
アンコールワット、バリ（ウブド）往復 
１昨年はカンボジアのアンコールワット、昨

年はバリ（ウブド）を往復しました。アンコー
ルワットはアジア随一の噂に違わず一見の価値
がある所でした。 
ウブドでは日本人のロングステイヤーに偶然

お会いしお住まいに行き話を伺う機会がありま
した。ロングステイ適地かと言うと住まいと滞
在ビザの点で疑問が残ります。しかし観光旅行
にはうってつけだと思いました。又９月のウブ
ドは涼しいことが嬉しいことでした。 
いずれもＬＣＣエア・アジアの切符を日本出

発前にプロモーションを利用して購入して行き
ました。エア・アジアは６年前以来１０フライ
ト以上飛んでおり、私はお得意様です。今年も
羽田→クアラルンプール→チェンマイと飛び、
チェンマイからプーケット往復しようと思って
います。 
いずれにしても海外（東南アジア）滞在中に

その国内、あるいは海外へ旅行するのは、旅費
と宿泊費が大変安いと言う大きなメリットがあ
ります。例えばチェンマイからバリを往復した
場合、日本から格安ツアーで行く場合の半額以
下で可能です。 
アンコールワットとバリは行った人も多いと

思ったので、ルアンパバンを中心にしました。 
 
 
 
 

 
ゴルフばかの私はリタイヤーしたら夫婦そろ

っていろいろな所でゴルフをするのが夢でした。
それには、まず私がコンスタントに 100 が切れ
て、練習嫌いの幸子が皆と一緒に回れるように
成ることが出来れば・・・・ゆったりとコース
を回りながら、スキルアップが出来れば良いな
あと思っていました。 
2010 年 1 月、8 月末のリタイヤーにむけて準

備を始めました。数年前にチェンマイで鈴木通
弘さん（南国・会員番号 909）から聞いた「ゴ

ニュージーランド・ワンガマタ 
Golf , Golf and Golf  

関東甲信越支部 №281 梶村真一 村松幸子 



37

ルフ三昧をするならニュージランド・ワンガマ
タですよ」との言葉を思い出し。チェンマイの
鈴木通弘さんへの連絡方法をお聞きしたく、大
阪のご自宅に電話をしました。その折、弟の鈴
木康央さんからワンガマタのこと懇切丁寧に教
えていただき、よしワンガマタに行こうと決心
をしました。例年なら「兄弟で 10 月から 2 カ月
半程度ワンガマタに行くのだが本年は、2011 年
春にニュージーランド南島のゴルフツアーを計
画しているのでワンガマタには行かない」との
事でした。しかし、その後、中富御夫妻も参加
されるということで鈴木通弘さんが予定を変更
してくださり総勢 6 名でのワンガマタ行きが決
まりました。 
鈴木通弘さんに何から何まで計画してもらい、

9月28日オークランドに集合しワンガマタに向
かいました。 
★ニュージーランド・ロングステイ；滞在日数
109 日、ゴルフ 81 ラウンド、回ったゴルフコー
ス 11。途中、北島を 2 回にわたって約 3 週間の
観光旅行をしました。 
★ワンガマタの概要；オークランドの南東 150
ｋｍに位置し多くのホリデーハウスが建つ通常
時人口 4,000 人、クリスマスから１月のトップ
シーズンには人口が40,000人に増えるニュージ
ーランドの人達にとっての憧れのリゾート地。 
海岸線が大変きれいでクルージング・フィッ

シング・サーフィン・・・マリンスポーツのメ
ッカです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

またゴルフが大変盛んでゴルフ場はワンガマ
タゴルフクラブに所属するチトキ・コース（18
ホール 5360 メーター・パー70）とウイリアム
ソン・コース（９ホール 3534 メーター・パー
30）があります。 
★ゴルフの為の費用；ニュージーランドのゴル
フ場のシステムは日本と全く異なります。 
メンバーになるには１年間分のメンバーフィ

ー（650NZ＄）を払うことで OK です。我々の
ように 2，3 カ月滞在する場合は、6 か月のサマ
ーメンバーという制度があり約半年分のメンバ
ーフィー（2010 年 345NZ$、2011 年 370NZ$）
をはらうだけで、滞在期間中チトキコース・ウ
イリアムソンコースともに何回プレーしてもグ
リーンフィー、入場料、税金等、全く必要あり
ません。 
その他かかった費用は、トランダー（手引き

カート）の購入費・・・約 70NZ＄、ボール拾
い（川の中に落ちたボールを拾うため）・・・40NZ
＄、毎週、３回くらいあるいろいろなコンペの
参加費（１回 4NZ＄から 20NZ＄ 参加・不参
加は自由ですが）その他のゴルフ場でのビジタ
ーフィー（15 から 40NZ$） 
★ハンデキャップ；ニュージーランド国内すべ
てのコースでオンライン化された共通のハンデ
キャップシステムがあります。ニュージーラン
ド国内の何れかのコースのメンバーになりカー
ドを 10 枚提出すると仮ハンデがもらえ、さらに
合計 20 枚以上提出すると正式のハンデがもら
えます。仮ハンデを持てばいろいろなコンペに
参加できます。また、他のコースに行った時は
アフリエイテッドという資格でグリーフィーが
割引になり、またビジターでもいろんなコンペ
に参加できます。ハンデキャップの更新は２週
間に１回あります。 
コンペ；多くの場合ステーブルフォードとい

う計算方式で競技が行われます。このステーブ
ルフォードの良いところは加点法なので 1、2
ホール大たたきをしてもそのホールのポイント
が 0 になるだけなので、最後まで諦めることな
く頑張れることです。 
★目標達成；真一 100 を切ること達成できまし
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た。幸子ゴルフらしくなりました。  
最初のハンデ 31 が 19 ベスト 83（パー70） 

ハーフ・ベスト  37（パー36）幸子・・・最
初のハンデ 46 が 35 ベスト 99（パー71）はハ
ーフ・ベスト 45（パー35）でした。  
★アコモデーション；いわゆるトップシーズン
は１泊の値段しか表示されていないほど宿泊費
は高いのですが、12 月の中旬まではかなりリー
ズナブルな価格です。 
今回は、ホームステーと 1 戸建てを借りたの

ですがホームステーが約 50 ドル/1 泊 2 食、3
ベットルームの 1 戸建てで１週間 250NZ$でし
た（12 月 11 日まで） 
町の中心にあるアパートメントホテル（PACIFIC 

RISE）２ベットルームで 2011 年 9 月から 12 月
20 日以前（トップシーズンを外した条件）、3
か月滞在で 300NZ$/１週間 で OKと言ってい
ました。 
★その他；食事は町のスーパーで米、醤油その
他たいていのものは調達可能。オークランドの
日本食スーパーに行けば全てあります。 
魚釣り、近くの海岸で入れ食い（べらの一種、

刺身、煮つけ Good）貝拾い 
★総括；ニュージランド・ワンガマタ・ゴルフ
三昧、大変良かったです。北島でのゴルフ適地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

はいろいろ有ります。時期としては 10 月 1 日か
ら、12 月 20 日ごろまでが良いと思いました。
理由；サマーメンバーが 10 月 1 日から始まるこ
と、クリスマスから新年にかけてのアコモンデ
ーション・交通機関が混む事、ビザ・滞在延長
の必要がない日数。 
今年は 9 月 16 日に成田発に入り、今回旅行出

来なかった場所を回ったのちタウランガ（ワン
ガマタから南に約１００ｋｍ）に行き 12 月 15
日帰国しようと思っています。 
 今回のすばらしいワンガマタに連れて行っ

て下さった、鈴木御兄弟をはじめ、同行下さっ
た中富御夫妻、温かく接して下さったワンガマ
タのみなさま感謝、感謝、感謝です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～街角ＳＰＯＴ～ 
ミント・トラベル（Mint Travel）＝チェンマイ＝ 

代表者はタンヤラック・ピンヨナット
（Thanyalak Phinyonat）さんという清々
しい女性です。営業内容は観光、航空券、
ホテル、スパ＆ゴルフ、車のレンタル等を
行っています。事務所はアマリ･リンカム・
ホテルにありますが、ホテルの建替えによ
り近隣に移転する予定です。ご主人は南の
会会員の頼もしい味方！皆さんご存知のジ
ョンさんです。 
ジョンさんは K.K.トラベルを辞めてミン
ト・トラベルに専念するそうです。南の会
の会員のリクエストには以前と同様に応えてくれます。ジョンさんの連絡は従前どおりです。 
Tel：０８１－７９６－５６８２ E-mail：cnxtour@yahoo.co.jp 
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シング・サーフィン・・・マリンスポーツのメ
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またゴルフが大変盛んでゴルフ場はワンガマ
タゴルフクラブに所属するチトキ・コース（18
ホール 5360 メーター・パー70）とウイリアム
ソン・コース（９ホール 3534 メーター・パー
30）があります。 
★ゴルフの為の費用；ニュージーランドのゴル
フ場のシステムは日本と全く異なります。 
メンバーになるには１年間分のメンバーフィ

ー（650NZ＄）を払うことで OK です。我々の
ように 2，3 カ月滞在する場合は、6 か月のサマ
ーメンバーという制度があり約半年分のメンバ
ーフィー（2010 年 345NZ$、2011 年 370NZ$）
をはらうだけで、滞在期間中チトキコース・ウ
イリアムソンコースともに何回プレーしてもグ
リーンフィー、入場料、税金等、全く必要あり
ません。 
その他かかった費用は、トランダー（手引き

カート）の購入費・・・約 70NZ＄、ボール拾
い（川の中に落ちたボールを拾うため）・・・40NZ
＄、毎週、３回くらいあるいろいろなコンペの
参加費（１回 4NZ＄から 20NZ＄ 参加・不参
加は自由ですが）その他のゴルフ場でのビジタ
ーフィー（15 から 40NZ$） 
★ハンデキャップ；ニュージーランド国内すべ
てのコースでオンライン化された共通のハンデ
キャップシステムがあります。ニュージーラン
ド国内の何れかのコースのメンバーになりカー
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合計 20 枚以上提出すると正式のハンデがもら
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★目標達成；真一 100 を切ること達成できまし
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た。幸子ゴルフらしくなりました。  
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20 日以前（トップシーズンを外した条件）、3
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はいろいろ有ります。時期としては 10 月 1 日か
ら、12 月 20 日ごろまでが良いと思いました。
理由；サマーメンバーが 10 月 1 日から始まるこ
と、クリスマスから新年にかけてのアコモンデ
ーション・交通機関が混む事、ビザ・滞在延長
の必要がない日数。 
今年は 9 月 16 日に成田発に入り、今回旅行出

来なかった場所を回ったのちタウランガ（ワン
ガマタから南に約１００ｋｍ）に行き 12 月 15
日帰国しようと思っています。 
 今回のすばらしいワンガマタに連れて行っ

て下さった、鈴木御兄弟をはじめ、同行下さっ
た中富御夫妻、温かく接して下さったワンガマ
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～街角ＳＰＯＴ～ 
ミント・トラベル（Mint Travel）＝チェンマイ＝ 

代表者はタンヤラック・ピンヨナット
（Thanyalak Phinyonat）さんという清々
しい女性です。営業内容は観光、航空券、
ホテル、スパ＆ゴルフ、車のレンタル等を
行っています。事務所はアマリ･リンカム・
ホテルにありますが、ホテルの建替えによ
り近隣に移転する予定です。ご主人は南の
会会員の頼もしい味方！皆さんご存知のジ
ョンさんです。 
ジョンさんは K.K.トラベルを辞めてミン
ト・トラベルに専念するそうです。南の会
の会員のリクエストには以前と同様に応えてくれます。ジョンさんの連絡は従前どおりです。 
Tel：０８１－７９６－５６８２ E-mail：cnxtour@yahoo.co.jp 
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前回（２００８年）のＬＳ視察旅行に参加し
て、その時の感動と、ご一緒された皆さまとの
連帯感も生まれました。その後の、サロン会や
チェンマイのＬＳでは、顔なじみの皆様とコミ
ニュケーションもよく取れて楽しいＬＳ生活と
定年後を過ごしています。私の経験から、なか
なかバリ島などに行く機会がなくチャンスがあ
れば行きたい、そしてその後のＬＳに大いに役
立てたいとの声を聞いて、やらなければ良いの
に、「皆さんバリ島にいきませんか！」と声をか
けたのが２０１０年の６月、全国の会員の皆様
にお声をかけメールのやり取りをしてやっと最
少遂行人員の 11 名になり５泊７日（2011 年 3
月 7 日～3 月 13 日）のバリ島視察ツアーが実行
されました。 
そんな訳で、今回の参加メンバーは関東支部

７名、関西支部４名の総勢 11 人で尚且つ成田か
らはＹご夫妻と男性３名の５人、関空からは女
性２名、マレーシアのペナンからはＴご夫妻、
マレーシアのイポーからはＫご夫妻とバリ島デ
ンパサール国際空港に現地集合となりました。 
時間差もあり、到着順にクタのラマビーチリ

ゾート＆ヴィラホテルにチェックイン、初対面
は５日間お世話になったホテルのロビーでした。
現地ＬＳ中の小林繁之様も参加されての和やか
な雰囲気で視察ツアーがスタートしました。視
察ツアーと言ってもほとんどの方が初めてのバ
リ島ということもあり、視察などと堅いことは
無しにしてバリ島を存分に楽しみましょう！感
激しましょう！ 
初めての夕飯はインドネシア料理でレゴンダ

ンスを鑑賞しながらの自己紹介で初日からビン
タンビールで盛り上がりました。 
 
＝視察初日＝ 
まず LS で気になるのは病気の事、本日は病

院の視察からです。BIMC 病院は市内にあり、

日本語対応できる病院です。日本人スタッフか
ら説明があり、質疑応答後は院内を見学しまし
た。きれいな病院で問題はないが、重病は無理
かな？病院側からは必ず海外旅行保険に入って
きてくださいとの事でした。救急で診察し、一
晩泊ると医療費が５万円～７万円位になるそう
です。もちろん救急車は有料だそうです。ただ
し、良いのは病院をたらいまわしにされること
はないそうです。救急車に医者が乗ってそこで
治療を始まるそうです。 
観光はインドネシアが世界に誇る観光地バリ

島、神々の島、バリヒンズー教の幻想的・神秘
的な世界、神々が降臨する寺、日常生活に神々
が生きているバリ人の生活など、ガイドブック
で見てきた、読んできた世界を自分の目で確認
する日でした。 
15 人乗りのバスで現地ガイド付の観光はキ

ンタマーニ高原とバトゥール湖、ゴアガジャ洞
窟遺跡、ウブド、テガランの棚田そしてウルワ
ツ寺院の夕陽を背景にケチャックダンス鑑賞。
５０人余の上半身裸の男がチャカチャカチャカ
チャと踊るケチャダンスは初バリの方々には強
烈な印象を与えたと思います。夕飯はジンバラ
ンビーチで海鮮料理です。 
海岸の砂浜の上でロブスター1匹、かに1匹、

魚 1 匹、貝 3 個を丸焼きにした料理イカンバッ
カールを豪快にビンタンビールで食べました。
流しのバンドの皆さんにスキヤキソング、スバ
ル、ブンガワン・ソロをリクエストして本当に
楽しい時間をすごしました。残念なことに雨季
の為、南十字星は見えませんでした。 
 
＝視察２日目＝ 
ホテルの朝食は７時からですが、それぞれの

ご夫妻が仲良くゆっくり食事をしていたのが印
象的です。何十年か前の新婚旅行を思い出しな
がら、ひと時を過ごされていましたね？私は同
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室のＭさんと毎日ご一緒させてもらいましたが
Ｍさんはとても８０歳には見えない若さで食欲
もあり朝８時～夜９時頃までの日程を難なくこ
なしていました。若いですね、海外に行く機会
があればまだまだ参加したいとの事です。 
前夜に降った雨が朝日に映えホテルの南洋の

木々を濡らし、プルメニアの花など一段と奇麗
になった落ちついたホテルの庭園でした。今日
はまずバリ島の代表的な踊りバロンダンスを見
物しました。ガメランの音色にうっとり、善と
悪の終わりなき戦いに思わず引き込まれ、あっ
という間に１時間のステージが終了しました。
大勢の観光客で賑わっていましたが、私たちの
すぐ後ろはタイからの女子大生風の女性とコッ
プンカップでご挨拶。チェンマイＬＳが役立っ
ています？その後は長期ＬＳ用のホテルを２つ
見学させてもらいました。 
◆サヌール海岸地区の「サワィステイカ・ヴァ
ンガロー」８２室プール付 
スタンダード 1 日６０万ルピア（６千円）朝

食付：１ヶ月で１３万円  
海岸まで５００ｍ、スーパーまで１００ｍで

環境は良い。 
部屋はスタジオタイプでバスタブ無し温水シ

ャワーのみ。ＴＶはＮＨＫプレミアム可。 
◆サヌール地区の「プリクラパ・コテージ」４
８室 バスタブ無し・温水シャワーのみ 
スタンダード１ヶ月で１３５千円朝食付：Ｔ

Ｖは無、プール有り。 
どちらもキッチンはついていません。値引き

交渉の余地はあるそうです。 
 
今日のお昼は長期ＬＳした時に利用する大衆

食堂でのランチをトライしました。大きな通り
に面した定食屋「ワルン・ポジョ」の食事は外
国人にも衛生的で問題ない食堂です。もちろん
日本人も問題ありませんが、やはりお値段はち
ょっと高め、果物がついて５００円ランチでし
た。内容はインドネシア風焼きそば、焼き飯、
空芯采の炒め物、焼き魚、鳥のから揚げ、イカ
の甘辛炒めなどが付いたものです。まったく問
題ありません。その他一品料理でバッソーやク

アなどもあり利用できそうです。お昼は混んで
いました。品の良い現地の人が多く、やはりち
ょっと高めの食堂でした。もっと安いところは
沢山ある。 
 
地元スーパーマーケットへお買物に行きまし

た。果物などは充実しています。ここでお土産
に使うバリコーヒー、ジャワティーを買いまし
た。物価はビール大瓶が２２０円、缶ビールは
１５０円、米１０ｋｇで５００円～９００円（米
は年３回収穫できる）。ガソリンは国の補助もあ
って１リッター４０円・・・安い！国策！但し、
ビール大瓶の値段はレストランで飲むと約４５
０円、５５０円、６５０円とまちまち（税込２
１％）。一番の関心ごとゴルフ料金は・・・高い！
クタエリアから１時間のところは１８ＨでＧフ
ィー、キャディーフィーで１８，０００円位、
２時間以上かかるゴルフ場でも１５，０００円
位だそうです。 
ゴルフ場は良いコースですが、一般大衆がや

れる料金ではありません。９ホールで料金が半
分位のコースがバリビーチホテルにありますが、
欧米人と現地インドネシア人で混んでいるそう
です。ゴルフ料金を聞いたときにバリ島ＬＳは
私には無理だ！と・・・ゴルフ目的には全く向
いていません。（お金のある人は全く問題ありま
せんが）でも、それ以上のバリ島の良さはきっ
とあるはずなのだ。 
もう何年もバリ島に住み、現地の方々と生活

を共にして、日本人らしくなく、すでにバリ人
化している？現地会員の小林繁之様のご自宅見
学に全員で押しかけて貴重なお話をたくさん聞
きました。クタ地区から車で４０分バリ島のカ
ンプン(田舎）、チャングーという地区に小林邸
は有ります。タナロット寺院のちょっと南の地
区です。 
３年前に訪問した時とは、周りの環境に大き

な変化があり、あちこちでヴィラの建築ラッシ
ュでコンビニなどもオープンしていました。ご
自宅はバリ島独特の割れ門を入ると母屋２階建
４部屋が正面に左側にプールとダイニングキッ
チン、右側にマッサージ室を兼ねた東屋風くつ
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ろぎルームがあり、自宅から徒歩５分位でバリ
島の波乗りのメッカの海岸に出られます。 
小林さんが使用している部屋は１つで残り３

部屋がお客様用として広いスタジオタイプの部
屋になっており、バスタブ付きツインベッドと
応接セットがあり長期滞在するには便利な作り
です。 
バリ島に芸術の勉強に来る人や語学の勉強に

来る人などに部屋をお貸ししているそうです。
南の会の会員さんにもお貸しするそうですから、
直接メールでやり取りしてください。 
但し、小林邸の周りにはネオン街はなく、自

然がいっぱいです。ゆっくり欧米人型の休暇を
過ごせる方にお勧めです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小林氏のお宅にて 
 
＝視察３日目＝ 
フリーの日があり各人がそれぞれ出かけて行

きました。タクシーも多く、ガイド付きで１日
チャーターして５０００円弱で行った方もいま
した（日本からネットで申込み）。現地だと８０
００円。私は８０歳のＭさんとクタ地区のジャ
ランジャランです。（散歩）クタ海岸を歩き、ク
タスクエアーショッピングプラザを目指して歩
きました。バリ島一の繁華街でお店はいっぱい
ありますが、よく見ると若い日本の女性ばかり
でした。この時期は卒業旅行の季節で両手にい
っぱい買物をしていました。私たちの年代にな
ると買いたいものがなく、物欲がなくなります
ね、お土産を見てまわり、お腹がすいたお昼に
は久々の和食料理を食べにホテルの日本料理店

に入り刺身定食を食べました。５５０円のお得
なランチです。 
夕方からバリ島のみならず世界で夕日の美し

いポイントのタナロット寺院に向かいました。
途中、タマン・アユン寺院も見物し神々が降臨
するにふさわしい黄昏どきの神秘的な光景を眺
めるために全員納得のビューポイントタナロッ
ト寺院、インド洋越しにジャワ島がかすみ、真
っ赤な太陽が落ちて行く・・タナロット寺院・
すんばらし～ 
ここの物売りは悪名高いキンタマニーとは違

い女子大生風の売り子でついつい絵ハガキなど
を買った人もいたかな。夕飯はヌサドゥア地区
のイタリアン料理、ちょっと有名なレストラン
みたいで混んでいましたね。ここのスタッフは
ともかく明るいノナ・マニス(可愛い娘)でした。
高台のこのレストランからは街の灯かり、イン
ド洋がかすかに見えすばらしい夜景でした。 
 
＝視察４日目＝ 
ブサキ寺院へ。バリ・ヒンドゥ教の神々を祀

る神聖な雰囲気に満ちた複合寺院、バリ・ヒン
ドゥ教の総本山。美しい１１層の屋根が並ぶす
ばらしい寺院でしたが、霊峰アグン山が雲の中
で見られなかったのは残念。人気のウブド王
宮・パサールウブドの見物、スーパーマーケッ
トに寄り人気のセッケンを皆で買い占めました。
そしてホテルに帰る車中で現地ツアーガイドよ
り、今日、東北地方で大きな地震が発生した事
を知らされました。 
ホテルに帰るとすぐにＮＨＫ・ＴＶで信じら

れない津波の放送を見て驚き、すぐに日本に電
話したが全く通じませんでした。他の方に日本
からメールが届き東京の被害はそんなにないと
聞き安心しましたが、今度は帰りの心配がでて
きました。 
成田は降りられるのか、成田から東京方面の

交通手段はあるのか・・・飛行機がとばない場
合のホテルはどうするのか・・・飛行機代は追
加料金がかかるのか心配だー。宿泊場所は小林
様からご自宅をご自由に使って下さいとのあり
がたい申し出があり安心しました。旅行会社か
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ら帰国便が変更になっても飛行機代の追加はな
いとのことで安心しました。最後はそんなこん
なでバタバタしましたが、どうにかこうにか帰
国できました。 
バリ島の楽しみ方は色々ありますがチェンマ

イ生活と比べるとやはりコストは高い、バリ島
の日本人は若い旅行者が断然多い。バリ人が日
本人を見る目も旅行者。（４日～５日で帰ってい
く！） 
短い期間の視察観光旅行ではあったがＬＳに

向いているかと、問われれば観光には良いとこ
ろですよと答えます。食べ物は油で揚げた料理
が多い。日本人にもなじみの焼きそば（ミゴー
レン）チャーハン（ナシゴーレン）毎日は飽き
ます。鳥のから揚げ（アイアムゴーレン）サラ
ダ（ガドガド）魚のから揚げ（イカン ゴーレ
ン）串焼き（サテ・アイアム、カンビン、バビ）。 
たった１週間でＬＳが良いとか向いてないと

かではなく、個人差もありますので、まずは短
期でバリ島～ジャワ島を旅行してみてください。 
良いとこですよ、またバリ島には小林繁之様と 
 

いう強い味方が南の会の会員さんがいます。小
林さんが面倒見ますよと、おっしゃっています。 
１週間の視察ツアーでしたがメンバーさんに

も恵まれて楽しい時が過ごせました。南国暮ら
しの会の皆様はどこから集まろうが初対面でも
すぐに打ち解け楽しい旅行になります。参加さ
れた皆様本当にありがとうございました。 
３年たったらまたやろうかな・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バリ視察旅行 

ワットシェントーン・ルアンパバン ボロブドール

会員からの投稿写真
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旅日程と VISA 
 '05.（平成１7 年）2.25（金）アルゼンチン
のリオ・ガジェゴスから航空機で、世界最南
端の街ウシュアイアへ。ここに 4 日間滞在の
後、航空機で、首都ブエノスアイレスへ。 
 7 日間滞在の後、3 月 7 日（月）豪華バスに
乗り、イグアスの滝（アルゼンチン→ブラジ
ル）へ。 
 3 月 10 日（木）滝見物を終えた後、ブラジ
ルイグアスよりサンパウロ経由で、ロスアン
ゼルスへ。3 日間滞在後、日本（成田）へ。 
アルゼンチンは３か月間 VISA 不要。 
ブラジルは要（ブラジル入国後、簡単に取

得可、入国前にアルゼンチンでも所得可）。 
  
世界最南端の街（ウシュアイア）へ 
 05.2.25（金）（平成 1７年）シーズン中で、
込み合い、やっと手にしたウシュアイア行き
航空券（アルゼンチン航空）130P（4,768 円）
は、当日の午後７時１４分発のため、急ぎ宿
泊ホテルをチェックアウトして空港に駆けつ
ける。せかせかと飛び乗った飛行機の中で、
昨日から私と先を競ってバスだ！飛行機だ！
と飛びまわった年配のオーストラリア人も乗
っていた。   
彼は、私を見つけると親しげな笑顔を見せ

て「自分はオーストラリアで牧畜の仕事をし
ている農家で…。」と自然が相手の牧畜の苦労
話などをしてくれた。 
簡単な機内食を取っている間、飛行機は真

っ黒なマゼラン海峡を飛ぶこと約 1 時間、小
雨降る寒い寒いウシュアイア空港に午後８時
３０分到着した。 
 ウシュアイアもご多分に漏れず、ホテルが
満室で空港で紹介してくれたホテルに行って

見ると、ピラピラの安物カーテンが掛かって
いる酷いアバラ屋だったため、再度タクシー
で観光案内所へ引き返しホテルを紹介しても
らうことにした。 
市の中心にある観光案内所は、今飛行機で

着いたお客でごった返していた。しかし、ス
タッフは皆親切で、気長に客の言い分を聞い
てくれている。私は街の中心から歩いて１０
分、海の見えるこざっぱりしたホテル・マイ
テン＄31（3,300 円朝食付）を紹介していただ
いた。 
 文字通り地の果てに来たのだが、あまりの
寒さに温度計を見ると何と真夏に 0 ℃であ
った。このホテルも本来 P150（4,595 円）の
所、３泊以上は１泊＄30（3,300 円）に割引し
てくれた。 
 
世界で一番住み良い街？ 
 このホテルのオーナーはイギリスから移住
して来たと言う、物静かな感じのよいイギリ
ス紳士で、このホテルのマイナス面をカバー
して余りあるものを感じさせた。サービスも
自然体でさり気なく、容姿もかなり美男の 50
歳前後であった。 
 つたない私の語学力に合わせて、ゆっくり
と、そして嫌な顔もせずに何度も繰り返して
くれる寛容さを好ましく思った。 
 疑問なのは、ここに文化と呼べるほどのも
のは無く、イギリス本土よりも寒い極寒の地
に、何故彼らは移住したか？ 問い詰めてい
くと、「祖先が囚人であった」とか悪い結果に
なりそうな気がして聞くのを辞めた。 
この街の住み心地を聞いてみたら 「寒いと

いう事を除けば世界一住み易く良いところ
…。」との返事が返ってきた。兼高かおるさん
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も真っ青になる答えだ。因みに私も真っ青に
なった。旅人として一度来るのは良いが、２
度と来たいとは思わない極寒の地だ。 
 ウシュアイアから 100 ㌔南下すれば、南極
と言うだけに、とにかく寒い。到着の夜に降
っていた小雨が、夜半雪に変わったらしく、
翌朝窓を開けると、街も山も銀色一色の雪景
色であった。真夏に雪が降る恐ろしい街だ！ 
「南国」を求めてトンでもないところに来

てしまったようだ。 
 観光案内所では、ウシュアイアから 10 万円
ほどで行ける「南極ツアー」の斡旋もしてい
る。「南極には温泉もある」と日本人の温泉好
きを承知していて、執拗に勧められたが、私
は固辞した。南極で温泉でもあるまいに！ 
 
監獄博物館が観光名所？ 
 この街の数少ない「観光名所」が元監獄で、 
外観は普通の 2 階建ての建物に見えるのだが、
中に入って見ると、両側に監房がずらりと並
んで、中央が吹き抜けになっている。この建
物は、1920 年に建てられたと説明された。多
い時は政治犯を含む犯罪者など約 600 人を収
容していたと言う。実際の政治犯を蝋人形で
再現した独房や、2 人部屋（？）など当時を
再現した部屋も多くあるのだが、殆どの部屋
は改造され、貸しアート・ギャラリーになっ
ていた。 
監獄の中など普通の庶民には縁が無く興味

深く眺めた。 面白かったのは、囚人達の大食
堂をそのまま観光客用のレストランに改造し
て、そこで働くコックも、ウェイトレス達も
黄色と黒の横縞の囚人服を着てコーヒーやケ
ーキを運んでいたことだ（この服、上等な厚
手の木綿）。 
この監獄を維持管理するため、観光客にも

「囚人服をお土産に買って欲しい」と言われ
たが、日本でこの服を着ていたら、訳もなく、
「即逮捕」されそうな気がして買わなかった。 
 因みに、この刑務所の 2 人部屋は、南米で
見かけた、多くの観光客用のツインルームよ
りも立派であったのは皮肉と言う他はない。 

 日本でも「網走の刑務所」は有名だったが、
「囚人を極寒の地に…。」と言う発想は、囚人
が脱走しにくいように世界共通のものなの
か？ 
 
不思議なカニ雑炊を食す…。 
 この街の名物自慢料理に、「カニの炊き込
みご飯と魚介のスープ」などが紹介されてい
る。旅の途中を飛行機で飛んだため、鮮魚で
有名なチリのプエルト・モンで鮮魚を食べ損
なったので、かなり期待して出かけた。 
 レストランに入るや、カニの美味しそうな
匂いが立ち込めていて、8 人ほどのロシア人
を含め、ほぼ店内は観光客で満席だった。 
 飲み物の注文もそこそこに、カニの炊き込
みご飯と魚介のスープを頼んだ。 
暫らくして出て来た炊込みご飯は、ご飯と

言うより汁が多い「カニ雑炊」と言った風で、
雑炊には沢山のカニが入っているのだが、ど
うした訳か、カニの旨味が全くしない。魚介
スープも、カニの他にイカや魚も沢山入って
はいるのだが、魚介類の味ではない。イカは
古くなったゴムを噛んでいるようだった。 
ロシア人達は「トロイカ」を唄いながら大

皿に山盛りの同じ料理を食べていた。  
私は、この歌を聴いて、熱々のご飯で美味

しいトロやイカの刺身を食べたくなった。 
 この店は有名店なのだが、たまたま「味覚
が私と合わない店」だったのかと、レストラ
ンを何軒かハシゴしてみてが、どの店も同じ
であった。 
3 回目に入った店で日本の若者と同席した

折、マズーイ「カニ料理」の話をすると若者
は悪戯っぽく笑いながら言った。  
「魚介類の店を沢山紹介しているけど“ 美

味しい”とは一言も書いてないでしょう？ エ
ビやカニは旨いと、ご自分で勝手に思い込ん
だだけでしよう？ だから僕は、この街では、
揚げ物を食べています。味が少し誤魔化され
て食べられますよ」とのこと。 
その場で再度案内書を読み返して、納得。

確かに美味しいとは、どこにも書いてない。 
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旅日程と VISA 
 '05.（平成１7 年）2.25（金）アルゼンチン
のリオ・ガジェゴスから航空機で、世界最南
端の街ウシュアイアへ。ここに 4 日間滞在の
後、航空機で、首都ブエノスアイレスへ。 
 7 日間滞在の後、3 月 7 日（月）豪華バスに
乗り、イグアスの滝（アルゼンチン→ブラジ
ル）へ。 
 3 月 10 日（木）滝見物を終えた後、ブラジ
ルイグアスよりサンパウロ経由で、ロスアン
ゼルスへ。3 日間滞在後、日本（成田）へ。 
アルゼンチンは３か月間 VISA 不要。 
ブラジルは要（ブラジル入国後、簡単に取

得可、入国前にアルゼンチンでも所得可）。 
  
世界最南端の街（ウシュアイア）へ 
 05.2.25（金）（平成 1７年）シーズン中で、
込み合い、やっと手にしたウシュアイア行き
航空券（アルゼンチン航空）130P（4,768 円）
は、当日の午後７時１４分発のため、急ぎ宿
泊ホテルをチェックアウトして空港に駆けつ
ける。せかせかと飛び乗った飛行機の中で、
昨日から私と先を競ってバスだ！飛行機だ！
と飛びまわった年配のオーストラリア人も乗
っていた。   
彼は、私を見つけると親しげな笑顔を見せ

て「自分はオーストラリアで牧畜の仕事をし
ている農家で…。」と自然が相手の牧畜の苦労
話などをしてくれた。 
簡単な機内食を取っている間、飛行機は真

っ黒なマゼラン海峡を飛ぶこと約 1 時間、小
雨降る寒い寒いウシュアイア空港に午後８時
３０分到着した。 
 ウシュアイアもご多分に漏れず、ホテルが
満室で空港で紹介してくれたホテルに行って

見ると、ピラピラの安物カーテンが掛かって
いる酷いアバラ屋だったため、再度タクシー
で観光案内所へ引き返しホテルを紹介しても
らうことにした。 
市の中心にある観光案内所は、今飛行機で

着いたお客でごった返していた。しかし、ス
タッフは皆親切で、気長に客の言い分を聞い
てくれている。私は街の中心から歩いて１０
分、海の見えるこざっぱりしたホテル・マイ
テン＄31（3,300 円朝食付）を紹介していただ
いた。 
 文字通り地の果てに来たのだが、あまりの
寒さに温度計を見ると何と真夏に 0 ℃であ
った。このホテルも本来 P150（4,595 円）の
所、３泊以上は１泊＄30（3,300 円）に割引し
てくれた。 
 
世界で一番住み良い街？ 
 このホテルのオーナーはイギリスから移住
して来たと言う、物静かな感じのよいイギリ
ス紳士で、このホテルのマイナス面をカバー
して余りあるものを感じさせた。サービスも
自然体でさり気なく、容姿もかなり美男の 50
歳前後であった。 
 つたない私の語学力に合わせて、ゆっくり
と、そして嫌な顔もせずに何度も繰り返して
くれる寛容さを好ましく思った。 
 疑問なのは、ここに文化と呼べるほどのも
のは無く、イギリス本土よりも寒い極寒の地
に、何故彼らは移住したか？ 問い詰めてい
くと、「祖先が囚人であった」とか悪い結果に
なりそうな気がして聞くのを辞めた。 
この街の住み心地を聞いてみたら 「寒いと

いう事を除けば世界一住み易く良いところ
…。」との返事が返ってきた。兼高かおるさん
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っていた小雨が、夜半雪に変わったらしく、
翌朝窓を開けると、街も山も銀色一色の雪景
色であった。真夏に雪が降る恐ろしい街だ！ 
「南国」を求めてトンでもないところに来
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ほどで行ける「南極ツアー」の斡旋もしてい
る。「南極には温泉もある」と日本人の温泉好
きを承知していて、執拗に勧められたが、私
は固辞した。南極で温泉でもあるまいに！ 
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 この街の数少ない「観光名所」が元監獄で、 
外観は普通の 2 階建ての建物に見えるのだが、
中に入って見ると、両側に監房がずらりと並
んで、中央が吹き抜けになっている。この建
物は、1920 年に建てられたと説明された。多
い時は政治犯を含む犯罪者など約 600 人を収
容していたと言う。実際の政治犯を蝋人形で
再現した独房や、2 人部屋（？）など当時を
再現した部屋も多くあるのだが、殆どの部屋
は改造され、貸しアート・ギャラリーになっ
ていた。 
監獄の中など普通の庶民には縁が無く興味

深く眺めた。 面白かったのは、囚人達の大食
堂をそのまま観光客用のレストランに改造し
て、そこで働くコックも、ウェイトレス達も
黄色と黒の横縞の囚人服を着てコーヒーやケ
ーキを運んでいたことだ（この服、上等な厚
手の木綿）。 
この監獄を維持管理するため、観光客にも

「囚人服をお土産に買って欲しい」と言われ
たが、日本でこの服を着ていたら、訳もなく、
「即逮捕」されそうな気がして買わなかった。 
 因みに、この刑務所の 2 人部屋は、南米で
見かけた、多くの観光客用のツインルームよ
りも立派であったのは皮肉と言う他はない。 

 日本でも「網走の刑務所」は有名だったが、
「囚人を極寒の地に…。」と言う発想は、囚人
が脱走しにくいように世界共通のものなの
か？ 
 
不思議なカニ雑炊を食す…。 
 この街の名物自慢料理に、「カニの炊き込
みご飯と魚介のスープ」などが紹介されてい
る。旅の途中を飛行機で飛んだため、鮮魚で
有名なチリのプエルト・モンで鮮魚を食べ損
なったので、かなり期待して出かけた。 
 レストランに入るや、カニの美味しそうな
匂いが立ち込めていて、8 人ほどのロシア人
を含め、ほぼ店内は観光客で満席だった。 
 飲み物の注文もそこそこに、カニの炊き込
みご飯と魚介のスープを頼んだ。 
暫らくして出て来た炊込みご飯は、ご飯と

言うより汁が多い「カニ雑炊」と言った風で、
雑炊には沢山のカニが入っているのだが、ど
うした訳か、カニの旨味が全くしない。魚介
スープも、カニの他にイカや魚も沢山入って
はいるのだが、魚介類の味ではない。イカは
古くなったゴムを噛んでいるようだった。 
ロシア人達は「トロイカ」を唄いながら大

皿に山盛りの同じ料理を食べていた。  
私は、この歌を聴いて、熱々のご飯で美味

しいトロやイカの刺身を食べたくなった。 
 この店は有名店なのだが、たまたま「味覚
が私と合わない店」だったのかと、レストラ
ンを何軒かハシゴしてみてが、どの店も同じ
であった。 
3 回目に入った店で日本の若者と同席した

折、マズーイ「カニ料理」の話をすると若者
は悪戯っぽく笑いながら言った。  
「魚介類の店を沢山紹介しているけど“ 美

味しい”とは一言も書いてないでしょう？ エ
ビやカニは旨いと、ご自分で勝手に思い込ん
だだけでしよう？ だから僕は、この街では、
揚げ物を食べています。味が少し誤魔化され
て食べられますよ」とのこと。 
その場で再度案内書を読み返して、納得。

確かに美味しいとは、どこにも書いてない。 
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因みに、雑炊とスープのお値段は P39（1,431
円）と東京並みの料金であった。 
 ホテルに帰って美男子ーナーにこの事を聞
いて見た。彼の説明によれば「チリの漁船は、
冷凍設備が良くないため（冷気急降下しない
らしい）、捕れた魚介類は浜辺で一度蒸かすの
で、旨味が抜けてしまう。だが、チリの漁船
に寄り添うように待機している日本の有名会
社の船舶は冷凍設備が良く、直ぐに強力冷凍
するから美味しさが保たれる」と言うのだが、
これが事実かどうか確証はないが、ここの魚
介料理は例外なく出がらしのようだったこと
だけは確かだ。 
 
レトロな「世界の果て号」に乗って 
 05.2.27（日）。この街の観光の目玉である、
ヤマナ族（原住民）の住居地跡訪問のため、
「世界の果て号」と言うレトロな列車に乗っ
てティラ・デル・フェゴ国立公園へ出かける。 
列車は往復 P50（1,834 円）。この他に国立

公園の入場料として P12（440 円）が必要。 
客の殆どが観光客のため、列車はこの公園

の観光案内を車内放送してくれる。 
ただし、スペイン語であったため、私は理

解できなかった。幸い、相席にブラジルから
観光で来たと言う年配の日本人ご夫婦と一緒
で、彼らがこの放送を通訳してくれた。 
ブラジル在住の、このご夫妻の説明によれ

ば「80 年前、広大なこの公園の樹木を切り倒
し、蒔にして暖を取ったため、公園は今のよ
うな草だけの裸山となってしまった。しかも
この鉄道を建設し、木材を運んだのは他なら
ぬ、監獄に収監されている 600 人の囚人達で
あった。ウシュアイアでは、過ちに気が付い
て数年前から植林を始めたが、寒いところな
ので、樹木は中々育たない」とのこと。 
地平線まで続く美しい緑の中に、黒々と炭

化した昔の切り株が転々と残る景色は無残な
屍を見る思いがする。 
 この日は、あいにくの雨であったが、公園
内の緑は一段と冴えて美しく、澄んだ空気や
水は、寒さの故か南米と言うより北欧を思わ

せる風景であった。 
 ヤマナ族（原住民）をこんな地の果てに追
い詰めたのは白人達で、みすぼらしいヤマナ
族の住居跡は自然の中では素朴で美しいけれ
ども、ここは人の住めるところではない。 
 「世界の果て号」の車内は、普通の相席の
他に、テーブルの付いたラウンジ風の席や、
サロン席もあり趣のある列車だ。勿論お客は
自由に車両を選ぶ事が出来る。 
  
おぬし達、首絞め強盗の味方？ 
 一緒に乗り合わせた、ブラジルから観光に
来たご夫婦と共に、悲しげなヤマナ族の住居
跡のある公園内の散策を楽しんだ。 
ウシュアイアの旅の後、私がブラジルへも

行く事を彼らに話すと、28 年間ブラジルで暮
らしているという彼らが「ブラジルで安全に
過ごすためのノウハウ」を次のように伝授し
てくれた。 
 「ブラジルには、スリ、置き引き、かっぱ
らいの他に“ 首絞め強盗” がいる。この強盗
達はプロなので、相手を殺すことなく 5 秒間
で失神させ貴重品を奪い取る術を知っている。 
こんな時は決して抵抗せず直ぐに小銭入り

の財布を渡すこと。過日、「欲の皮の突っ張っ
たドイツ人が、高価なカメラを取られまいと
抵抗して殺された」（彼らのこの言い方を私
は気に入らない。特に下線部分）と強盗に抵
抗してヒドイ目にあった事例を次々に披露し
てくれた。極めつけは、サンパウロで首絞め
強盗に抵抗したため、大怪我をした日本の若
者に対し「眼々クソほどのお金にしがみつい
て…。」と、その迂闊さを憎々し気に非難した
時は、この人達は「首絞め強盗の味方か？」
と思うほどであった。 
何事があったとしても、強盗の方が悪いに

決まっているものを…。 
「世界の果て号」から帰った日の夕刻、ウ

シュアイアのホテル近くを散歩して思うに、
堅牢で大きな住居や一家で数台の車を持つな
ど、庶民の生活は豊かな感じがした。 
数日間お世話になった最果ての地ウシュア
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イア。 私はもうここに来る事もないと思うが、
この街に住む人達は、毎日この寒さと向き合
わなければならない。 
「南国」を求めて旅する者にとって、寒い

と言うだけで喜びが半減するような気がした。 
 
アルゼンチンの首都ブエノスアイレスへ 
 06.2.28（月）（平成１７年）～3.7（月）ま
での 8 日間、アルゼンチンの首都ブエノスア
イレスに滞在。 
ウシュアイア発 10：20→アルゼンチン着

13：50（3 時間 30 分の空の旅）。バリグ航空、
片道運賃＄309.94（32,854 円）これも高～。 
 上空から見るブエノスアイレスは、かなり
大きな洗練された都市に見えた。南米のパリ
と言うらしいが、緑が多く街並みも美しい。 
この国も、経済的には破綻状態にあり、日

本からの援助も多いと聞いているが、実際に
街を歩いて見て、人々の暮らし振りは少しも
貧しい感じは受けなかった。 
 私の宿泊ホテルは、ブエノスアイレスのほ
ぼ中央のフロリダ通りに近い、コロニアル風
のホテル・コルトバと決めていた。室代が軒
並み値上がりしている中で、このホテルだけ
は良心的な値段であったことが決め手となっ
た。長期割引値段 1 泊 P65（2,370 円）。 
 
なぜかホテルにＹさんが…。 
到着日の夕方、ホテルのフロントで電話を

していると、見覚えのある日本人女性がホテ
ルのロビーに入って来るのが見えた。 
誰あろう、私がチリのカラマで強引に別行

動を申し出たＹさんではないか。 
彼女は私を見つけると、すっかりご機嫌は

治って懐かしそうに駆け寄ってきて、その後
の旅の経過など話してくれた。 
それにしても星の数ほどあるブエノスアイ

レスのホテルの中で、何故同じホテルに？ 
深く考えるまでもなく、同じような日程で、
懐具合も貧しい旅をしているため、選ぶホテ
ルも似たようなところになってしまうと、苦
笑を禁じ得ない。 

私の部屋には、テレビ、バスタブ、エアコ
ン、バルコニーも付いている比較的良い部屋
なのだが、外出時フロントに鍵を預けると自
動的に「部屋の冷房を切る」と言う節電に対
する徹底振りはさすがと言うほかはない。 
外出先から帰った時「冷房を入れて欲しい」

と言わないと、本人が部屋にいることが分か
っても冷房は入らない。 
地球温暖化を考えれば斬新的で、合理的な

のかも知れない。 
フロントで私が「冷房を…。」と言っている

のを聞いて、Ｙさんは「アレー冷房入るの？」
私は、その都度言わなければ入らない事を教
えてあげた。 
Ｙさんは「フロントがその事を言ってくれ

ないから損した！冷房を…。」と命令口調の尖
がった声で言った。すると、フロントの男性
が「マダムあなたの部屋に冷房は入らない。
シングルの特安室だから…。」と言った。Ｙさ
んは怒りの拳の持って行き場に困った。 
このやり取りを聞いて、やっぱりこの人と

別行動で良かったと思った。 
 翌朝ホテルの朝食で、再度Ｙさんに出あっ
た。彼女は通常、朝 7 時に朝食を取ることを
知っていたので、私はいつも通り 8 時にホテ
ルのレストランに行ってみると、Ｙさんが入
り口の方を向いて座っている。 
別行動を切り出した時の怒りようからして、

「私と顔を合わせるのは気まずいのでは…。」
と気を遣ったのだが、そんな事は全く無かっ
たかのように、このホテル滞在中、私の朝食
時間に合わせて待ってくれている。心が寛大
なのか、物忘れが激しいのか？こちらが面食
らった。 
人の心を傷つける人の多くは、「自分が言

った言葉は、水に書いた文字のようにすぐに
消えてしまうと思うようだが、傷ついた人は、
石に刻印されたように忘れない」の言葉を思
い出した。 
 

「入船」のすし  
3 月 1 日（火）。ブエノスアイレスに住む富
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因みに、雑炊とスープのお値段は P39（1,431
円）と東京並みの料金であった。 
 ホテルに帰って美男子ーナーにこの事を聞
いて見た。彼の説明によれば「チリの漁船は、
冷凍設備が良くないため（冷気急降下しない
らしい）、捕れた魚介類は浜辺で一度蒸かすの
で、旨味が抜けてしまう。だが、チリの漁船
に寄り添うように待機している日本の有名会
社の船舶は冷凍設備が良く、直ぐに強力冷凍
するから美味しさが保たれる」と言うのだが、
これが事実かどうか確証はないが、ここの魚
介料理は例外なく出がらしのようだったこと
だけは確かだ。 
 
レトロな「世界の果て号」に乗って 
 05.2.27（日）。この街の観光の目玉である、
ヤマナ族（原住民）の住居地跡訪問のため、
「世界の果て号」と言うレトロな列車に乗っ
てティラ・デル・フェゴ国立公園へ出かける。 
列車は往復 P50（1,834 円）。この他に国立

公園の入場料として P12（440 円）が必要。 
客の殆どが観光客のため、列車はこの公園

の観光案内を車内放送してくれる。 
ただし、スペイン語であったため、私は理

解できなかった。幸い、相席にブラジルから
観光で来たと言う年配の日本人ご夫婦と一緒
で、彼らがこの放送を通訳してくれた。 
ブラジル在住の、このご夫妻の説明によれ

ば「80 年前、広大なこの公園の樹木を切り倒
し、蒔にして暖を取ったため、公園は今のよ
うな草だけの裸山となってしまった。しかも
この鉄道を建設し、木材を運んだのは他なら
ぬ、監獄に収監されている 600 人の囚人達で
あった。ウシュアイアでは、過ちに気が付い
て数年前から植林を始めたが、寒いところな
ので、樹木は中々育たない」とのこと。 
地平線まで続く美しい緑の中に、黒々と炭

化した昔の切り株が転々と残る景色は無残な
屍を見る思いがする。 
 この日は、あいにくの雨であったが、公園
内の緑は一段と冴えて美しく、澄んだ空気や
水は、寒さの故か南米と言うより北欧を思わ

せる風景であった。 
 ヤマナ族（原住民）をこんな地の果てに追
い詰めたのは白人達で、みすぼらしいヤマナ
族の住居跡は自然の中では素朴で美しいけれ
ども、ここは人の住めるところではない。 
 「世界の果て号」の車内は、普通の相席の
他に、テーブルの付いたラウンジ風の席や、
サロン席もあり趣のある列車だ。勿論お客は
自由に車両を選ぶ事が出来る。 
  
おぬし達、首絞め強盗の味方？ 
 一緒に乗り合わせた、ブラジルから観光に
来たご夫婦と共に、悲しげなヤマナ族の住居
跡のある公園内の散策を楽しんだ。 
ウシュアイアの旅の後、私がブラジルへも

行く事を彼らに話すと、28 年間ブラジルで暮
らしているという彼らが「ブラジルで安全に
過ごすためのノウハウ」を次のように伝授し
てくれた。 
 「ブラジルには、スリ、置き引き、かっぱ
らいの他に“ 首絞め強盗” がいる。この強盗
達はプロなので、相手を殺すことなく 5 秒間
で失神させ貴重品を奪い取る術を知っている。 
こんな時は決して抵抗せず直ぐに小銭入り

の財布を渡すこと。過日、「欲の皮の突っ張っ
たドイツ人が、高価なカメラを取られまいと
抵抗して殺された」（彼らのこの言い方を私
は気に入らない。特に下線部分）と強盗に抵
抗してヒドイ目にあった事例を次々に披露し
てくれた。極めつけは、サンパウロで首絞め
強盗に抵抗したため、大怪我をした日本の若
者に対し「眼々クソほどのお金にしがみつい
て…。」と、その迂闊さを憎々し気に非難した
時は、この人達は「首絞め強盗の味方か？」
と思うほどであった。 
何事があったとしても、強盗の方が悪いに

決まっているものを…。 
「世界の果て号」から帰った日の夕刻、ウ

シュアイアのホテル近くを散歩して思うに、
堅牢で大きな住居や一家で数台の車を持つな
ど、庶民の生活は豊かな感じがした。 
数日間お世話になった最果ての地ウシュア
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イア。 私はもうここに来る事もないと思うが、
この街に住む人達は、毎日この寒さと向き合
わなければならない。 
「南国」を求めて旅する者にとって、寒い

と言うだけで喜びが半減するような気がした。 
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私は、その都度言わなければ入らない事を教
えてあげた。 
Ｙさんは「フロントがその事を言ってくれ

ないから損した！冷房を…。」と命令口調の尖
がった声で言った。すると、フロントの男性
が「マダムあなたの部屋に冷房は入らない。
シングルの特安室だから…。」と言った。Ｙさ
んは怒りの拳の持って行き場に困った。 
このやり取りを聞いて、やっぱりこの人と

別行動で良かったと思った。 
 翌朝ホテルの朝食で、再度Ｙさんに出あっ
た。彼女は通常、朝 7 時に朝食を取ることを
知っていたので、私はいつも通り 8 時にホテ
ルのレストランに行ってみると、Ｙさんが入
り口の方を向いて座っている。 
別行動を切り出した時の怒りようからして、

「私と顔を合わせるのは気まずいのでは…。」
と気を遣ったのだが、そんな事は全く無かっ
たかのように、このホテル滞在中、私の朝食
時間に合わせて待ってくれている。心が寛大
なのか、物忘れが激しいのか？こちらが面食
らった。 
人の心を傷つける人の多くは、「自分が言

った言葉は、水に書いた文字のようにすぐに
消えてしまうと思うようだが、傷ついた人は、
石に刻印されたように忘れない」の言葉を思
い出した。 
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崎治子さんが私の滞在ホテルを来訪。 
お互い日本人と言うだけで、何の共通性も

ないのだが、何故か話題が尽きない。 
治子さんは 13 歳までしか日本に住んでい

なかったのに、「すし・そば・ご飯」は大好物
で、53 年経過した今も、しっかりと大脳にイ
ンプットされていたようだ。 
この日夕刻、私達は、ホテル近くの日本人

経営の「入船」と言うすし屋に出かけた。 
豆絞りの鉢巻姿も凛々しい若い衆から「い

らっしゃい」と声を掛けられると、築地辺り
のすし屋にいるような錯覚に陥る。 
治子さんは、お気に入りの「握りすし（P25

（910 円））」、私は「焼き魚定食 P23（837 円）。  
異国でこんな美味しいすしを食べられると

は思わなかった。日本より安い金額だが、ブ
エノスアイレスでは高級料理で、治子さんは
めったにすしを食べないと言った。 
驚いた事に、ここのお客の 90％は外国人

（現地ブエノス人や欧米からの旅行者）で、
店内に日本人の姿はは殆どなかった。昼も夜
も混み合っているところを見ると「すし」は
この地に定着したのだと思う。殆どの人が、
箸も上手に使っている。 
「世界一長寿国の食文化の奥儀を知った

か！」と、少しばかりのお酒ですっかり上機
嫌になった治子さんと怪気炎をあげた。 
しかし、日本料理店だからであろうか、店

内には彼らの方が大勢なのに、少人数の日本
人達（私達）にどことなく遠慮しているよう
な素振りが見みえて、とても初々しく感じた。
これが食文化と言う物じゃ。 
この店に、殆ど毎日のように部下と思しき

若い女性達を連れて、おすしを食べに来る 40
代くらいの常連客が、連れの若い女性に怪し
げな「箸の持ち方」を伝授しているのも可笑
しかった。治子さんと私に同意を求めるよう
な視線で、軽く頷くので、「少し違っているけ
どまあいっか」と笑いながら頷き返した。 
このお客達はおすし 1 人前では足りず、テ

ンコ盛りの白いご飯が真っ黒になるほどお醤
油をかけて食べていた。このご飯を見るにつ

け、おすしを食べるからと言って「日本食通」
とも言えないと思った。アツアツご飯にお醤
油、やっぱ日本食通なのかな？ 
 
治子さんのお宅と 

スペイン人のマリーさん宅訪問 
3 月 3 日（木）前回治子さんにお目にかか

ったペリトモレノの氷河で、私が「訪問した
国の普通の生活を拝見するのが何よりの楽し
み…。」と言ったことを治子さんは覚えていて
下さって、ご自分の住まいの他にスペインか
らの移住者で、親友のマリーさんのお宅まで
連れて行ってくださった。 
 マリーさん宅は、古い高層建ての４階の住
まいで、広さは約 43 ㎡くらいに、寝室と居間
兼台所の 2 部屋で、この国の基準からすれば
狭いと思った。建物が古いせいか窓も小さく
昼間も電気をつける暗さだ。 
 だが、室内は清潔に掃除されて、お花や人
形などが飾られていた。外国の住まいは、一
般的に暗いと思うのだが、日本を訪れた事の
ある外国人は異口同音に「日本は、街も部屋
の中も明る過ぎて眼が疲れる」と言われた事
が何度もある。私達アジア人は、瞳の色が黒
か茶で、ブルーやグリーンの明るい瞳より光
を多く必要とするのではないかと平澤珍学説
を展開して見た。 
 治子さんのお宅は、市の中心を少し北へ行
ったレコレーター墓地へ車で 5 分ほどの位置
にあった。１７階建ての８階だったと思う。  
彼女は、「私達の家は、貴方の見たがってい

る普通の人の暮らしより少し下だけど…。」と
言われたが、70 ㎡ほどの明るい部屋は風通し
もよく快適であった。日本人なら、直ぐに間
仕切りをして部屋数を多くするのだが、寝室
や台所、洗面室の他は全部フリーで、広い広
い居間になっている。 
 「この程度の生活と見るか、移民が良くこ
こまで…。と言えるのか自分では判断できな
い」と治子さんは言ったが、私が見た限り「努
力した分の報いはあったのでは…。」と思う。 
 治子さんは移住の時、13 歳になっていたに
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も拘らず、ブエノスアイレスの小学校の 1 年
生から入り直し、高校を卒業後、大学では経
済を専攻して、今なお「公認会計士」として
働いているとの事。  
年金は日本円にすると 5 万円程度で、生活

のために働く必要はないのだが、外で働く事
が好きだから働いているとの事。（この年金
額は、アルゼンチンではかなりの高額らしい） 
ドイツ人男性と結婚したのだが、数年前に

死別、子供はなく、今は 1 人の暮らしを楽し
んでいる由。因みに「夫とは惜しみなく愛し
合ったので後顧の憂いは無い」との事。 
太平洋戦争で実父は戦死され、神戸の家も

焼け、一家は路頭に迷ったようだ。 
戦前は、広大な屋敷にお手伝いさんが 3 人

もいる裕福な家庭に育ったが、働き手を失っ
た家の没落は子供心にもよく理解できた。 
3 人の子供達を育てるため、治子さんの母

親は、前夫より見劣りのする男性と再婚され
たとのこと（見た目も、人格も、学歴も）。 
焼け野原の神戸からブエノスアイレスに移

住した当時は、「何と美しい国へ来たのかと、
家族で喜び合った」のだが、60 年と言う歳月
は無残にも両国の経済を逆転させてしまった。 
義父さんが臨終の折に家族を呼んで、「自

分の野心のために、アルゼンチンまで来てし
まったが、今の日本の繁栄を見るにつけ、異
国の骸（むくろ）になる事が、お前達家族に
取って良かったかどうか忸怩（じくじ）たる
思いが残る…。」と言って息を引き取られたと
言う。覚悟を決めての移住だった筈なのに…。 
人間に取って祖国とは一体何なんだろう？ 

胸塞がるる思いでお話を伺った。 
 治子さんが、幼い日を過ごした神戸の家や
庭の写真はセピア色に霞んでいたが、彼女に
とっては大切な宝物なのであろう。 
 治子さんの自宅訪問の日「車で迎えに来て
も良かったけど…。」と言いながら、私をわざ
わざ地下鉄駅に案内してくださった。 
そこで目にした電車は、赤い車体に白いラ

インの入った東京でついこの間まで走ってい
た「地下鉄丸の内線」そのものであった。 

「乗務員室・自動扉」等の日本の文字もそ
のままで、颯爽と電車が入ってきた時、「ハテ
自分は一体どこにいるのか？」不思議な気持
ちになった。 
 治子さんは私の驚く様子を愉しんでいるよ
うだった。 以前、バンコクの繁華街の交差
点で、「栃木警察」と書かれた車が私の乗って
いたタクシーの横に留まった時以来の驚きだ
った。因みにブエノスアイレスでは、５本の
地下鉄が走っていた。 
 
タンゴショーで見た物は？ 
 ブエノスアイレスの繁華街を歩くと、道端
のあちこちでアルゼンチン・タンゴを踊るカ
ップルを見ることが出来る。時間によっては
5・6 組のカップルが入替わり、立替り踊って
くれる。肢体を絡ませ情熱的に悩ましげに踊
るタンゴは何度見ても飽きない。 
旅人が希望すれば、好みのダンサーと一緒

にポーズも取ってくれる。見るのは全て無料。 
この人達の収入源は、自分達独自のＣＤを

創っていて、観光客はお気に入りのダンサー
のＣＤを購入できる。私もお気に入りのカッ
プルのＣＤを買って来て、かの地に思い馳せ
ながら時々聞いている。 
ＣＤのお値段は、１枚 P25（911 円）。 

 道端でこれほどのショーを見られるならば
本格的なショーはどんなに凄いか行って見た
くなった。 
ホテルの近くに、日本人の２世と３世母娘

が経営する鈴木エージェンシーで購入のチケ
ッは、ブエノスアイレスで一番高級のタン
ゴ・ショウーだと紹介された。夕食付き、飲
み物は酒類も含んで飲み放題。 
お値段は、170 ペソ（6,192 円）。高いか安

いかは基準が分からないので不明。 
鈴木さんがディナーのメインデッシュは魚

か肉を選ぶのだが、「ステーキの方が断然美
味しいから肉を…。」と勧められた。 
３月４日（金）夜のタンゴショー当日、送

迎車がホテルまで来てくれた。既に３人の先
客が乗っていて、お互いに自己紹介をしたら、
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崎治子さんが私の滞在ホテルを来訪。 
お互い日本人と言うだけで、何の共通性も

ないのだが、何故か話題が尽きない。 
治子さんは 13 歳までしか日本に住んでい

なかったのに、「すし・そば・ご飯」は大好物
で、53 年経過した今も、しっかりと大脳にイ
ンプットされていたようだ。 
この日夕刻、私達は、ホテル近くの日本人

経営の「入船」と言うすし屋に出かけた。 
豆絞りの鉢巻姿も凛々しい若い衆から「い

らっしゃい」と声を掛けられると、築地辺り
のすし屋にいるような錯覚に陥る。 
治子さんは、お気に入りの「握りすし（P25

（910 円））」、私は「焼き魚定食 P23（837 円）。  
異国でこんな美味しいすしを食べられると

は思わなかった。日本より安い金額だが、ブ
エノスアイレスでは高級料理で、治子さんは
めったにすしを食べないと言った。 
驚いた事に、ここのお客の 90％は外国人

（現地ブエノス人や欧米からの旅行者）で、
店内に日本人の姿はは殆どなかった。昼も夜
も混み合っているところを見ると「すし」は
この地に定着したのだと思う。殆どの人が、
箸も上手に使っている。 
「世界一長寿国の食文化の奥儀を知った

か！」と、少しばかりのお酒ですっかり上機
嫌になった治子さんと怪気炎をあげた。 
しかし、日本料理店だからであろうか、店

内には彼らの方が大勢なのに、少人数の日本
人達（私達）にどことなく遠慮しているよう
な素振りが見みえて、とても初々しく感じた。
これが食文化と言う物じゃ。 
この店に、殆ど毎日のように部下と思しき

若い女性達を連れて、おすしを食べに来る 40
代くらいの常連客が、連れの若い女性に怪し
げな「箸の持ち方」を伝授しているのも可笑
しかった。治子さんと私に同意を求めるよう
な視線で、軽く頷くので、「少し違っているけ
どまあいっか」と笑いながら頷き返した。 
このお客達はおすし 1 人前では足りず、テ

ンコ盛りの白いご飯が真っ黒になるほどお醤
油をかけて食べていた。このご飯を見るにつ

け、おすしを食べるからと言って「日本食通」
とも言えないと思った。アツアツご飯にお醤
油、やっぱ日本食通なのかな？ 
 
治子さんのお宅と 

スペイン人のマリーさん宅訪問 
3 月 3 日（木）前回治子さんにお目にかか

ったペリトモレノの氷河で、私が「訪問した
国の普通の生活を拝見するのが何よりの楽し
み…。」と言ったことを治子さんは覚えていて
下さって、ご自分の住まいの他にスペインか
らの移住者で、親友のマリーさんのお宅まで
連れて行ってくださった。 
 マリーさん宅は、古い高層建ての４階の住
まいで、広さは約 43 ㎡くらいに、寝室と居間
兼台所の 2 部屋で、この国の基準からすれば
狭いと思った。建物が古いせいか窓も小さく
昼間も電気をつける暗さだ。 
 だが、室内は清潔に掃除されて、お花や人
形などが飾られていた。外国の住まいは、一
般的に暗いと思うのだが、日本を訪れた事の
ある外国人は異口同音に「日本は、街も部屋
の中も明る過ぎて眼が疲れる」と言われた事
が何度もある。私達アジア人は、瞳の色が黒
か茶で、ブルーやグリーンの明るい瞳より光
を多く必要とするのではないかと平澤珍学説
を展開して見た。 
 治子さんのお宅は、市の中心を少し北へ行
ったレコレーター墓地へ車で 5 分ほどの位置
にあった。１７階建ての８階だったと思う。  
彼女は、「私達の家は、貴方の見たがってい

る普通の人の暮らしより少し下だけど…。」と
言われたが、70 ㎡ほどの明るい部屋は風通し
もよく快適であった。日本人なら、直ぐに間
仕切りをして部屋数を多くするのだが、寝室
や台所、洗面室の他は全部フリーで、広い広
い居間になっている。 
 「この程度の生活と見るか、移民が良くこ
こまで…。と言えるのか自分では判断できな
い」と治子さんは言ったが、私が見た限り「努
力した分の報いはあったのでは…。」と思う。 
 治子さんは移住の時、13 歳になっていたに
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も拘らず、ブエノスアイレスの小学校の 1 年
生から入り直し、高校を卒業後、大学では経
済を専攻して、今なお「公認会計士」として
働いているとの事。  
年金は日本円にすると 5 万円程度で、生活

のために働く必要はないのだが、外で働く事
が好きだから働いているとの事。（この年金
額は、アルゼンチンではかなりの高額らしい） 
ドイツ人男性と結婚したのだが、数年前に

死別、子供はなく、今は 1 人の暮らしを楽し
んでいる由。因みに「夫とは惜しみなく愛し
合ったので後顧の憂いは無い」との事。 
太平洋戦争で実父は戦死され、神戸の家も

焼け、一家は路頭に迷ったようだ。 
戦前は、広大な屋敷にお手伝いさんが 3 人

もいる裕福な家庭に育ったが、働き手を失っ
た家の没落は子供心にもよく理解できた。 
3 人の子供達を育てるため、治子さんの母

親は、前夫より見劣りのする男性と再婚され
たとのこと（見た目も、人格も、学歴も）。 
焼け野原の神戸からブエノスアイレスに移

住した当時は、「何と美しい国へ来たのかと、
家族で喜び合った」のだが、60 年と言う歳月
は無残にも両国の経済を逆転させてしまった。 
義父さんが臨終の折に家族を呼んで、「自

分の野心のために、アルゼンチンまで来てし
まったが、今の日本の繁栄を見るにつけ、異
国の骸（むくろ）になる事が、お前達家族に
取って良かったかどうか忸怩（じくじ）たる
思いが残る…。」と言って息を引き取られたと
言う。覚悟を決めての移住だった筈なのに…。 
人間に取って祖国とは一体何なんだろう？ 

胸塞がるる思いでお話を伺った。 
 治子さんが、幼い日を過ごした神戸の家や
庭の写真はセピア色に霞んでいたが、彼女に
とっては大切な宝物なのであろう。 
 治子さんの自宅訪問の日「車で迎えに来て
も良かったけど…。」と言いながら、私をわざ
わざ地下鉄駅に案内してくださった。 
そこで目にした電車は、赤い車体に白いラ

インの入った東京でついこの間まで走ってい
た「地下鉄丸の内線」そのものであった。 

「乗務員室・自動扉」等の日本の文字もそ
のままで、颯爽と電車が入ってきた時、「ハテ
自分は一体どこにいるのか？」不思議な気持
ちになった。 
 治子さんは私の驚く様子を愉しんでいるよ
うだった。 以前、バンコクの繁華街の交差
点で、「栃木警察」と書かれた車が私の乗って
いたタクシーの横に留まった時以来の驚きだ
った。因みにブエノスアイレスでは、５本の
地下鉄が走っていた。 
 
タンゴショーで見た物は？ 
 ブエノスアイレスの繁華街を歩くと、道端
のあちこちでアルゼンチン・タンゴを踊るカ
ップルを見ることが出来る。時間によっては
5・6 組のカップルが入替わり、立替り踊って
くれる。肢体を絡ませ情熱的に悩ましげに踊
るタンゴは何度見ても飽きない。 
旅人が希望すれば、好みのダンサーと一緒

にポーズも取ってくれる。見るのは全て無料。 
この人達の収入源は、自分達独自のＣＤを

創っていて、観光客はお気に入りのダンサー
のＣＤを購入できる。私もお気に入りのカッ
プルのＣＤを買って来て、かの地に思い馳せ
ながら時々聞いている。 
ＣＤのお値段は、１枚 P25（911 円）。 

 道端でこれほどのショーを見られるならば
本格的なショーはどんなに凄いか行って見た
くなった。 
ホテルの近くに、日本人の２世と３世母娘

が経営する鈴木エージェンシーで購入のチケ
ッは、ブエノスアイレスで一番高級のタン
ゴ・ショウーだと紹介された。夕食付き、飲
み物は酒類も含んで飲み放題。 
お値段は、170 ペソ（6,192 円）。高いか安

いかは基準が分からないので不明。 
鈴木さんがディナーのメインデッシュは魚

か肉を選ぶのだが、「ステーキの方が断然美
味しいから肉を…。」と勧められた。 
３月４日（金）夜のタンゴショー当日、送

迎車がホテルまで来てくれた。既に３人の先
客が乗っていて、お互いに自己紹介をしたら、
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ブラジル人の家族（若いご夫婦と夫の母で、
モレシャンさんそっくりの人）と、分かった。 
有名な 4 つ星の Hホテル前でも停まったが、

客が中々出てこない。運転手は「高級ホテル
に泊まる奴は人の迷惑を考えない傲慢者が多
くて遺憾！」とぼやく。 
10 分近く待ったが、誰も出てこない。運転

手は業を煮やして、フロントまで走って確認
すると、ドアの近くに最初から立って外を見
ていたビル清掃員風の身なりの老女が、我々
の待ち人と分かった。 
身なりで人を判断してはいけない！でも、

ゴム長を履き、頬かむりした彼女の格好を思
うと可笑しさを噛み殺して笑いに笑った。 
最後に車に乗って来たのは 30、40 代と思し

き黒いドレスに長い髪、コーヒーブラウンの
肌の妖艶な女性。バラ一輪口にくわえれば、
カルメンのよう。 
清掃員風とカルメン風と我々の混合部隊は

連れ立ってタンゴシヨゥーへ。 
郊外にある立派な会場は、ラスベガスを思

わせる派手派手なネオンが眩しく、着飾った
大勢の男女が会場に彩りを添えている。 
楽しみにしていたディナーは、一流ホテル

並みの気持ちの良いサービスで満足した。魚
より確かに肉の方が美味しかったが、出てき
たステーキの大きさには、誰もが圧倒された。 
巨漢達の殆どが、半分ほど残していたから、

その大きさがお分かり頂けると思う。 
ショーの内容は観光客を楽しませる事に徹

底した演出がなされ、大勢の美男美女達が天
女の舞いの様に美しく、滑るようなショーで
飽きさせないのだが、強いて言えば、地元の
臭い臭いアルゼンチン・タンゴ臭の殆ど消さ
れていたのが少し残念だった。 
同席のカルメンは少し馴れ馴れしい感じが

したが、私は気にも留めなかった。 
でも、ブラジル人家族は車内でも、食事中

も全く話しかけることもなく、彼女を忌み嫌
っていると言う感じであった。 
ン、何故だろう？ だが、その原因は直ぐ

に分かった。彼女はショーの最中にも全くシ

ョーを見ていない。何をしているかと言えば、
ショーを見に来た初対面の男達の誰彼かまわ
ず絡み付くような媚態を見せている。そうで
す。春を売る女性だったのです。 
 休憩時間中も男アサリに懸命だったが、獲
物は見つからず、今日は駄目かと思ったのだ
が、帰り際、痩せて貧相なラテン系の男性の
1 人と交渉が成立したようだ。客を捕まえた
事が良かったような悪かったような…。ブラ
ジル人家族は最後まで、全く無視していた。 
  
世界 3 大瀑布として名高い 

アルゼンチンイグアスへの豪華バス 
3 月 7 日（月）午後 6 時 50 分ブエノスアイ

レス発の超豪華なバスで、イグアスの滝に向
かう。１泊２日のこの高級夜行バスは航空機
のビジネスクラスよりも立派だった。 
席はほぼ水平に倒れ、椅子の広さは、お相

撲さんくらいの肥満体の人でもゆったりと寝
返りが打てる。 
鈴木エージエンシーから、「豪華な食事は

出ないかも…。」と言われて「おにぎり」を持
って乗ったが、全く食の心配はいらなかった。 
魚も肉も出るフルコースで、最後にコーヒ

ーから果物・お菓子まで出た。従っておにぎ
りの出番はなかった。ワインなどの酒類も勿
論飲み放題。 
バスの前方席は総ガラス張りのサロンにな

っていて、外の景色を眺めながらくつろげる。
バスの 2 階席 20 人、1 階席 10 人程度で、1
階席の殆どが、お客のための食料や電子レン
ジ等の台所用品で占められている。 
ずっと乗っていたいこの快適バスは、夕食、

翌朝の朝食込みの 1 泊 2 日で、チケット代
P105（3,825 円）。このサービスでこの値段、
満足のいくものであった。 
アマゾンの熱帯雨林の中を、真直ぐな道路

が走っていて、窓の両側から、小鳥の声を聴
き、夜は星を眺めながら走るバスの心地良さ
は例えようがない。特に、明け方の、朝もや
のかかった熱帯雨林は、極楽浄土かと思うほ
どほど幻想的で美しかった。 
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プエルト・イグアス（アルゼンチン側） 
 3 月 8 日（火）12 時、滝の街へ到着した。 
素朴で小さなこの街の風景はとても好きな

のだが、世界有数の大瀑布が無ければ外国人
など誰ひとり来ないと思うのどかな街だ。 
バスターミナルの向かい側に沢山のホテル

があって、しかも安い。私の泊まった結構な
ツインルーム（レジデンシァル・パキータ）
は、P30（1，093 円で、朝食付き、広い庭に
ニワトリや猫もいる。懐かしいようなこの風
景は、私達が子供の頃の田舎の風景のようだ。  
だが、焼け付くような暑さに、当日滝を見

に行く時間は充分あったのだが、気持ちが萎
えてしまったので、ホテルで猫達とぐったり
して過ごす。 
 翌早朝（9 日水）、滝へ行くバスに乗る。緑
のトンネルの中を走り、専用電車に乗り、暫
らく歩くと、この滝の見せ場である「悪魔の
咽笛」と命名された巨大な滝へ出る。川底に
苔でも生えているのであろうか、淡い緑色の
大量の水が、もんどりうって滝壺へ落ちてい
く様子は、恐怖さえ感じる迫力だ。水中に生
き物が入っていて唸り声を上げているように
見える。沢山の日本人観光客もいた。 
 大小 300 もの滝の見せ場には、必ず見晴台
があり誰もがお気に入りの場所で楽しめる。 
ブラジル側にもまたがるイグアスの滝は、

その幅 4ｋｍ。最大落差 80ｍ。毎秒 6 万 5 千
トンの水量とパンフレットには書いてある。 
 広大な国立公園の中で、いささか迷子気味
になっている時、ブラジルへの VISA を取り
に行った時ブラジル領事館で一緒だった伊勢
君（Ｋ大 4 年生）にばったり出会った。 
 彼は就職も決まり、卒業旅行に南米を選ん
で一人旅をしている最中であった。旅するた
めの資金は父親には内緒で母親が調達してく
れたので、初めて手にするはずの夏と冬のボ
ーナスは返済のため既にないのだ。とこぼし
ていた。どこの母親も子供には甘いのう。 
彼は、方向感覚がとてもよく、この滝のハ

イライトを次々に案内してくれる。そして、
今日私が行くブラジル側のイグアスの街で安

くて良い宿を紹介してくれるなど、有難い存
在だった。頭の回転が速く、親切、自然体で
嫌味のない爽やかさ。ご両親に大切に育てら
れたのだと思う。就職先の政府系金融機関で、
この爽やかさを失わないで欲しいと願わずに
はいられない。 
 
フォスト・ド・イグアス（ブラジル側） 
3 月 9 日（水）興に乗ってこの日のうちに

バスで、ブラジル側へ移動。地元に人達に 1
人混じってブラジルへ入国。イミグレーシヨ
ーンで、私だけバスから降ろされ入国手続き。  
旅人は誰もいないイミグレーションのバス

停で次のバスを待つこと 50 分。灼熱の太陽に
焼かれた道路に直接座っているとサウナに入
った時のように汗が流れる。 
 バスで到着したブラジル側イグアスの街は、
アルゼンチンと側と違い、猥雑で大きな街で
あった。 
 伊勢君が紹介してくれたホテルへ行って見
ると、TV も冷蔵庫も、そして工場のような
騒音の出る AC もついているのだが、お世辞
にも良い部屋とは言いがたい。 
 伊勢君が心配して、「お部屋替わりましよ
うか？」と言ってくれたが、彼の部屋も似た
ようなみすぼらしさだった。１泊だけなので
ここで我慢する事にした。 
 この「サンレモ・ホテル」は、P52.5（2,084
円）。大河１つ挟んで、ブラジルへ来ると倍近
い金額になり、アルゼンチンの牧歌的なパキ
ータ・ホテルが懐かしい。 
 この日の夕方、鶏料理が美味しいと言う伊
勢君推薦のレストランへ出掛けた。 
白いテーブルクロスが掛かった、こざっぱ

りとしたレストランで、久々にワインを飲み、
鶏料理と、ソーセージ、パゲッテイ、サラダ
の質素な食事をとる。鶏肉のシコシコ感は癖
になる美味しさだ。日本で食べる鶏とは風味
がかなり違う。伊勢君は、「きっと地鶏でしよ
う」と言ったが、地鶏か否かは不明。 
 夕食代は 2 人分で、P51（2,026 円）。この
辺りでは良いレストランであったから、多分
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ブラジル人の家族（若いご夫婦と夫の母で、
モレシャンさんそっくりの人）と、分かった。 
有名な 4 つ星の Hホテル前でも停まったが、

客が中々出てこない。運転手は「高級ホテル
に泊まる奴は人の迷惑を考えない傲慢者が多
くて遺憾！」とぼやく。 
10 分近く待ったが、誰も出てこない。運転

手は業を煮やして、フロントまで走って確認
すると、ドアの近くに最初から立って外を見
ていたビル清掃員風の身なりの老女が、我々
の待ち人と分かった。 
身なりで人を判断してはいけない！でも、

ゴム長を履き、頬かむりした彼女の格好を思
うと可笑しさを噛み殺して笑いに笑った。 
最後に車に乗って来たのは 30、40 代と思し

き黒いドレスに長い髪、コーヒーブラウンの
肌の妖艶な女性。バラ一輪口にくわえれば、
カルメンのよう。 
清掃員風とカルメン風と我々の混合部隊は

連れ立ってタンゴシヨゥーへ。 
郊外にある立派な会場は、ラスベガスを思

わせる派手派手なネオンが眩しく、着飾った
大勢の男女が会場に彩りを添えている。 
楽しみにしていたディナーは、一流ホテル

並みの気持ちの良いサービスで満足した。魚
より確かに肉の方が美味しかったが、出てき
たステーキの大きさには、誰もが圧倒された。 
巨漢達の殆どが、半分ほど残していたから、

その大きさがお分かり頂けると思う。 
ショーの内容は観光客を楽しませる事に徹

底した演出がなされ、大勢の美男美女達が天
女の舞いの様に美しく、滑るようなショーで
飽きさせないのだが、強いて言えば、地元の
臭い臭いアルゼンチン・タンゴ臭の殆ど消さ
れていたのが少し残念だった。 
同席のカルメンは少し馴れ馴れしい感じが

したが、私は気にも留めなかった。 
でも、ブラジル人家族は車内でも、食事中

も全く話しかけることもなく、彼女を忌み嫌
っていると言う感じであった。 
ン、何故だろう？ だが、その原因は直ぐ

に分かった。彼女はショーの最中にも全くシ

ョーを見ていない。何をしているかと言えば、
ショーを見に来た初対面の男達の誰彼かまわ
ず絡み付くような媚態を見せている。そうで
す。春を売る女性だったのです。 
 休憩時間中も男アサリに懸命だったが、獲
物は見つからず、今日は駄目かと思ったのだ
が、帰り際、痩せて貧相なラテン系の男性の
1 人と交渉が成立したようだ。客を捕まえた
事が良かったような悪かったような…。ブラ
ジル人家族は最後まで、全く無視していた。 
  
世界 3 大瀑布として名高い 

アルゼンチンイグアスへの豪華バス 
3 月 7 日（月）午後 6 時 50 分ブエノスアイ

レス発の超豪華なバスで、イグアスの滝に向
かう。１泊２日のこの高級夜行バスは航空機
のビジネスクラスよりも立派だった。 
席はほぼ水平に倒れ、椅子の広さは、お相

撲さんくらいの肥満体の人でもゆったりと寝
返りが打てる。 
鈴木エージエンシーから、「豪華な食事は

出ないかも…。」と言われて「おにぎり」を持
って乗ったが、全く食の心配はいらなかった。 
魚も肉も出るフルコースで、最後にコーヒ

ーから果物・お菓子まで出た。従っておにぎ
りの出番はなかった。ワインなどの酒類も勿
論飲み放題。 
バスの前方席は総ガラス張りのサロンにな

っていて、外の景色を眺めながらくつろげる。
バスの 2 階席 20 人、1 階席 10 人程度で、1
階席の殆どが、お客のための食料や電子レン
ジ等の台所用品で占められている。 
ずっと乗っていたいこの快適バスは、夕食、

翌朝の朝食込みの 1 泊 2 日で、チケット代
P105（3,825 円）。このサービスでこの値段、
満足のいくものであった。 
アマゾンの熱帯雨林の中を、真直ぐな道路

が走っていて、窓の両側から、小鳥の声を聴
き、夜は星を眺めながら走るバスの心地良さ
は例えようがない。特に、明け方の、朝もや
のかかった熱帯雨林は、極楽浄土かと思うほ
どほど幻想的で美しかった。 
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プエルト・イグアス（アルゼンチン側） 
 3 月 8 日（火）12 時、滝の街へ到着した。 
素朴で小さなこの街の風景はとても好きな

のだが、世界有数の大瀑布が無ければ外国人
など誰ひとり来ないと思うのどかな街だ。 
バスターミナルの向かい側に沢山のホテル

があって、しかも安い。私の泊まった結構な
ツインルーム（レジデンシァル・パキータ）
は、P30（1，093 円で、朝食付き、広い庭に
ニワトリや猫もいる。懐かしいようなこの風
景は、私達が子供の頃の田舎の風景のようだ。  
だが、焼け付くような暑さに、当日滝を見

に行く時間は充分あったのだが、気持ちが萎
えてしまったので、ホテルで猫達とぐったり
して過ごす。 
 翌早朝（9 日水）、滝へ行くバスに乗る。緑
のトンネルの中を走り、専用電車に乗り、暫
らく歩くと、この滝の見せ場である「悪魔の
咽笛」と命名された巨大な滝へ出る。川底に
苔でも生えているのであろうか、淡い緑色の
大量の水が、もんどりうって滝壺へ落ちてい
く様子は、恐怖さえ感じる迫力だ。水中に生
き物が入っていて唸り声を上げているように
見える。沢山の日本人観光客もいた。 
 大小 300 もの滝の見せ場には、必ず見晴台
があり誰もがお気に入りの場所で楽しめる。 
ブラジル側にもまたがるイグアスの滝は、

その幅 4ｋｍ。最大落差 80ｍ。毎秒 6 万 5 千
トンの水量とパンフレットには書いてある。 
 広大な国立公園の中で、いささか迷子気味
になっている時、ブラジルへの VISA を取り
に行った時ブラジル領事館で一緒だった伊勢
君（Ｋ大 4 年生）にばったり出会った。 
 彼は就職も決まり、卒業旅行に南米を選ん
で一人旅をしている最中であった。旅するた
めの資金は父親には内緒で母親が調達してく
れたので、初めて手にするはずの夏と冬のボ
ーナスは返済のため既にないのだ。とこぼし
ていた。どこの母親も子供には甘いのう。 
彼は、方向感覚がとてもよく、この滝のハ

イライトを次々に案内してくれる。そして、
今日私が行くブラジル側のイグアスの街で安

くて良い宿を紹介してくれるなど、有難い存
在だった。頭の回転が速く、親切、自然体で
嫌味のない爽やかさ。ご両親に大切に育てら
れたのだと思う。就職先の政府系金融機関で、
この爽やかさを失わないで欲しいと願わずに
はいられない。 
 
フォスト・ド・イグアス（ブラジル側） 
3 月 9 日（水）興に乗ってこの日のうちに

バスで、ブラジル側へ移動。地元に人達に 1
人混じってブラジルへ入国。イミグレーシヨ
ーンで、私だけバスから降ろされ入国手続き。  
旅人は誰もいないイミグレーションのバス

停で次のバスを待つこと 50 分。灼熱の太陽に
焼かれた道路に直接座っているとサウナに入
った時のように汗が流れる。 
 バスで到着したブラジル側イグアスの街は、
アルゼンチンと側と違い、猥雑で大きな街で
あった。 
 伊勢君が紹介してくれたホテルへ行って見
ると、TV も冷蔵庫も、そして工場のような
騒音の出る AC もついているのだが、お世辞
にも良い部屋とは言いがたい。 
 伊勢君が心配して、「お部屋替わりましよ
うか？」と言ってくれたが、彼の部屋も似た
ようなみすぼらしさだった。１泊だけなので
ここで我慢する事にした。 
 この「サンレモ・ホテル」は、P52.5（2,084
円）。大河１つ挟んで、ブラジルへ来ると倍近
い金額になり、アルゼンチンの牧歌的なパキ
ータ・ホテルが懐かしい。 
 この日の夕方、鶏料理が美味しいと言う伊
勢君推薦のレストランへ出掛けた。 
白いテーブルクロスが掛かった、こざっぱ

りとしたレストランで、久々にワインを飲み、
鶏料理と、ソーセージ、パゲッテイ、サラダ
の質素な食事をとる。鶏肉のシコシコ感は癖
になる美味しさだ。日本で食べる鶏とは風味
がかなり違う。伊勢君は、「きっと地鶏でしよ
う」と言ったが、地鶏か否かは不明。 
 夕食代は 2 人分で、P51（2,026 円）。この
辺りでは良いレストランであったから、多分



51

高かったのだと思う。レストランから帰る夜
道で「首締め強盗」が出たらどうしようかと、
心配もあったが、若くて屈強な伊勢君が一緒
だから、この夜は何の心配もなかった。 
 翌朝、朝食後、伊勢君と連れ立ってブラジ
ル・イグアスの滝へ。 
 滝まで小 1 時間、整備の行き届いた公園内
を通り、滝へ向かった。アルゼンチン側に負
けず公園内は美しいのだが、何故かお客はア
ルゼンチン側に比べて 3 分の 1 にも満たない
人の数だ。 
昨日、アルゼンチン・イグアスで逢った日

本人の男性が「ブラジル側は滝の全体が見え
るだけで詰らないから行かない」と言ってい
たが、この客数からして本当につまらないの
だろうか？ 
 だが、実際私達が目にした滝は、アルゼン
チン側の「悪魔の咽笛」には少し迫力で劣る
ものの、カナダのナイアガラの滝ほどはある
ような気がした。両国の巨大な滝の全容が見
え、陽のある時間帯は美しい虹を見ることが
出来たことに、私は感激した。橋を渡って滝
の真下近くで滝を仰ぎ見て、しぶきを浴び、
心を震わせながら滝の見物を終わる。私は、
決して詰まらなくはなかった。 
 この巨大な滝を見たことで、大自然の営み
を畏敬の念で眺めた。たかが水、されど水、
けれども息を飲む光景である。水の織り成す
自然の芸術に勝るものはない。１分間に 6 万
5 千トンの水の迫力はわざわざ見に行く価値
がある。悪魔の咽笛を正面から見たのも圧巻
だった。 
 これで世界の 3 大瀑布を見たのだが、カナ
ダのナイアガラは優美で美しく、ジンバブエ
（アフリカ）のビクトリアの滝は、落差 120
ｍ（？）コーラ色の水で襲い掛かってくるよ
うな豪快さ。そして、イグアスは一番規模が
大きく、変化に富んでいたと思う。 
 私は今まで、大自然を少し軽んじてきたよ
うに思う。だが、南米に来てアンデス山脈を、
アマゾンの熱帯雨林を、アタカマ砂漠、ペリ
トモレノ氷河、マゼラン海峡、ビーグル水道

などの大自然に接した時、我を忘れてひれ伏
してしまった。 
 翌日（3 月 10 日（木））、ブラジル・イグア
スから、ブラジルのサンパウロ経由でロスア
ンゼルスへ戻ったのだが、この時のバリグ航
空のチケット代は信じられない高額で、片道
US＄1,452.05（153,917 円）で、私は自己破産
状態になった。日本へ帰ったら、しばらくは
水を飲み、パンの耳をかじって世捨て人の生
活を強いられることになる。いろんな国を旅
したが、これほど高いチケット代は始めてで、
忘れることのできない思い出だ。 
 忘れることのできない、もうひとつの出来
事は、この日、空港へ向かうタクシーから見
えたサンパウロの昼の気温 53℃、湿度 0％。
汗は沢山出ていても全部蒸発して、顔や体を
つたうことはない。要するに汗は流れず、顔
が塩を吹いているだけだった。運転手に冷房
を入れてほしいと頼んだら、「この車に冷房
は付いていない」との返事。2 人で、茹蛸の
ような赤い顔で空港へと向かった。この暑さ
も尋常ではなかった。 
  
再びの「ロスアンゼルス」 
（ブラジルのサンパウロ経由） 
 3 月 10 日（土）18：30 ブラジルのイグアス
から、サンパウロ経由で国際線に乗り換え、 
ロスアンゼルス行きのバリグ・エアーに搭乗。 
 サンパウロまで、2～3 時間のフライトだっ
たように思う。サンパウロまでの国内線の機
内食は 2 回出たのだが、サンドイッチに飲み
物程度の軽食であった。サンパウロでロスア
ンゼルス行きの国際線を待つ 2 時間の間に、
会員制の待合室でメールをチェックする。 
 パソコンを開くと、私が見たこともない可
愛い仕草の我が家の愛猫、ミミちゃんの写真
がメールから現れた時は、人目もはばからず
歓声を上げてしまった。ミミを預かって下さ
っているＨさんの心憎いばかりの暖かな心遣
いであった。 
 ロスアンゼルス行きは、23：00 頃だったと
思うが、深夜 24：30 頃かなりボリュームのあ
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る食事が出された。これが夕食だったのかも
知れない。真夜中のディナー。時差の関係も
あって、この辺から時間の感覚をすっかり失
ってしまった。多分８時間くらいのフライト
（？）だったと思う。数時間眠った後、朝食
風の軽い 2 度目の食事も出た。ロスアンゼル
スには現地時間の朝 7 時ピッタリに到着した。 
 前々から、一度行って見たいと思っていた
ダウンタウンのホテル「リトル東京」へ。 
 
「リトル東京」に住む人々 
 3 月 11 日（金）日本人女性の K さんが経営
するこのホテルは＄40（4，240）と料金がガ
イドブックの表示と変わっていなかった。 
 彼女は、日本人が利用するであろう殆どの
ロス発着便の時間が頭に入っている。にも拘
らず、早朝の変な時間に到着した私が、ブラ
ジルから来たことを知ると「ブラジルから？」
と訝ったが、快く迎え入れてくださった。 
 室は、清潔で使い勝手の良さをこれほど考
えたホテルを見たのは久々だ。さすが日本人
のセンスの良さよ！ 民芸調のライテング.
ビューローもあり、居心地は満点。 
 38 室中 30 室が 1 か月以上の長期滞在者で、
語学留学中の年配男性が数人と、演劇の勉強
で来ている若い女性等日本人が多かったが、
韓国、中国、ヒスパニック系、北欧からの人
達もいた。中には 10 年以上住み着いているハ
ワイ生まれの日系 2 世の O さんもいた。 
彼は、重い糖尿病で目が良く見えない上、

日本語も殆ど話せないのにこのホテルにいる
という。日本人の血が呼ぶのであろうか？ 
 O さんは身寄りのない 80 代の男性で「万一
の時はどうしたら．．．。」とホテル経営の K さ
んは深刻な顔をした。 
このホテルの面白い体験と言えば語幣があ

るが、50 歳前後と思しき日本女性が、8 年も
このホテルに住んでいたことだ。 
「私は変わり者」と本人は言ったが、8 年

の間、「誰も彼女の部屋の中を見た人がない」
と K さんは言った。 
私は興味津々。深く考えもせず、ダメ元で

この女性に入室をお願いして見た。 
すると意外や意外「今まで誰も入れたこと

はないけど．．．ちよっとだけよ」と言いなが
らも招き入れて下さった。人間の生首でも乾
してあるのかとドキドキしたその秘密の花園
は、部屋全体が深い森の中に入ったような飾
り付けで、一番奥に小さなお仏壇があった。
「母の位牌が入っていている」のだと言う。 
仏壇の母が寂しくないように、常時ランプ

を灯しているのだと説明してくれた。確かに
珍しい部屋であった。この人は「人間嫌い」
の性格なのかと思ったのだが、今逢ったばか
りの私に、ご自分の生い立ちや、身の上話を
ポツリ、ポツリと話した所を見ると、本人が
言うほどの変わり者ではないと思った。 
彼女もまた身寄りがなく「天涯孤独なのだ」

と言っていたが、母の位牌の入ったお仏壇が
心の支えとは．．．。あの世の母と交信できる訳
でもないであろうに。 
言葉少なに話された広島生まれの彼女の話

から、焼け付くような孤独感が伝わってきた。 
興味本位で、「部屋、見せて下さい」等と言

ってしまった事を深く後悔した。 
 リトル東京にいると外国にいる気がしない。 
飲食店の多くは、日本語だけで事足りる。な
ぜこの街に沢山の日本人が住むようになった
かは、時差調整のための短い滞在だったので
深い事情は分からなかった。 
 しかし、なぜか出会った人々の多くが、悲
しい過去を背負った高齢者が多く、話を聞い
ていると気持ちが沈みがちになった。 
でも、不思議な懐かしさのある街であった。 

 今回の旅も終わった。この 90 日間、下痢、
腹痛との戦いで、1 日として正常な腹具合の
日のなかった苦しい旅であったが、何故か懐
かしく、又行きたい気持ちのする南米である。 
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高かったのだと思う。レストランから帰る夜
道で「首締め強盗」が出たらどうしようかと、
心配もあったが、若くて屈強な伊勢君が一緒
だから、この夜は何の心配もなかった。 
 翌朝、朝食後、伊勢君と連れ立ってブラジ
ル・イグアスの滝へ。 
 滝まで小 1 時間、整備の行き届いた公園内
を通り、滝へ向かった。アルゼンチン側に負
けず公園内は美しいのだが、何故かお客はア
ルゼンチン側に比べて 3 分の 1 にも満たない
人の数だ。 
昨日、アルゼンチン・イグアスで逢った日

本人の男性が「ブラジル側は滝の全体が見え
るだけで詰らないから行かない」と言ってい
たが、この客数からして本当につまらないの
だろうか？ 
 だが、実際私達が目にした滝は、アルゼン
チン側の「悪魔の咽笛」には少し迫力で劣る
ものの、カナダのナイアガラの滝ほどはある
ような気がした。両国の巨大な滝の全容が見
え、陽のある時間帯は美しい虹を見ることが
出来たことに、私は感激した。橋を渡って滝
の真下近くで滝を仰ぎ見て、しぶきを浴び、
心を震わせながら滝の見物を終わる。私は、
決して詰まらなくはなかった。 
 この巨大な滝を見たことで、大自然の営み
を畏敬の念で眺めた。たかが水、されど水、
けれども息を飲む光景である。水の織り成す
自然の芸術に勝るものはない。１分間に 6 万
5 千トンの水の迫力はわざわざ見に行く価値
がある。悪魔の咽笛を正面から見たのも圧巻
だった。 
 これで世界の 3 大瀑布を見たのだが、カナ
ダのナイアガラは優美で美しく、ジンバブエ
（アフリカ）のビクトリアの滝は、落差 120
ｍ（？）コーラ色の水で襲い掛かってくるよ
うな豪快さ。そして、イグアスは一番規模が
大きく、変化に富んでいたと思う。 
 私は今まで、大自然を少し軽んじてきたよ
うに思う。だが、南米に来てアンデス山脈を、
アマゾンの熱帯雨林を、アタカマ砂漠、ペリ
トモレノ氷河、マゼラン海峡、ビーグル水道

などの大自然に接した時、我を忘れてひれ伏
してしまった。 
 翌日（3 月 10 日（木））、ブラジル・イグア
スから、ブラジルのサンパウロ経由でロスア
ンゼルスへ戻ったのだが、この時のバリグ航
空のチケット代は信じられない高額で、片道
US＄1,452.05（153,917 円）で、私は自己破産
状態になった。日本へ帰ったら、しばらくは
水を飲み、パンの耳をかじって世捨て人の生
活を強いられることになる。いろんな国を旅
したが、これほど高いチケット代は始めてで、
忘れることのできない思い出だ。 
 忘れることのできない、もうひとつの出来
事は、この日、空港へ向かうタクシーから見
えたサンパウロの昼の気温 53℃、湿度 0％。
汗は沢山出ていても全部蒸発して、顔や体を
つたうことはない。要するに汗は流れず、顔
が塩を吹いているだけだった。運転手に冷房
を入れてほしいと頼んだら、「この車に冷房
は付いていない」との返事。2 人で、茹蛸の
ような赤い顔で空港へと向かった。この暑さ
も尋常ではなかった。 
  
再びの「ロスアンゼルス」 
（ブラジルのサンパウロ経由） 
 3 月 10 日（土）18：30 ブラジルのイグアス
から、サンパウロ経由で国際線に乗り換え、 
ロスアンゼルス行きのバリグ・エアーに搭乗。 
 サンパウロまで、2～3 時間のフライトだっ
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 パソコンを開くと、私が見たこともない可
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 ロスアンゼルス行きは、23：00 頃だったと
思うが、深夜 24：30 頃かなりボリュームのあ
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る食事が出された。これが夕食だったのかも
知れない。真夜中のディナー。時差の関係も
あって、この辺から時間の感覚をすっかり失
ってしまった。多分８時間くらいのフライト
（？）だったと思う。数時間眠った後、朝食
風の軽い 2 度目の食事も出た。ロスアンゼル
スには現地時間の朝 7 時ピッタリに到着した。 
 前々から、一度行って見たいと思っていた
ダウンタウンのホテル「リトル東京」へ。 
 
「リトル東京」に住む人々 
 3 月 11 日（金）日本人女性の K さんが経営
するこのホテルは＄40（4，240）と料金がガ
イドブックの表示と変わっていなかった。 
 彼女は、日本人が利用するであろう殆どの
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らず、早朝の変な時間に到着した私が、ブラ
ジルから来たことを知ると「ブラジルから？」
と訝ったが、快く迎え入れてくださった。 
 室は、清潔で使い勝手の良さをこれほど考
えたホテルを見たのは久々だ。さすが日本人
のセンスの良さよ！ 民芸調のライテング.
ビューローもあり、居心地は満点。 
 38 室中 30 室が 1 か月以上の長期滞在者で、
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日本語も殆ど話せないのにこのホテルにいる
という。日本人の血が呼ぶのであろうか？ 
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の間、「誰も彼女の部屋の中を見た人がない」
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私は興味津々。深く考えもせず、ダメ元で

この女性に入室をお願いして見た。 
すると意外や意外「今まで誰も入れたこと

はないけど．．．ちよっとだけよ」と言いなが
らも招き入れて下さった。人間の生首でも乾
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は、部屋全体が深い森の中に入ったような飾
り付けで、一番奥に小さなお仏壇があった。
「母の位牌が入っていている」のだと言う。 
仏壇の母が寂しくないように、常時ランプ

を灯しているのだと説明してくれた。確かに
珍しい部屋であった。この人は「人間嫌い」
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でもないであろうに。 
言葉少なに話された広島生まれの彼女の話

から、焼け付くような孤独感が伝わってきた。 
興味本位で、「部屋、見せて下さい」等と言

ってしまった事を深く後悔した。 
 リトル東京にいると外国にいる気がしない。 
飲食店の多くは、日本語だけで事足りる。な
ぜこの街に沢山の日本人が住むようになった
かは、時差調整のための短い滞在だったので
深い事情は分からなかった。 
 しかし、なぜか出会った人々の多くが、悲
しい過去を背負った高齢者が多く、話を聞い
ていると気持ちが沈みがちになった。 
でも、不思議な懐かしさのある街であった。 

 今回の旅も終わった。この 90 日間、下痢、
腹痛との戦いで、1 日として正常な腹具合の
日のなかった苦しい旅であったが、何故か懐
かしく、又行きたい気持ちのする南米である。 
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チェンマイを大変愛されておられた故 酒匂

元理事長のご冥福を山口支部長始め、滞在者一
同、心からお祈り申し上げます。 
今回は、チェンマイでの１会員の日常生活を

紹介させて戴く事により、支部便りに変えさせ
て戴きます。 
私達夫婦は、昨年９月中旬にチェンマイに到

着して以来、３月で滞在約、半年となります。 
在東京タイ大使館では、２ヶ月間滞在できる

観光ビザを取得し、更に１年間滞在するための
リタイアメント ビザをチェンマイで取る事に
しました。具体的には、会報新年号で加藤 進
平様が紹介していた３種類の方法の内、現金８
０万バーツ（夫婦で１６０万バーツ）を銀行に
預金する方法です。尚、現金の持ち出し及び持
ち込み制限を越えている為、成田及びチェンマ
イの税関で申告しております。 
当地到着翌日、市内の両替屋で円をバーツに

換え、バンコク銀行ニマンヘミン支店で夫婦
各々の名義の定期預金口座を開き、入金しまし
た。銀行では、日本語の出来る副支店長に対応
して戴き、スムーズに進みました。リタイアメ
ント ビザへの切り替え時期は、観光ビザの切
れる約１ヶ月前が目途であり、銀行での残高証
明書、パスポート原本、及びコピー、ビザ申請
書、写真等、必要書類を揃えて、１０月中旬に
イミグレへ出掛け、３ヶ月滞在のリタイアメン
ト ビザを取得しました。 
その後、期限切れの１ヶ月前の１２月中旬に

再度、前回と同様の書類を揃えて、イミグレに
申請し、１年有効のビザを取得しました。現在
のタイの制度では、最初に３ヶ月、次回から各
１年で煩雑ですが仕方がないようです。 又、
並行して、９０日滞在の申告が必要であり、滞

在９０日目の１週間前毎にイミグレで滞在の申
告をしております。  
現在の住まいは、会員の方の多くが住んでお

られる街の西側ではなく、東側のピン川に近い
ドイピン マンションで、同じコンドミニアム
に住んでおられる、山口支部長に各部屋を見せ
て戴き、こちらを借りる事に致しました。因み
に２寝室、計約 100 平米で 14,000 バーツ/月の
家賃です（２月現在１バーツ約 2.75 円）。この
コンドミニアムはムアンマイ市場、ワローロッ
ト市場、リンピン スーパーマーケット等が近
く、生活に便利な場所に在ります。 
チェンマイの良い所は、冬季に気候が温暖で、

同好の仲間が多く、すぐにグループに参加させ
て戴けることだと思います。現在、卓球が週３
回（月、水、土の午後）、バトミントンが週３回
（月、木、土の午前）、テニスが週２回（木、土
の午前）に参加させて戴いています。その他に、
週１回、夫婦でテニスの個人レッスンを受けて
おり、重なる部分が有りますので、全てに出席
は出来ませんが、ほぼ、毎日出掛けております。
個人レッスンの費用も安く、妻が受けている卓
球は、１時間 250 バーツ、テニスは２人で１時
間 300 バーツです。 
尚、会場が夫々異なり、ソンテウで通うには

不便であるので、120ｃｃのレンタルバイクを借
りる事とし、運転免許を取得しました。日本の
免許証を領事館で翻訳して貰い、普通乗用車と
バイクの免許を、陸運事務所の免許センターに
同時申請しましたが、バイクについては、私の
免許は 50ｃｃ迄であるので法規と実地の試験
を受ける必要がありました。 
日常の生活は運動ばかりでなく、小旅行にも

出掛けております。地元日本人在住者の会主催
のフミポン ダム（東南アジアで最大級）への
小旅行ゲスト参加、会員の方と１月に一緒に行
ったドイプイ（ドイステープの奥）の花見、旅
行社による日本人、外国人混載のゴールデン 
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トライアングルへの旅、又、会員の方と一緒の
チェンダオへの旅（乗り合いバスで北へ約２時
間、温泉入浴、ねぎぼうず村タイリゾ－ト宿泊）
等ですが、非常に印象に残ったのは、ミャンマ
ー国境に近いメーホソン県のクンヤムへの旅で
す。 
ここには、日本人のそろばん教師、日本語教

師の２名のボランティアが在住され、学校で
夫々、無給で指導されています。偶々、日本か
らのボランティアが訪問され、我々、２組の夫
婦も合流させて貰い、日本キャンプを開催し、
日本語教室、運動会等で子供達と交流して来ま
した。 
このクンヤムと云う村は、第二次世界大戦イ

ンパール作戦での傷病軍人がお世話になった所
であり、寺の境内が野戦病院となり、亡くなら
れた方の遺体の一部は、井戸に投げ込まれて処
理されたと言われています。戦争博物館では、
旧日本軍の遺品等が展示されており、戦争の惨
さに強い怒りと衝撃を感じました。周辺には、
少なくとも３箇所の慰霊塔が建てられ、在住の
日本人ボランティアの方が、毎日、掃除をして
おられるとの事でした。 
話しは一転しますが、チェンマイは観光都市

であり、種々の素晴らしい催しが開催されます。 
旧暦１２月の満月（現在の１１月）に行われ

るローイ・クラトンでは、ピン川沿いで灯篭を
流し、周辺で花火大会が行われます。特に、車
で数十分北上したメジョーと言う所ではコムロ
ーイ（熱気球）が一斉に空に上げられ、大変幻
想的で一見の価値があります。  
又、１１月下旬に行われるイープンーランナ

ー（日本―北タイ）交流祭りで行われるパレー
ド、盆踊り、カラオケ大会等、１月下旬に行わ
れるボーサンでの傘祭り、更に、２月上旬の花
祭りでの美しいパレード等、充分に楽しめるも
のです。４月に行われるソンクラーン祭りの水
掛は今から楽しみにしております。 
通常のサロン会参加者は 20 から 50 名程度で

すが年末～ 2月は60 ～80名程度と急激に増え、
空気が汚染されてくる４月からの酷暑季では、 
 

波が引くように激減し、チェンマイはまた閑散
となります。 
我々夫婦が、チェンマイ滞在を考えたのは、

約５年間続いた海外生活が昨年５月に終わり、
日本に戻りましたが、何か落ち着かないものを
感じ、最低１年間を目途に当地に住む事にしま
した。 
日本での準備期間が短く、故酒匂元理事長か

ら沢山の情報をチェンマイから戴き、また、チ
ェンマイ到着後も、翌日、アマリリンカムでブ
リーフィングをして戴き、その情報に基づいて
１０数件のコンドミニアムを見て回りました。
つい最近までお元気ではつらつとしていらっし
ゃったのに大変残念です。 
諸先輩が築かれたチェンマイでの会員同士の

助け合いの良き伝統が今後も長く続く事を祈念
しまして、支部便りを終わらせて戴きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メジョーのコムロイ（熱気球） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花祭りパレード 
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旧暦１２月の満月（現在の１１月）に行われ

るローイ・クラトンでは、ピン川沿いで灯篭を
流し、周辺で花火大会が行われます。特に、車
で数十分北上したメジョーと言う所ではコムロ
ーイ（熱気球）が一斉に空に上げられ、大変幻
想的で一見の価値があります。  
又、１１月下旬に行われるイープンーランナ

ー（日本―北タイ）交流祭りで行われるパレー
ド、盆踊り、カラオケ大会等、１月下旬に行わ
れるボーサンでの傘祭り、更に、２月上旬の花
祭りでの美しいパレード等、充分に楽しめるも
のです。４月に行われるソンクラーン祭りの水
掛は今から楽しみにしております。 
通常のサロン会参加者は 20 から 50 名程度で

すが年末～ 2月は60 ～80名程度と急激に増え、
空気が汚染されてくる４月からの酷暑季では、 
 

波が引くように激減し、チェンマイはまた閑散
となります。 
我々夫婦が、チェンマイ滞在を考えたのは、

約５年間続いた海外生活が昨年５月に終わり、
日本に戻りましたが、何か落ち着かないものを
感じ、最低１年間を目途に当地に住む事にしま
した。 
日本での準備期間が短く、故酒匂元理事長か

ら沢山の情報をチェンマイから戴き、また、チ
ェンマイ到着後も、翌日、アマリリンカムでブ
リーフィングをして戴き、その情報に基づいて
１０数件のコンドミニアムを見て回りました。
つい最近までお元気ではつらつとしていらっし
ゃったのに大変残念です。 
諸先輩が築かれたチェンマイでの会員同士の

助け合いの良き伝統が今後も長く続く事を祈念
しまして、支部便りを終わらせて戴きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メジョーのコムロイ（熱気球） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花祭りパレード 
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平成２２年９月末、大黒支部長が体調不良で退
任されることになられ、急遽上記の通り、役員
変更し理事会承認を受け新体制で出発しました。
大黒前支部長は支部創設以来、ご苦労され支部
員一同感謝しております。今後は気楽にハワイ
生活を楽しまれことをお祈りします。 
 さて、昨今、ハワイ支部が創設されてから年々
来訪者も増え本年も１６回開催のサロン会総参
加者１１２名にものぼりました。２月３月は役
員帰国のためサロン会を開催しておりませんが、
この間も長期短期の来訪会員の方も４組８名お
られます。 
 ハワイは多少費用はかかりますが、環境も自
然があり、ちょっと都会的でもあり、一度来島
されればまた来たくなるのは当然かと思われま
す。 
 村林副支部長も定期的に南国MLでアロハ情
報を掲載され皆様に情報を送っております。 
本年も多くの会員の皆様が来訪して南国を楽

しむことを期待しております。 
 
 
 
 
 
 
この会報がお手元に届いている頃は、北ルソ

ンはもう真夏です。学校は夏休みの最中です。
３月１１日の東北・関東大震災から２ヶ月を経
過した時期で、日本が再建に向けて力強く動き
出している事を期待しています。 
  バギオは高原の避暑地として最高の時期を
迎えています。連日多くの観光客・避暑客で賑
わっています。パンガシナンはリンガエン湾沿
いの海浜リゾートが人気です。 
  支部としては、パンガシナンを主体に現地情
報をお届けしています。２０１０年１２月から

LS をスタートした会員の滞在のお手伝いをし
ながら、パンガシナンに LS を希望される会員
の為のノウハウの蓄積に努めます。従来から継
続している現地でのボランティアは、６月から
スタートする新学期に備えて準備をしています。
新しい小学校への取り組みを検討しています。  
日本の復興に向けて日本人全体が海外ボラン

ティアの関心を無くさない様にバギオ・パンガ
シナンで現地の子供達へのボランティアを続け
ます。 
 
 
 
 
２２年度は、定例の情報交換会に加えてミニ

サロン会やお楽しみ会を開催し、九州支部会員
相互間の仲間つくりと親睦を図りました。 
 ホームページにも掲載していますが、この１
年間の活動内容を下記のとおり報告します。 

記 
１ 定例支部情報交換会 
 福岡市と熊本市で開催していましたがマン
ネリ化防止のため、開催地に北九州市を加え
次の通り開催。 

 ４月 ３日・・・熊本市民活動支援センター 
 ７月 ４日・・・福岡市ＮＰＯボランティア 

交流センター 
 １１月７日・・・北九州市生涯学習センター 
 １月 ８日・・・福岡市ＮＰＯボランティア 

交流センター 
２ ミニサロン会 
 定例の情報交換会に加えて、随時・随所で
開催。 

 ○７月９日～１０日（泊）  
南部地区サロン会 

  鹿児島県志布志市（民宿・涼風） 
 ○９月７日 
  熊本サロン会 
  パソコン教室及び情報交換会 
  熊本市民活動支援センター（あいぽーと） 
 ○９月２４日  

蕎麦打ち 

 
平成 22 年度ハワイ支部活動情報  
ハワイ支部支部長代行  № 712 高田 勝弘 

副支部長 №1016 村林 修次 

 
平成 22 年度九州支部活動報告 

九州支部長 №581 朝永 清寿 

 
平成２２年度 

バギオ・パンガシナン支部活動報告  
 № 227 斎木 一 
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  福岡市（あいれふ） 
 ○１０月８日～９日（泊） 
  栗拾い、ゴルフ、バーベキュー、及び蕎麦 

打ち 
  熊本県上益城郡甲佐町（森田会員宅） 
 ○１２月１３日～１４日（泊） 
  河豚忘年会 
  下関市、国民宿舎「海峡ビュー下関」 
 ○１月３０日  
  熊本サロン会 
  イベント広場での公開による情報交換会 
  熊本市民活動支援センター（あいぽーと） 
 ○２月６日 
  蕎麦打ち 
  福岡市（あいれふ） 
 ○チェンマイでの九州支部ミニサロン会 
  ６月１５日、８月１１日、１２月２３日 
  ｅｔｃ 
 
 ※それぞれお役立ち情報満載の会になりまし   
  た 
 
３ 役員会  
  ６月１１日・・・福岡市ＮＰＯボランティ 

ア交流センター 
  ７月２２日・・・スカイプ会議 
  １月１２日・・・スカイプ会議 
  ３月１８日・・・福岡市ＮＰＯボランティ 

ア交流センター 
 
４ その他 

１０月１０日熊本市、国際交流センターに
おいて「ロングステイセミナー」が開催され、
南国暮らしの会から支部長がトークショーに
参加。  

    
以上のとおり報告致します。 
今後とも積極的に活動をして参りたいと考え

ています。 
 
 
 

 
 
 
 
支部の主要な活動を報告します。 
○ 支部忘年会の開催 
 ～ダバオ下見ツアーの話題で盛り上がる～ 
 12 月 11 日（土）11 時から大阪駅前第三ビル
地下 2 階の「ダイニングカフェ Sa」で支部の忘
年会を開催しました。参加者 36 名。 
 3 月の「ダバオ下見ツアー」を控えて、ダバ
オ情勢に詳しい元会員の 森川 忠 さんに
「ダバオ情勢」について講演をしていただきま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森川 忠さん 
 
 
○ 第 4 回パソコン教室の開催 
 1 月 11 日（火）13 時 30 分から今年度第 4 回

 
関西支部便り 

関西支部長 №891 徳永 卓雄 



55

 
 
 
 
 
平成２２年９月末、大黒支部長が体調不良で退
任されることになられ、急遽上記の通り、役員
変更し理事会承認を受け新体制で出発しました。
大黒前支部長は支部創設以来、ご苦労され支部
員一同感謝しております。今後は気楽にハワイ
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 さて、昨今、ハワイ支部が創設されてから年々
来訪者も増え本年も１６回開催のサロン会総参
加者１１２名にものぼりました。２月３月は役
員帰国のためサロン会を開催しておりませんが、
この間も長期短期の来訪会員の方も４組８名お
られます。 
 ハワイは多少費用はかかりますが、環境も自
然があり、ちょっと都会的でもあり、一度来島
されればまた来たくなるのは当然かと思われま
す。 
 村林副支部長も定期的に南国MLでアロハ情
報を掲載され皆様に情報を送っております。 
本年も多くの会員の皆様が来訪して南国を楽

しむことを期待しております。 
 
 
 
 
 
 
この会報がお手元に届いている頃は、北ルソ

ンはもう真夏です。学校は夏休みの最中です。
３月１１日の東北・関東大震災から２ヶ月を経
過した時期で、日本が再建に向けて力強く動き
出している事を期待しています。 
  バギオは高原の避暑地として最高の時期を
迎えています。連日多くの観光客・避暑客で賑
わっています。パンガシナンはリンガエン湾沿
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  支部としては、パンガシナンを主体に現地情
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の為のノウハウの蓄積に努めます。従来から継
続している現地でのボランティアは、６月から
スタートする新学期に備えて準備をしています。
新しい小学校への取り組みを検討しています。  
日本の復興に向けて日本人全体が海外ボラン

ティアの関心を無くさない様にバギオ・パンガ
シナンで現地の子供達へのボランティアを続け
ます。 
 
 
 
 
２２年度は、定例の情報交換会に加えてミニ

サロン会やお楽しみ会を開催し、九州支部会員
相互間の仲間つくりと親睦を図りました。 
 ホームページにも掲載していますが、この１
年間の活動内容を下記のとおり報告します。 

記 
１ 定例支部情報交換会 
 福岡市と熊本市で開催していましたがマン
ネリ化防止のため、開催地に北九州市を加え
次の通り開催。 

 ４月 ３日・・・熊本市民活動支援センター 
 ７月 ４日・・・福岡市ＮＰＯボランティア 

交流センター 
 １１月７日・・・北九州市生涯学習センター 
 １月 ８日・・・福岡市ＮＰＯボランティア 

交流センター 
２ ミニサロン会 
 定例の情報交換会に加えて、随時・随所で
開催。 

 ○７月９日～１０日（泊）  
南部地区サロン会 

  鹿児島県志布志市（民宿・涼風） 
 ○９月７日 
  熊本サロン会 
  パソコン教室及び情報交換会 
  熊本市民活動支援センター（あいぽーと） 
 ○９月２４日  

蕎麦打ち 

 
平成 22 年度ハワイ支部活動情報  
ハワイ支部支部長代行  № 712 高田 勝弘 

副支部長 №1016 村林 修次 

 
平成 22 年度九州支部活動報告 

九州支部長 №581 朝永 清寿 
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  福岡市（あいれふ） 
 ○１０月８日～９日（泊） 
  栗拾い、ゴルフ、バーベキュー、及び蕎麦 
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  下関市、国民宿舎「海峡ビュー下関」 
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 ○チェンマイでの九州支部ミニサロン会 
  ６月１５日、８月１１日、１２月２３日 
  ｅｔｃ 
 
 ※それぞれお役立ち情報満載の会になりまし   
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３ 役員会  
  ６月１１日・・・福岡市ＮＰＯボランティ 

ア交流センター 
  ７月２２日・・・スカイプ会議 
  １月１２日・・・スカイプ会議 
  ３月１８日・・・福岡市ＮＰＯボランティ 

ア交流センター 
 
４ その他 

１０月１０日熊本市、国際交流センターに
おいて「ロングステイセミナー」が開催され、
南国暮らしの会から支部長がトークショーに
参加。  

    
以上のとおり報告致します。 
今後とも積極的に活動をして参りたいと考え

ています。 
 
 
 

 
 
 
 
支部の主要な活動を報告します。 
○ 支部忘年会の開催 
 ～ダバオ下見ツアーの話題で盛り上がる～ 
 12 月 11 日（土）11 時から大阪駅前第三ビル
地下 2 階の「ダイニングカフェ Sa」で支部の忘
年会を開催しました。参加者 36 名。 
 3 月の「ダバオ下見ツアー」を控えて、ダバ
オ情勢に詳しい元会員の 森川 忠 さんに
「ダバオ情勢」について講演をしていただきま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森川 忠さん 
 
 
○ 第 4 回パソコン教室の開催 
 1 月 11 日（火）13 時 30 分から今年度第 4 回

 
関西支部便り 

関西支部長 №891 徳永 卓雄 
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のパソコン教室を開催しました。場所はいつも
の大阪市立生涯学習センターのメディア教室で
す。16 名が参加しました。終了後は例によって
懇親会へ。 
○ ダバオ下見ツアーの実施 
 2 月 28 日から 3月 7日をコア日としてダバオ
下見ツアーを実施しました。現地集合方式とし
それぞれ各自で航空券を購入して参加しました。
先行して滞在している山本さんや有元さん等の
お世話で、現地の日比ボランティアー協会を通
じてコンド視察、孤児院訪問、ラフティング（急
流下り）、アイランドホッピングなど楽しい行事
をして過ごしました。また現地滞在中の南の会
メンバーとも食事会などで交流しました。参加
者総計 20 名でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本歴史資料館前で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラフティング 
 
 
 

 
 
 
 
２２年度は会員各位の協力と支部お世話役の

もと６月を除き、毎月サロン会を開催し活発な
情報交換を行いました。その後行われる懇親会
はいつものレストランや居酒屋において、和や
かに情報交換や懇親を深めました。今年度の外
部講師はフィリピン政府観光省の横山泰彦氏、
ミクロネシア連邦共和国観光局の重野功氏をお
迎えし、プロジェクタを用いてそれぞれの紹介
をしていただき、活発な質疑応答が行われまし
た。 
また、同好の士が集まりテニス、下見ツアー

が行われました。 
支部世話役会はサロン会開催日の午前中に行

われ、当日の役割確認及び来月の予定等を打合
せを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

関東甲信越支部 サロン会 
 

 
関東甲信越支部活動報告 

関東甲信越支部長 №1125 佐々木 一信 
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課題として、サロン会参加者の大半が会員番
号１０００番台以上の方で、古い LS ベテラン
会員も参加出来るようにするには、サロン会の
内容をどうすべきかを早急に考える必要が迫ら
れております。 
 
 
 
 
 
１．２２年１０月２日に第 2 回情報交換会及び

懇親会実施（28 名参加）、２２年１０月２
６日は女性ミニサロン会（９名参加）をそ
れぞれ実施しました。実施の詳細はＨＰの
支部便りをご覧下さい。 

２．これらの行事の後は支部活動はしばし冬眠状
態となりますが、チェンマイで厳冬の北海道
を逃れる会員も年々増えており、現地で食事
会を数回行う等定例化しました。（写真） 
 

３．２３年度の第１回支部総会は６月４日（土） 
を予定しております。この時期、体験移住等
で来道されている会員の方で希望があれば情
報交換の場を設けたいと思っております。 
その他、ミニサロン会、ふれあいゴルフ会
なども例年通り実施する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グリーン・バレーＧ.Ｃ（チェンマイ） 

 

 
平成 22 年度北海道支部活動情報 

北海道支部長 №1009 佐藤 治己 

会員からの投稿写真

ワット・アルン（暁の寺）/ バンコク カイベー・メコン川 / ベトナム
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メンバーとも食事会などで交流しました。参加
者総計 20 名でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本歴史資料館前で 
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２２年度は会員各位の協力と支部お世話役の

もと６月を除き、毎月サロン会を開催し活発な
情報交換を行いました。その後行われる懇親会
はいつものレストランや居酒屋において、和や
かに情報交換や懇親を深めました。今年度の外
部講師はフィリピン政府観光省の横山泰彦氏、
ミクロネシア連邦共和国観光局の重野功氏をお
迎えし、プロジェクタを用いてそれぞれの紹介
をしていただき、活発な質疑応答が行われまし
た。 
また、同好の士が集まりテニス、下見ツアー

が行われました。 
支部世話役会はサロン会開催日の午前中に行

われ、当日の役割確認及び来月の予定等を打合
せを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

関東甲信越支部 サロン会 
 

 
関東甲信越支部活動報告 

関東甲信越支部長 №1125 佐々木 一信 
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課題として、サロン会参加者の大半が会員番
号１０００番台以上の方で、古い LS ベテラン
会員も参加出来るようにするには、サロン会の
内容をどうすべきかを早急に考える必要が迫ら
れております。 
 
 
 
 
 
１．２２年１０月２日に第 2 回情報交換会及び

懇親会実施（28 名参加）、２２年１０月２
６日は女性ミニサロン会（９名参加）をそ
れぞれ実施しました。実施の詳細はＨＰの
支部便りをご覧下さい。 

２．これらの行事の後は支部活動はしばし冬眠状
態となりますが、チェンマイで厳冬の北海道
を逃れる会員も年々増えており、現地で食事
会を数回行う等定例化しました。（写真） 
 

３．２３年度の第１回支部総会は６月４日（土） 
を予定しております。この時期、体験移住等
で来道されている会員の方で希望があれば情
報交換の場を設けたいと思っております。 
その他、ミニサロン会、ふれあいゴルフ会
なども例年通り実施する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グリーン・バレーＧ.Ｃ（チェンマイ） 

 

 
平成 22 年度北海道支部活動情報 

北海道支部長 №1009 佐藤 治己 

会員からの投稿写真

ワット・アルン（暁の寺）/ バンコク カイベー・メコン川 / ベトナム
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３月役員会終了時みなさんほっとしています？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月神谷さんクイーズタウンセミナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月タイ納得セミナー相談ブース 

２２年度行事計画激論の末一
同ホットした気分のところシ
ャッターを切りました、この後
定例会に役員一同悠々と臨み
ました。 
終了後懇親会で身も心もすっ
きりになりました。今年も元気
にやるぞー？？！！ 

ニュージランド・クィーズラン
ド在住の神谷美智子様によるセ
ミナー会を開催し多大な情報を
いただきました、神谷さんは独
身でもあり殿方も目を白黒さ
せ、取分け熱心でした終了後日
本料理店で懇親会を行い益々盛
り上がり大成功のセミナーで楽
しい１日でした。 

支部最大のイベントを市内
グランコートホテルでタイ
納得セミナー会場の一部ブ
ースを借り会員募集のＰＲ
を行い、我々のブースには
多くの人が問い合わせに来
まして対応に追われ、楽し
いセミナーでした。 

 
東海支部 22 年度活動報告 
東海支部長 №543 清水 重一 
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　初めて会報担当で試行錯誤でしたが、多くの
方のご協力を頂き発行に漕ぎ着け、ほっとして
います。ご協力頂きました皆様に、この場を借
りて感謝申し上げます。
　冬場はチェンマイに行くことを始めて５年に
なりますが、いつも温顔を湛えた酒匂さんに会
えることを楽しみにしていました。南の会の精
神を自ら率先して体現し、模範を示していた酒
匂さんの訃報は残念の極みでした。
　３月１１日に東日本大地震が発生し、多くの
方が犠牲となり、被災者も膨大な数と地域に及
んでいます。一日も早い復興を願っています。
NO. １０１７ 光城 保之　NO. ５１５ 青木 方子

※　は支部長代行

編 集 後 記

南国暮らしの会　支部一覧
2011 年 5 月現在
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